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　秋深し、隣は何をする人ぞ。

　十月の初め、小学校に絶ぜつ叫きようが響き渡る。




　トドメは彼女が開発した新しん技わざだった。

　クラスメイトの石いし田だ歳とし三ぞうの正面から回転し、その勢いでポニーテールが石田の顔面に当たる。石田が顔を押さえているスキに背後に回り込み、腰を持ち上げて背後に叩たたき落とすという女の子ならではの、しかし普通の女の子は絶対にやらない技。

「どらぁぁぁぁぁっ！」

　持ち上がった石田の身体からだは、校舎脇わきにある花か壇だんの中へ真まっ逆さかさまに落ちていった。

「ぎゃあああっ！」

　さすがに地面に叩きつけたら死ぬので、彼女なりの配はい慮りよだろう、石田は花のクッション上で後頭部を押さえながらもがき苦しんでいる。

　数分前まで、花壇にはコスモスが植えられていた。様々な種類の紫色が八枚ずつ、黄色い中心部を彩いろどるように咲いていた。細い葉がかすみ草のように花を包み、一つの花束のように輝く花壇だった。

　が、今では石田の下で無む惨ざんに潰つぶれてしまっていた。花びらは散り、茎くきも折れ、根も掘られ、葉が飛び散っている。育てた苦労も台なしだ。

　さて、バックドロップを決めた当の本人はゆっくりと立ち上がると、ジーパンとスカジャンについた土を払い、残った敵を探して周囲を見回す。

　花壇の周りで男子が四人ほどのびていた。もう敵はいないようだ。校舎の窓から上級生が口を半開きにして見物しているが、それはまあいい。

「おーし、これで全部か」

　御ご色しき第一小学校四年一組、吉よし永なが双ふた葉ば。

　身長百三十センチとちょっとの女の子。後方から勢いよく伸びるポニーテールと、睨にらみつけるような三さん白ぱく眼がんが印象的な女の子。そしてクラスの男子五人を叩きのめす腕うでっ節ぷしと肝きもっ玉たまの女の子。

　吉永双葉の名前は学校中に知れ渡っている。ただの悪ガキとしてならまだいいが、双葉をよく知らない他学年の生徒などには、目が合っただけでボコボコにされるという、タチの悪いヤンキーみたいな覚え方をされている。本当は曲がったことが大嫌いな、男らしい女の子なのだが、それを理解している生徒は少ない。ケンカを友達同士のコミュニケーションのような感覚でやっているからかもしれないが。

「いってて。肘ひじ打うった……」

　今回の原因はなんだったのかよく覚えていない。たしか異なるアニメのロボット同士を戦わせたらどれが一番強いか、といった子供達にしてみれば永遠の議題だったような気もする。それをどう発展させればこんな大立ち回りに変化するのか、謎なぞであった。

　足下を見れば長い柿の木の枝が落ちており、双葉はそれを木ぼく刀とう代わりにして三人ほどブッ叩いたのだ。ほかにも鉢はち植うえを投げつけたり、草をしばったトラップで足を引っかけたりと、攻撃手段には限りがなかった。

「うーん、最後のフタバックドロップはまだまだ改良の余地があるな……トシならまだしも、デカイ奴相手にゃ使えねーしな……」

　級友の死体を前に、真剣な表情で考えこんでいると、校舎の窓からハタキを持ったおばさんが顔を出した。

「双葉ちゃん、また花壇を壊こわしたのね……」

「げ……筧かけいセンセ！」

　二人の子供がいるという、ジャージを着た柔にゆう和わな顔のおばさん――筧先生は、学校の花壇の責任者でもある。普段は家庭科の教師をしており、担任するクラスはないのだが、生活科の授業などで植物の勉強をする時にお世話になった。五年生で初めて知る生徒も多いのだが、双葉は一年の時から目をつけられていた。

「私があれほど花壇を壊すなって言ったのに。ほらそこの看板にも大きく……」

　筧先生が指さした先に看板はなかった。

「あーゴメン、ひっこ抜いちった」

「もう……」

　筧先生は怒ど鳴なるようなことはしない。

　しかし、その悲しそうな表情は双葉の心に突き刺さるものがある。毎度毎度この顔を見るたびに反省するのだが、次の日になるとケロリと忘れて狼ろう籍ぜきをはたらくのは、小学生としての無む邪じや気きさと言ってよいのだろうか。

「いいですか双葉ちゃん、植物にだって命はあるのよ」

「知ってるよそれくらい。でもなー、なんかピンと来ないんだよなー」

　筧先生の言葉に、頭をかいて反論する双葉。

「なんかさぁ、植物に命があるっての、頭じゃ理解できんだけどさぁ、いざって時にはどうしてもモノにしか見えないんだよなぁ」

「そうねぇ」

　意外なことに、筧先生は双葉の暴論に同意した。

「たしかに植物は動かないし、喋しやべらないものね。でも、双葉ちゃんも花が咲いたり枯れたりすることは知ってるでしょ？　植物はね、双葉ちゃんが知らないところでちゃんと生きてるのよ。それが見せられたらいいんだけど……ま、上級生になったらね」

「……花壇荒らしてごめんなさい」

　優しそうに説明する筧先生を見て、つい双葉の頭が下がる。

　素直な双葉に、筧先生は微笑ほほえんだ。

　そして、地面に倒れている男子共を蹴けり起こして、

「オラてめえら起きろ！　筧センセに謝あやまれ！」

「おー……すいませんでした、センセー……」

　一番近くにいた石田が花壇の上で筧先生に謝った。

　枝を折って花壇にバックドロップをかましたのは自分なのに、周囲の男子生徒も巻きこんで謝らせる。連帯責任は双葉達の暗あん黙もくのルールだ。誰だれかがガラスを割ったら、全員が怒られるのは当然であるように。

　その日の放課後は、双葉と男子生徒五人で花壇の修復を行った。

　新しくコスモスを植えたりもしたのだが、それでも双葉は反省しないのだろう。
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　双葉の住む、御色町。

　県の中でも中くらいの規模を持つ市の、中心街的な場所から電車で三駅ほど揺ゆられるとこの町にたどり着く。なぜか風変わりな住民が多いこの町だが、とりわけ吉永家は度を超して変わっていた。

「ただいまー」

　双葉が自分の身長と同じくらいの高さの門もん柱ちゆうをくぐろうとした時。

『待て双葉』

　重い声が双葉を呼び止めた。

　鼻を鳴らして、双葉は振り返る。

「あんだよガーゴイル」

　吉永家の門柱に座っているのは、黒い犬の石像。

　背中に生はえた翼つばさが、この石像がただの犬を模したものではないことを物語っている。ドーベルマンのような雄お々おしい顔つきはけして崩くずれることはなく、お座りの姿勢は核ミサイルが降ってこようとも変わることはない。胸と足にある装甲のようなものは装そう飾しよくに近いのだろう。どの部位も硬かたさは変わらないのだから。

　双葉が呼んだ名前――ガーゴイル。この犬の全すべてを表す名前だ。

　ガーゴイルとは本来、西洋の雨水を溜ためる樋といのことなのだが、ゲームなどでは城の番人としてプレイヤーに襲おそいかかる悪魔を指すことが多い。

　この石像は、まさに後者であった。

　吉永さん家ちのガーゴイルと言えば、泣く子も黙る門番として近きん隣りんの泥どろ棒ぼうに知れ渡っている。最近では吉永家に限らず、御色町全ての家から泥棒を駆く逐ちくしており、たいへん重ちよう宝ほうされている存在だ。

　何しろ目から光線が出る石像だ。これほど恐ろしい物体は稀まれだろう。

　そのガーゴイルが、双葉に告げた。

『汝なんじはまた喧けん嘩かをしてきたのか。危ないことは止よせと常つね日ひ頃ごろから注意していただろう』

「っせーなぁ！　あたしの勝手だろ！」

『そういうわけにもいかぬ。我われは吉永家の門番だ。家人が危険な目に遭あうのを予防することも務め。危険は危険を招く。交通事故ならまだしも、誘ゆう拐かい事件や怪かい盗とう事件などに巻きこまれたらどうする？』

　実際に双葉は交通事故にも誘拐事件にも、そして怪盗事件にも巻きこまれたことがある。いずれもガーゴイルが解決したことで、それによって家族の絆きずなが深まったのは事実だが……。

「誘拐も怪盗もみんなおまえが呼びこんだんだろーが！」

『むう。怪盗に関しては向こうが勝手にやってきたのだ』

「誘拐については否定しねーんだな……」

　とはいえガーゴイルが双葉をはじめとする吉永家を守るために全力を尽くしているのは周知の事実であり、双葉もそのことを踏まえてガーゴイルをからかっているのである。誘拐事件も怪盗事件も、今となっては武勇伝か笑い話だ。

『時に双葉。服が汚れているぞ』

「見りゃわかるだろ」

『花壇に突入したのだな』

　ガーゴイルの超感覚をもってすれば、御色町の全てが把は握あくできる。ましてや大切な家族の行動には逐ちく一いち目を光らせている。御色町にいる限り、吉永家の住人は安全なのだが――

『筧教師の言うことにも一理ある。双葉よ、少しは植物を労いたわれ』

「なんだよおまえまで……」

　ふくれっ面つらの双葉。

　その時、角を曲がった人影がこちらに向かって手を挙げた。

「ただいまガーくん、あれ双葉ちゃんも」

　双葉の兄、和かず己みだった。

　夏服から冬服に着替えたため、弱々しい印象を受ける。この兄の外見は、ともすれば姉と見間違えられるくらいに細い。というか間違われないことの方が少ない。長い髪は依い然ぜん変わらず、本人は切りたいと思っているのだが、ほかに似合う髪型が思いつかないのでそのままにしている現状だ。

「おう兄貴」

「双葉ちゃん、泥だらけだよ」

『おかえり和己よ。双葉は級友と喧嘩をした際に花壇を荒らしたのだ』

「双葉ちゃん！　ダメだよ花にそんなことしちゃ！」

　ケンカについては言げん及きゆうしないあたり、和己は双葉の性格を熟知していると言えよう。花壇を荒らす行為は、注意すれば治ることだと判断しているのだ。

　だが注意された方は腹が立つ。

「なんだってんだよ兄貴まで……」

　筧先生の小こ言ごとで反省しているつもりなのに、家族にまで矢や継つぎ早ばやにそんなことを言われれば、誰だってイライラする。

『双葉よ。これからは争う場所を選ぶのだ』

「人のことが言えるかっ！」

　双葉は跳ちよう躍やくし、ガーゴイルにドロップキックを食らわせる。軽く吹き飛んで、門柱の向こう側に落下したガーゴイルは、お座りの姿勢を崩さずに倒れたままだった。

『むう。汝の蹴りは徐々に威い力りよくが上がっている気がするのだが……』

「それだけ鍛きたえられたんだよおまえのツッコミで！」

　叫び、家の中に入ろうとする双葉。

『待て双葉よ』

「るせぇっ！」

　玄関のノブを摑つかみ、思いっきり引き寄せる。

『そうではない、汝に電話があった』

「あ？」

　ノブを摑んだまま、双葉が振り向いた。開いたままの扉を、後からついてきた和己が押さえる。

『兎と轉てん舎しやからだ。いつでも良いから汝に来て欲しいそうだ』

「――姉ちゃんから？」

　たまに来る、兎轉舎の電話。

　大たい抵てい、ロクでもない用事なのだが――

「ったく、しょうがねえな……」

　双葉はカバンを和己に向かって放り投げると、そのまま商店街の方へ歩き出した。

　いいストレス解消になると思ったからだ。
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　御色町で一番有名な家は吉永家だが、では御色町で一番有名な店はどこかと訊きかれると、事情を知っている商店街の皆様は、真っ先に「兎轉舎」の名を挙げるだろう。

　御色駅から南北に分かれている商店街、その南側。アーケードに覆おおわれた小さな通りは、夕方になると買い物客でごった返す。駅ビルが多い北口商店街と比べて、規模は小さいものの活気に満ちあふれている。若者にウケがいいのは北口商店街だが、それ以外の人間には南口商店街の方が通いやすい。

　そんな南口商店街の夕方、まさに買い物客で溢あふれる時間帯に、それでも閑かん散さんとしている店が見つかれば、そこが兎轉舎である。

「ホントに儲もうかってんのか……？」

　木に書かれた古風な看板を見上げながら、双葉はつぶやいた。

　前に和己に聞いた話では、こういう古物を売る店は、単価が高いのでお客さんは少ないのだという。それでも双葉は兎轉舎に客が入っているのを見たことがない。これはもう店としてヤバイのではないか。

「まあ、姉ちゃんのことだから大丈夫なんだろうけど……」

　双葉が扉を開けると、本当に珍しいことに、アンティークの家具が売られていた。日替わりで商品が違うこの店に、椅い子すやらテーブルやらが並んでいるのは逆に違和感がある。

　その奥のカウンターでは、兎轉舎の主人が難しい顔をしていた。

　真剣な表情で本に向かっているのは、妙みよう齢れいのお姉さん。ガーゴイルの表面のように艶つやのある黒髪が腰まで垂たれており、服装も髪に負けないくらい黒い。時折、黒くろ縁ぶち眼鏡を指で直しながら脳内を探るように視線をさまよわせている。

「オーッス、姉ちゃん」

　双葉が呼びかけるが、返事がなかった。山やま彦びこを待つ気持ちで双葉が耳を澄すませていると、本から顔を上げずにお姉さんが小さな声で呟つぶやいた。

「…………五文字……アラビア語………………ありがとう…………」

「シュクラン？」

「……四文字…………雨あま除よけの守り神……坊主……」

「てるてる坊主？」

「ああ、そっか……じゃあ、ここはミューティレイション……あらピッタリ」

「クロスワードパズルかよっ！」

　カウンターまで走り寄って、お姉さんからクロスワードの雑誌を取り上げる双葉。

「あっ、何するの！」

　手を伸ばして取り返そうとするお姉さん。

「うるせえ！　人を呼び出しておいてクロスワードなんかやってんじゃねえよ！」

「あら、双葉ちゃんじゃないの。いらっしゃい」

　今気づいたかのように微笑むお姉さん。もうクロスワードに興味をなくしたようだった。その切り替えの早さは双葉でもついていけない。

「よくアラビア語なんか知ってたわね、双葉ちゃん」

「……いや、ガーゴイルがクイズ番組で答えてた」

「へー。ガーゴイル君、物知りなのねぇ」

「ってアレ姉ちゃんが作ったんだろが!?」

　普通に見ればただの美変人である彼女、その正体はさらに異常だ。仕事なのか趣味なのかよくわからない発明で、双葉たちに実験を繰り返しては騒動を起こしている。

　その発明の一つが門番型自動石像――ガーゴイルであった。その縁で双葉はこうして兎轉舎を訪れるようになったのだ。

　いわく、お姉さんは世界最高の錬れん金きん術師として有名らしい。彼女の英知とガーゴイルを狙ねらって、ほかの錬金術師が襲しゆう撃げきしてきたことが何度かあったが、それをことごとく撃退してきたのもガーゴイルである。最高傑けつ作さくという言葉は伊だ達てじゃないようだ。

　しかしガーゴイルは明治後期に制作されたはずなのだが、それを目の前にいるお姉さんが作ったとなると――

「はい、おまたせ」

　いつのまにか奥に引っ込んでいたお姉さんが、盆ぼんを持って出てきた。双葉は店から手頃な売物の椅子を引っ張り出して腰掛ける。

「今日はジュースにしてみました」

　普段はお茶なのだが、珍しいことだ。グラスに口を付け、おそるおそる味わってみる。飲んだことのない、フルーツのジュースだ。変なものは入っていない。ただ、変わった味だった。

「ほらほら、今日はクッキーのほかにもいろいろあるわよ」

　と、小盆に載せられたクッキーを差し出すお姉さん。それから煎せん餅べいや団子、最も中なかなどを次々に取り出しては双葉に勧める。単純な双葉と言えど、絶対に裏に何かあると気づく。

「……あからさまだな」

「んじゃ、もっとあからさまに」

　最後にお姉さんが取り出したのは、一辺が四十センチほどの木箱だった。お菓子の盆の横にドンと置くと威い圧あつ感かんがある。双葉が顔を近づけてみると、頭が丸ごと隠れてしまう大きさだ。

「これが今日の本題」

　お姉さんが木箱から取り出したのは、頭に被かぶるものだった。

　色は白。帽子ともヘルメットとも兜かぶととも言い難い。形状としてはジェットヘルメットが一番近いだろうか。丸いトゲのような部分が幾つもついている。被る向きから察するに、トゲのオールバックのような形になるのだろう。真上から見たら、何かの種子やフルーツに見えなくもない。

　よく見れば、目を覆う部分にシールドがついていたり、内部には断だん衝しよう材ざいが使われていたりする。やはりヘルメットなのだろう。

　ただ一つ疑問があるとすれば、何に使うのか全まつたくわからないということだった。

「で、何これ？」

　双葉の問いに、お姉さんは胸を張って答える。

「わたしのお師し匠しようさんが発明した、イーハトーブ式交信装置よ！」

　お姉さんはその不可思議な装置を持ち上げて、突起の部分をなでる。

「この部分がね、植物から発せられる微び弱じやくなパルスを受信して、人間の言葉に変換してくれるの！」

「……つまり植物と話せる装置ってこと？」

「そう！　コレを作ったのは、さっきも言ったけどわたしの師匠なんだけどね、師匠の友達に、現代科学でも研究中の植物の言葉が、生なま身みでわかる人がいたらしいの！　その人は独自のやり方で木や作物とお話ししてたんだけど、その方法を師匠にだけこっそり教えてくれたらしいのよねー」

　興奮しながら話すお姉さんだったが、その人物のすごさは双葉にも漠ばく然ぜんと理解できた。よくテレビなどで動物とおしゃべりできる人が登場するが、植物と会話できるのはそれ以上にすごいのではなかろうか。

「でね、久々に倉庫の掃除をしてたら、偶然発見したのよ！　その説明書を！　これでわたしにも改良できるのよ！　まずは人間で効果を試して、うまくすれば仕組みを応用してガーゴイル君も強化できるかも！　キャーッ！」

　不自然なほどアッパーテンションで装置を抱きしめるお姉さん。そんな行動も双葉は慣れていたので、ツッコミを入れることもしなかった。落ち着いてジュースを飲んでいる。

　お茶菓子には手をつけていない。前に新宿のデパ地下で十名にしか売られない幻のケーキと引き替えに、新製品の実験台にされたことがあったからだ。

「そして！　とうとうその改良が終わったのです！」

「で、その実験をあたしにやって欲しいわけか？」

「その通り！」

「自分でやれよ！」

　立ち上がって反論する双葉に、お姉さんも顔を近づける。

「できたらやってるわよ！　改良したおかげで頭の部分が狭せまくなっちゃったのよ！　双葉ちゃんくらい頭の小さい子にしか使えなくなっちゃったの！」

「バカじゃねえのか!?」

「うるさいわね！　実験が成功したらサイズを変えて、わたしにだって被れるようにするんだから！　さあ早く！」

　――この女、何がなんでもあたしに被らせるつもりだ……。

　このお姉さんとつきあい始めて、双葉にも「絶対にかなわない相手」の種類がわかってきたようだ。

　だが、あえて双葉は答える。

「断る！」

「このジュース、滅多に取れないベトナムの果物を使ってて、時価一万円はするのよ」

「ジュースの方だったか……！」

　双葉はあっさり観念した。




　椅子に座った双葉のポニーテールをほどき、お姉さんが丹念にブラシをかける。双葉の背筋をぞくぞくする感かん触しよくが伝うが、じっとこらえた。

　奇妙で薄暗い店の中で、黒服黒髪の女性に髪を梳すいてもらう行為は、とても蠱こ惑わく的てきな印象を受けるのだが、梳いている当の本人がキャーキャー嬉うれしそうに笑っていては雰囲気もぶち壊しである。

「双葉ちゃん、いい髪質してるわねー。コシがあってつるっとしてる」

「あたしの髪の毛はモリソバか」

「わたしも手入れは怠おこたってないんだけどねぇ……やっぱり若い子には負けるわ」

　そんなことを言われても、あまり双葉はピンと来ないのだ。何しろ髪を褒ほめられたことなど一度もなかったから。

「ん、おしまい！」

　お姉さんが双葉の正面に回り込んで、観察を始める。

　少し距離をおき、顎あごに手をあてて考え込む。

「……フツーに可か愛わいいわね。つまんない」

「それ褒めてんのかよ！　ていうか何を期待してたんだよ!?」

「ほらほら立たないで、ちゃんと座る」

　バネのように立ち上がろうとする双葉の両肩を揉もみながら、お姉さんはそれでも楽しそうに双葉の顔を眺めている。

　双葉がふくれっ面なのは「つまらない」と言われたからではないことに、お姉さんは気づいていただろうか。友達にも綺き麗れいな女の子は多いし、何より兄が女性顔負けの美形なのだから、双葉の顔に関するコンプレックスは相当なものになるはずだ。ましてやお姉さん自身だって相当な美人なのに。

「じゃーん」

　カウンターの上に置かれた装置を持ってくるお姉さん。妙に真剣な顔だ。

「さあ双葉ちゃん、君はコレを被って悪と戦うのだ」

「戦わねえよ！」

　双葉はお姉さんから装置をひったくって、ろくに説明も聞かずに被る。

　意外とすんなり入った。後頭部にすき間ができるので、グラグラしている。双葉がそのことを言おうとする前に、お姉さんが背後に回って、何かネジのようなものを締しめ始はじめた。すると後頭部がどんどん締まってくる。

「双葉ちゃん、痛くない？」

「もうちょい締めても平気……なぁ、姉ちゃん」

「何？」

「さっき、ガーゴイルも強化できるって言ってたよな？」

「言ってたわよー」

「必要あんのか？」

「あるわよー。ガーゴイル君だって、まだまだ限定された能力しかないからねー」

　言われて双葉は思い出す。どうやって動いているのか、わからない移動法。目からは様々な種類のビームや炎、電撃を出し、大抵の攻撃ではかすり傷一つ負わない石の身体。

「アイツのどこを改良するんだ……いたた、ちょっとキツい」

「ごめんなさい。これでどう？」

「あーそうそう、そこ。そこいらへん」

「おっけ。念のためほんのちょっとだけ締めるわよ……はい、できた」

　お姉さんが双葉から離れる。双葉は自分の後頭部に触ってみた。ぼんのくぼの辺りに、突き出た小さな金具がある。ネジかゼンマイみたいなものだろう。大きさからして、それほど目立たない。このネジを締めると、同時に断衝材が締まるようだ。

　目のシールドを下ろしてみても、視界は変わらなかった。外から見た限りでは色がついていたはずなのだが、マジックミラーのような仕組みなのだろう。

　両手で装置を持って持ち上げてみるが、はずれない。

「はい、どう？」

　お姉さんが双葉の前に姿見を置いた。

　シールド付きの装置を被った双葉は、自分の姿を見て軽くうなずいた。

「……ホントに地球の平和を守りたくなる恰かつ好こうだなコレ」

　お姉さんが店の奥から観葉植物を持ってくる。双葉の身長よりも高く、双葉の手のひらくらいの葉を持つ、立派な植物だった。名前を尋たずねると、お姉さんも知らないらしい。

　すでに店の中は片づけられており、今は双葉が座る椅子と観葉植物しかない。扉の外側には「休業中」の札が。どうせ客など入ってこないだろうが。

「それじゃ始めましょ。右耳に、回せるツマミがあるでしょ」

「ん、と、あった。これを回すわけ？」

「そうそう。それで周波数を合わせてね……あとは自動でロックするから」

　言われて、双葉は軽くツマミを回してみた。イヤーウォーマーのような、大きいツマミなので間違えようもないのだが。

　ラジオのような要領なのだろう。脳内に「きゅ～ん」という音が響いてくる。

　これで植物と会話できるようになるのかと思うと、なんだか胸がドキドキしてくる。変身ヒーローのようなカッコ良さではなく、宇宙人と会話するような未知のドキドキだ。

　これがインチキ商品だったらこんなに胸が高鳴りはしないのだが、今までお姉さんの数々の珍品を見せられている双葉としては、否いや応おうにも期待は高まるのだ。

　シールドを下ろした視界の端はしに「設定完了」という文字が現れる。

　これで双葉はこの観葉植物と会話ができるようになったというわけだ。

「えーと……」

　最初になんと言うべきか。

「よ、よぉ」

　ぎこちなく片手を挙げる双葉。

　しかし観葉植物からはなんの返答もなかった。

「おーい」

　やはり沈黙。

　試しに右耳のチャンネルをいじくるが、何も起こらない。

「姉ちゃん、こいつ何も言わねーぞ」

「ウソ？　おかしいわね、音量が小さいのかしら。左側のツマミが音量調節になってるから」

　周波数のツマミの反対側にあるそれを、双葉は何も考えず思いっきりひねってみた。




「っ！」




　目の前が真っ白になるほどの大音量。

　当たり前だ。ヘッドホンの音量を最大にしたことのある者なら誰だって気づくことだろうに。

「うわああああ！　うわああああああ！」

　しかも周波数チャンネルは商店街中の植物の声が聞こえるように設定されており、言ってみれば町中の人間の声が最大音量で耳に入ってくるのと同じだ。

　叫ぶだけの元気があるだけ、双葉は強きよう靭じんなのだろう。普通は気絶している。

「双葉ちゃん動かないで！」

　すぐにお姉さんが双葉にとりついてツマミを戻そうとするが、双葉が暴れるのでうまくいかない。双葉の耳に入るのは、もはや声でも音でもなく、衝撃だ。

　椅子から転げ落ちる双葉と、それにつられて倒れるお姉さん。

　傍はた目めには二人がもみ合いのケンカになって、どちらがマウントポジションを制するか争っているようにしか見えない。が、今のところ観客は観葉植物一ひと鉢はちだけだった。

「動かないでって……言ってるでしょ！」

　とうとうお姉さんが双葉の身体を押さえつけることに成功した。

　音量調節用である左側のツマミをゼロまで回す。

　それでもしばらく双葉の絶叫は止まない。双葉の頭の中ではいまだ小人さんが戦争中だった。停戦条約が結ばれても戦火を消すのに時間がかかる。

　音を消すことには成功したので、お姉さんの身体が離れた。

　短時間だし、死ぬようなことはないだろう。だが、しばらく待ってもダメなようだったら、自分の商品でなんとかしようと考えていたお姉さんだった。

「あ……うぅ……」

　双葉の呼吸が落ち着いてきた。

「大丈夫、双葉ちゃん？　気持ち悪くない？」

「う～……マジで死ぬかと思った……」

　お姉さんが鎮ちん静せい剤ざいと水を持ってきた。重い頭を起こして、薬と水を受け取る。薬はなんとなくイヤだったので、双葉は水だけを飲んだ。冷たい水が喉のどを通ると、少し落ち着いた。

「平気？」

「……おう。なんとか」

　頭がフラフラする気がするが、喉元過ぎればなんとやらで、意識も視界も聴ちよう覚かくもクリアだ。お姉さんは落ち着いた動作で、両耳のツマミを適切な位置に戻す。

「えっと、その、ごめんね双葉ちゃん」

　お姉さんが心配そうな顔で覗のぞきこむ。

「いや……いきなりボリューム最大にしたのはあたしだし」

「そのことじゃなくて」

「へ？」

　お姉さんは、床の一角を指さした。

　そこには鍵かぎに似たものが転がっていた。

　よく目をこらして見てみると、それはゼンマイのネジのような物体だった。

「なんだこれ？」

「あの……そのね、さっき椅子から落ちた時に折れたんだと思うの」

「だから、これ何？」

「その、あの、ね……頭を締めるネジ……かなり深い所で折れちゃったみたいで……」

「それで？」

「んとね……」

　お姉さんは少女のようにもじもじしながら、目をそらして答えた。

「その装置、はずれなくなっちゃったみたい」

　ゆっくりと、双葉は頭の後ろに手をやる。ネジがあった場所には、穴の感触が。ネジを回そうにも、穴が小さくて指が入らない。

　双葉は両手で装置を抱かかえ、試しに外はずそうとしてみる。

　ビクともしなかった。

「…………」

「…………」

　双葉の耳に、別方向からの声が聞こえた。

『ふぁ～あ、よく寝た』

　それは兎轉舎に置かれた観葉植物の声だった。

　数秒後、観葉植物は本当にマウントポジションを制する争いの観客となったのである。
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『むう……』

　ガーゴイルの両眼から、細く赤い光線が照射される。

　二つの光線が双葉の後頭部の一点に収束し、赤い光点を生む。しかしそれだけで、双葉の装置にはなんの変化もなかった。













　ガーゴイルはあきらめて光線を止めた。

『これ以上出力を上げると、双葉も傷つける』

「そう……」

　兎轉舎の中は未いまだ広い。双葉とお姉さんと、観葉植物。それからガーゴイル。

　電話でガーゴイルを呼び出して強引にはずそうとしてみたのだが、イーハトーブ式交信装置の耐久力は並ではなかった。先ほどのケンカの際、お姉さんが怒りにまかせてモーニングスターでブッ叩いても壊れなかったのだ。

「ちくしょー……どうすんだよコレ！」

　そろそろ双葉も我慢の限界に来ていた。装置自体は不快ではないのだが、はずれないという事態が苛いら立だたせる。

「どうしようもないわねぇ」

「どうしようもないじゃねえよ！　あたしは一生このままか!?」

「しばらく待っててくれれば、それ専用の解かい錠じよう装置を作ってあげるから。ただ……それでも一週間はかかるかも」

「一週間も……」

　その時間の長さに双葉は愕がく然ぜんとする。夏休みの一週間はあんなに早く過ぎていったのに、今度の一週間は永遠にも等しい長さだ。

　がっくりと肩を落として、身体を震ふるわせる双葉。泣いているようにも見える。

『……むう。我も色々試してみる。案ずるな、双葉』

「わたしも東ひがし宮みやとか、いろいろあたってみるから！　ね！」

「うがーっ！」

　獣けもののような咆ほう哮こうをあげ、双葉は椅子から立ち上がった。

　兎轉舎の中を走り回り、壁に頭から突撃する。

　ごちん、という生々しい音にお姉さんは目をそむけた。

　それでも装置は壊れなかった。

「マジかよ～……」

　壁にもたれてずるずると倒れてゆく双葉。

　これから家に帰り、明日は学校にも行くのに。いっそ休んでしまいたいが、ママが許しそうにない。装置自体は軽いのに、双葉の頭は鉛が乗ったように重かった。




　ガーゴイルが家族に事情を伝えるため、先に家に戻った。

　装置の簡単な使い方をお姉さんから聞き、結局、双葉は装置をつけたまま帰宅することになった。もちろん音量はオフにしてある。もう植物の声など聴きたくない。

　途中、すれ違った人が例外なくこちらを指さしていたが、双葉も例外なくガンを飛ばしながら走った。

　兎轉舎での騒ぎが尾を引いたため、家にたどり着く頃には暗くなっていた。吉永家の窓にも明かりがついている。

「……はぁぁー……」

　猛スピードで家の中に入り、リビングのソファにぐったりとする双葉。キッチンから漂ただよう夕飯の匂においが双葉をくつろがせてくれた。

「大丈夫、双葉ちゃん？」

　兄の和己が心配そうに双葉を見る。

「あーなんか変身ヒーローが事件解決した後に現場から立ち去る気持ちがわかった」

　奇妙な例えを使う双葉に、和己が苦笑した。

　とりあえず今日はもう何もしたくない気分だった。

　和己はそんな双葉の装置をぺたぺた触りながら、興味深そうにうなずいている。

「これ、本当に取れないの？」

「取れねーよ」

「頭とか痛くない？　気持ち悪くなったりしない？」

「あー、そーいうのは全然へーきだから」

「そう……」

　和己が心配するのもわかるが、事実、双葉の健康状態は快適だ。ソファに寝っ転がっても、装置が邪魔になることはない。突起の部分も弾力があり、周囲の物体に傷をつけないようにできている。

『心配するな。兎轉舎の製品は優秀だ』

　いつのまにかリビングのテーブルに座っていたガーゴイルが、慰めにもならない言葉を吐く。

「その優秀な製品であたしは困ってるんだよ……」

『むう。しかし良かったではないか双葉。憧あこがれていた変身英雄ヒーローみたいだぞ』

「良くねえっ！」

　ソファから跳び上がり、ガーゴイルにドロップキック。その様子はどう見ても変身ヒーローそのもので、かえってガーゴイルの言葉を裏づける結果となってしまった。

「あ、ママ」

　和己の言葉に双葉が振り返ると、ちょうどキッチンから出てきたママが、口を押さえて肩を震わせながらキッチンに戻っていくところだった。

「笑うなぁっ！」

　和己の弁べん慶けいの泣き所に蹴りを入れる双葉。

「いたっ！　笑ったの僕じゃないよ双葉ちゃん！」

「うるせぇ！　なんなんだよみんなして！」

　怒鳴り散らす双葉を遠巻きに見つめる和己とガーゴイル。気持ちはわからないでもないが、怒鳴れば怒鳴るほど滑こつ稽けいになることに双葉は気づいていない。かといって、こういうシチュエーションでメソメソ泣いているのは、双葉のキャラではない。

　そして、それに拍車をかけるようにして、玄関のドアが開く。

「ただいま！」

　パパの声。

　靴を脱ぐ数十秒のインターバルの後、大きな体がリビングに現れる。

「お、みんなして集まってどうした……わはははははは！　なんだ双葉その頭は！　アレみたいだな、ほら、このあいだテレビでやってた――お菓子のＣＭに出てくるマスコット！　名前なんて言ったっけ？」

　ある意味、パパはガーゴイルよりも正直だった。

　指を指して笑うパパに対し、双葉はドロップキックを浴あびせるために跳ちよう躍やくする。
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「――あーそう……おう。じゃあ、そういう時はどうすればいいんだ？　……ふんふん、左のツマミを……あーなるほどなるほど。でもそれって、ヤバくないの？　へー、平気なんだ。おっけー、わかった。……なんで？　あ、そう。いや使わねーよそんな機能。またわかんないことあったら電話するから最後まで面倒みろよコンチクショー！」

　パジャマ姿の双葉はコードレス受話器を乱暴に置き、迷惑そうに頭の装置をなでた。双葉の背後では、同じくパジャマ姿の和己が妹の様子を見守っている。

　ここは吉永家の三階。双葉と和己の共同部屋だ。吉永家の三階は子供二人のために開放されており、この共同部屋を通って、各寝室へと移動するのだ。この部屋にはテレビやゲーム機、ソファとテーブルが置いてあり、二人でゲームやケンカをするのに使っている。

「どうだったの、双葉ちゃん？」

「おう、このまま風呂入っても大丈夫だって」

「……そういうことは入る前に訊こうね」

　双葉は装置からはみ出た後ろ髪をタオルで拭ふきながら、不服そうな顔をしている。

「ひょっとしたら、指輪みたいに石せつ鹼けんで取れるんじゃないかなー、って思ったんだけど、ダメだこれ。石鹼水が入るスキマなんてありゃしねー。しかも完全防水だし」

「双葉ちゃん、ちょっと触らせて」

　和己が装置を両手で持ち、上に引っ張り上げる。

「痛い痛い痛い」

「あ、ごめん」

　すぐに手を離す和己。

　双葉の首が長くなってしまいそうだった。

「取れねーよなぁ、やっぱ……あーもーチクショー！」

「うわぁ！　部屋の中で暴れちゃダメだって言ってるでしょ！」

　両手を振り回して暴れる双葉を取り押さえる和己。それでも双葉は収まらないので、和己は頭もしっかりとロックしようと装置に手を触れたのだが、

「うひゃっ！」

　異質な音が双葉の耳に流れ込んできた。どうやら和己が触れたのは耳のツマミだったらしく、周波数が変な位置でチューニングされてしまったようだ。

　異変に気づいた和己はすぐに手を離した。自由になった双葉はすぐにツマミを回して無音状態に戻す。

「勝手に触んな兄貴！」

「ご、ごめん……」

　謝ってから、和己はふと気づく。

「そういえば双葉ちゃん、僕、それがなんの機械なのか知らないんだけど」

「ん？」

　言われて双葉も思い出す。まだ家族の誰にも説明していなかった。

「植物と話ができる装置なんだってさ」

「へえ」

　和己の顔が明るくなる。何がそんなに嬉しいのか。

「じゃあ、お花さんと喋れるんだ？」

「お花さんって言うなよ気持ち悪い！」

「ちょっと言ってみただけじゃないか……」

　壁に手をついて沈しずみこむ和己。何が気持ち悪いって、似合いすぎているから気持ち悪いのだ。和己本人が自覚しているのかどうか双葉は知らないが、いい加減、兄の根底にある少女趣味をなんとかすべきだと思う。

『ふむ。我も興味があるぞ』

　突然の声に二人が振り返ると、ソファの上にガーゴイルが座っていた。

『我と意志の疎そ通つうができるのは動物と像だけだからな。植物との対話は未知の領域だ』

「そっか」

　兎轉舎のお姉さんが話していたことを思い出す双葉。

　――ガーゴイルの強化がどうこう言ってたっけな。

『して、その装置はどう使うのだ？』

「ん、おう。このツマミを回すと、周波数を変えられるから、ラジオみたいに――」

　和己とガーゴイルに説明しながら、双葉はツマミを回す。

　すると、かすかだが声が聞こえる。

『――い』

「ん？」

　双葉は周囲を見回した。

　近いところに植物がある。

　耳のツマミを微妙に調節し、音量を少しずつ上げてみる。さすがに学習した双葉、音量調節には細心の注意を払った。

『――の――――が、――――いる？　――に、私の――が――て、聞こえ――の？　ねえ、聞こえる？　ちょっとお願いしたいことがあるの。私の声が聞こえるって本当？』

　女性の声だ。

　声にあわせて窓の方を見ると、パンジーの鉢植えが置いてあるではないか。背の低い、蝶ちよう々ちようを思わせる黄色い花だ。一輪だけ咲いており、つぼみが二つあった。

「あれ、こんな所にいつのまに？」

　和己も見知らぬパンジーの存在に小さく驚いている。

　双葉はパンジーに顔を近づけた。

「おまえか？」

『そうよ！　ずっと呼んでたんだから！』

　黄色いパンジーは怒っているようだ。姿形はただの花だから、双葉には音声しか聞こえない。しかしこうして花を見ながら声を聴くと、本当に会話しているように感じる。

『あのね、ちょっと、ほんのちょっとでいいの。私を移動してくれない？』

「へ？」

『この場所、昼は日当たりが微妙に悪いのよ。お向かいさんのパラボラアンテナが、ちょうど私の所だけに影を作るの。だからほんの少しだけズラしてくれないかしら？』

「えーと……このくらい？」

　双葉は言われるがままに、鉢植えを移動する。

『あ、そこそこいい感じ！　ありがとう！』

　そんなものでいいのか、と双葉は拍ひよう子し抜ぬけする。本当に十センチくらいの移動だったからだ。しかし自分で動けない植物にとっては死活問題なのだろう。

　そうしてパンジーの願いを叶かなえてから、双葉は気づいた。

「すげえ！　あたし本当に植物と会話してた！」

「そうなの？」

『むう。我らには分からぬ』

　聞こえていない和己とガーゴイルには半信半疑だ。

「本当だって！　このパンジーが喋ったんだよ！」

『それを証明できるものはないのか？』

「あー……そうだな……」

　双葉は少しだけ考え、パンジーに問いかけてみた。

「なあ、おまえ、いつからここにいたんだ？」

『先週からよ。花屋さんで、あなたのママが私を買ってくれたの』

　双葉は和己とガーゴイルにそれを伝え、

「兄貴、ママに聞いてきて」

　和己はダッシュで階下へ走り、一分ほどで戻ってきた。

「……そうだって、ママが言ってた」

「ほらみろ！」

　胸を反そらす双葉に、和己は感心して装置を見つめた。

　だが、それでも納得しない者がいる。

『……むう』

　石の犬は、気がつけば向きを変えてソファに座り、パンジーを見ていた。

『本当に話せるのか？　二人で我を謀はかっているのではないか？』

「んなわけねーだろ！　あたしだってはずせるもんならはずしたいんだよこの装置！」

　反論するものの、双葉はこの装置が前よりも嫌いではなくなっていることに気づく。正しい使い方で植物と会話したせいだろうか。頭から離れない変な機械だったものが、今では別のものに変わっている。

「……もう少し、使い方覚えてみるかな」

　つぶやく双葉に対し、

『それは賢明だ。植物と本当に会話ができるのならば、困ることはない』

「しつけーなぁ……あー、でも、姉ちゃんが言ってたな。『深入りするな』って。あんま使わない方がいいってさ」

「どういうこと？」

「さぁ」

　問いかける和己に、双葉は肩をすくめた。

　まぁ、やめろと言われればやりたくなるのが双葉なのだ。お姉さんの言葉くらいでは抑よく止し力りよくにならない。

「家ん中、ほかに植物ってあったっけ？」

　その日、双葉は家中の植物を探し回って会話を試みた。

　そうしてみると、吉永家には意外と植物が多いことに気づかされるのだ。ママがいつも手入れしているのだろう、吉永家に生きている全ての植物がママを崇すう拝はいしていた。改めてママの偉大さを思い知る双葉。

　その頃には、頭の装置も邪魔にならなくなっていた。

　あした、そのまま学校に行かねばならないと気づくまでは。
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　翌朝。

　愛犬に見送られながら家を出た小お野の寺でら美み森もりは、玄関先で待っている級友の姿を見て、元気に手を振ろうとした。

「おはよー！　ふた……ば、ちゃん？」

「なんでだんだん自信がなくなるんだよ！　あたしだよ！　双葉だよ！」

　言われて美森は思い直す。絶叫しながらツッコミを入れる姿は、まさしく級友の吉永双葉のものだ。しかしこの被り物はどういうことか。まさか新手のギャグ？

「……プッ」

「笑うなぁっ！」

　飛んできた蹴りをヒラリとかわし、美森はもう一度双葉の頭に乗っている機械を見る。卵の殻からのようにも見えるが、トゲが多すぎる。カリメロにはほど遠い。

　怒りで燃え上がる双葉をなだめながら、美森は登校を開始した。いつもは愛犬がじゃれてくるので時間ギリギリなのだが、今日の彼は眠気を引きずっていて、そのスキに脱出することができたのである。

　そこへ走ってくる別のクラスメイト。

「おはよー双葉ちゃん！　変わった帽ぼう子しだね！」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんのハーフの女の子。級友の梨り々りだ。悔くやしいが、クラスで一番可愛くてモテる上に、超能力のようなものを持っている完かん璧ぺき超ちよう人じんだ。きっと一千万パワーくらいある。

「おはよう、梨々ちゃん……驚かないのね」

　双葉の頭を指さす美森。

「え、ファッションじゃないの？　私、そういうのけっこう見慣れてるけど」

「へぇ。さすがハーフは違うわね」

　感心する美森だったが、彼女は知らない。梨々の保護者がある特殊な職業に就ついていることを。双葉はそのことを知っていたが、あえて黙だまっていた。

　梨々が驚かなかったので、三人でそのまま登校する。

　学校に着くまでの話題は、当然ながら双葉の頭について。双葉は昨日のことをかいつまんで話してくれた。

「へー、植物と話せるんだー、なんかウソみたい」

　美森もガーゴイルに助けられた経験を持ち、兎轉舎のことも少しくらいなら知っている。しかしそれでも双葉の頭の機械は奇妙だった。ちょっと変身ヒーローみたいでカッコイイと思うけど。

「おかげで昨日はかなり遅くまで起きちまった。でも、装置の使い方は覚えてきたぜ。話ができるだけじゃねーんだよコレ」

　ふと、美森は思うのだが、こういう特とく殊しゆな事件に遭そう遇ぐうしやすいのは、家にガーゴイルがいるからではなく、双葉の性格なのではないか。

「こいつで、こうやって……周波数をあわせると、声が聞こえるんだ」

　双葉は耳の部分にあるダイヤルを回し、近くの家の庭にある柿の木を指さした。たしかガンコで有名な真まな辺べさんの家の木だ。あの柿は――

「そんで、この耳のツマミ、実は押すことができて……そうすると、植物の形が人間の姿に見えるんだ」

「すごいね！　まるで妖精みたいだねー！」

　梨々が目を輝かせている。

　しかし双葉は、口を開けたまま柿の木に見入っている。

「どうしたの、双葉ちゃん？　あの木、どんな風に見えるの？」

　何も知らない梨々が尋ねる。

「ん……あの柿の木、もうヨボヨボのじいちゃんなんだよ」

「私のお父さんが生まれる前からあったって言うしね……」

　美森も寂さびしそうな顔をしている。よく見れば、実がほとんどついていない。

　双葉は柿の木の声を聞いたのか、ばつの悪い顔をして、

「実が少なくてごめんねって、じいちゃんが言ってる」

　きっとあの柿の木も、昔は多くの実をつけて、子供達に盗まれたりしていたのだろう。

　それが柿の木と子供のコミュニケーションだったのだ。

「ちょっと寂しいね……話ができるって、つらいこともあるんだね」

　梨々も肩を落としてしまう。

　しゅんとした空気を破ったのは、通りすがりのおじさんだった。

「おはよう双葉ちゃん。どうしたんだいその頭？」

　自転車に乗って陽気に声をかけてくるのは、美森と双葉の近くに住んでいる、警官の清きよ川かわさんだ。

「おじさんは若者文化も勉強しているはずだったけど……近頃はこういう前ぜん衛えい的てきな帽子が流行なのかい？」

「ちげーよ！」

　双葉が自転車を蹴り飛ばすと、警官のおじさんは驚いて逃げてしまった。大人でもこういう態度を取れるのが双葉のすごいところだと、美森は思う。

「話ができる以前に、この見た目がつらいんだよ！」

　頭から湯ゆ気げを立ち上らせている双葉。あのしんみりしたムードはどこへ行ったのか。

　おじさんを撃退したあとも、塀へいの上を歩いていた黒猫などは、双葉の姿を認めると同時に、身体をビクッと震わせて、こちらを凝ぎよう視ししている。

「あんだよ菊きく一いち文もん字じ！」

「ニャー、ニャーッ！」

「黙れ！　そんな目で見んな！」

　怯おびえた声の黒猫に対し、塀を蹴りつけて威い嚇かくする双葉。額に傷のある黒猫――菊一文字という名前らしい――は、すぐに逃げ去ってしまった。

「あー……猫にまでバカにされるのかあたしは！」

「可愛いと思うんだけどなー」

　梨々だけがズレた感想だ。

　美森も変だと思う。双葉には悪いが。これで教室に入ったらどうなるのだろう。学校に着いたら職員室まで先生を呼びに行った方がいいのかもしれない。

　ところが通りすがりの外国人は、双葉の頭を見て喜んでいた。

「オーウ！　アナタ、ナイスなハット！」

　両手を組んで叫んでいるのは、ターバンを被ったアラビア系の男だ。白い背広が、いかにも中東の人っぽい。どこの国かはさすがにわからないが。

「ドコでカッタのデスカ？　ホワイトなドラゴンフルーツみたいでキュートデス！」

　マニアックな果物の名前を挙げて、双葉の頭をぺたぺた触るアラビア人。

　美森も梨々も、この次の展開が想像できた。

「ワタシのターバンとチェンジしまセンカ？　スゴくコケティッシュ――」

「うるせえっ！」

　双葉の身体が外国人の顔の高さまで浮く。そして発射された両足が、外国人の顔面に音を立てて突き入れられた。何かわけのわからない悲鳴をあげながら外国人が倒れる様が、美森にはスローモーションで見えた。

「ちょっと、双葉ちゃん！　知らない人にドロップキックはまずいよ！」

　梨々が双葉の手を引いて逃げ出す。

「おじさん、ごめんなさいっ！」

　美森は通りすがりの哀あわれな外国人に頭を下げると、二人にならって全速力で逃げ出した。双葉とつきあっていると、自然と逃げ足が速くなっていくようだ。

「あたしの平へい穏おんを返せーっ！」

　逃げながら叫ぶ双葉だったが、そんなもの最初からなかったように美森は思う。




　そして教室に入ると、爆笑とそれが招く人じん為い的てき爆発が最さい高こう潮ちように達した。

　まず男子悪ガキ筆ひつ頭とうの石田歳三が大爆笑し、双葉がその口に膝ひざを叩きこむと、隣で指をさして笑っていた秀才の島しま崎ざき勝かつ太たを殴り倒し、床に転がって腹を抱えていた藤ふじ原わら宗そう次じ郎ろうの背中を蹴飛ばし、さらに笑っていた女子のグループに向かって机からダイブして、驚いた女子達が将しよう棋ぎ倒だおしになって倒れ込む。













　この間、十秒。

　天国から地じ獄ごくへ真っ逆さまだった。

　始業ベルが鳴る頃には、すでに美森と梨々を除いた四年一組全員が双葉の被害者であり、双葉への加害者であった。

　双葉に反撃を試みた男子生徒が、倍返しにあってリノリウムの床に死体のように転がってゆく。その上に立って笑う者がいないか確認する双葉の姿は、変身ヒーローよりも悪の組織の改造人間に近かった。

　その死体達の一番下にいた石田歳三が、ぼそりとつぶやく。

「……で、なんだよそれ？」

「それを最初に訊けよ！」

　下に向かって双葉が叫んだその時だった。

　がらがらっ。

　教室の扉が開き、担任の先生が入ってくる。

　死体になってうめいている男子生徒、騒ぎの後片づけをしていた女子生徒、全員が先生の姿を見て言葉を失う。

　別に特別なことではなく、毎朝の恒こう例れい行ぎよう事じだ。

「あ――おはよう――――みなさん―――」

　首まである前髪によって顔全体が隠れている先生が、かすれ声で挨あい拶さつする。教室の惨さん状じようを見ても無関心だ。こちらも恒例行事なのである。

　彼、夜よ倶ぐ外そと法ほう人と先生は教きよう壇だんの前に立つと、静まりかえった教室の中を見回し、ふと、騒ぎの火ひ種だねの様子がいつもと違うことに気づく。

「―――双葉ちゃん――」

「な、なんだよ？」

「――肩が――凝こったり――――首が――痛くなったり――――しないかい？」

「いや……別に」

「それじゃ――頭痛や――――目が――――チカチカ――することは――」

「ねえよ」

「――――気持ち――悪く――なったり――」

「しないって」

「――そう―――――」

　それだけ訊くと、夜倶先生はいつもの通り、

「――じゃ――――朝の――会――を――――始めます――――」

　そのペースにクラス中が肩かた透すかしを食らってしまった。

　結果として夜倶先生がこの場を収めてくれたことになるが、彼はいつものように不ぶ気き味みにニタリと笑うだけだった。四年一組にいじめがない理由の一つは、この先生の恐きよう怖ふにあると言えよう。
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　御色町の街角で、一人の男が顔を押さえている。

「アイタタタタ……ニッポンのオンナノコ、とてもアグレッシヴ！」

　ティッシュで鼻を押さえているのは、先ほどのターバンを巻いたアラビア人だった。小学生の蹴りとは思えない鋭するどさに、しとやかだった故郷の女の子とつい比べてしまう。

「デモ、ワタシ、コレくらいでヘコたれませんヨ！」

　丸めたティッシュを鼻に詰め、男は真ま面じ目めな顔になる。

　年齢は三十代。立派な口ひげが左右に伸びており、尖とがったあごが精せい悍かんそうに見える。が、性格によるものなのか、どこか間ま抜ぬけな印象を受ける。小さな瞳ひとみのせいかもしれない。痩やせた身体を白いスーツに包んでおり、ひ弱そうなイメージがぬぐえない。

「オヤ？」

　白スーツの男が、ふと視線を上げる。

　とある家の庭に生えている、柿の木。実も葉も少ない、寂しい木だ。

「オゥ……コレはイケマセン……まだまだこの木は子供と遊びたがっているヨーに見えマス……カワイソウです……」

　男はズボンのポケットから小こ瓶びんを取り出すと、塀によじ登って、中の液体を柿の木の根本に降り注いだ。

　すると、どういうわけか、柿の木の枝から花が咲き始めた。まるで時間を戻したか、さもなくば「はなさかじいさん」のような魔法の灰はいでも使ったのか。

「これでグッド！　植物はゲンキがステキです！」

　塀から飛び降りた男は満足した様子で、御色町の空を見上げた。

「ウフフフフ……ナンバーワンアルケミスト、高たか原はらイヨを探すため、海を越えてヤッテきました、エキゾチックジャパァン！　ゴシキタウンまで来るのにクローしました！」

　日本の町が珍しいのか、男は嬉しそうに周囲を見回している。

「いいマチです……故郷のトモダチに見せてあげたいです……ねぇ、アナタもそう思うデショ？」

　と、男はスーツの懐ふところに向かって問いかける。しかし返事はない。当然だ。常識的に考えて、スーツの中に動物が入れるわけがない。男の洋服に不自然な膨ふくらみもない。

　しかしそんなことは気にせず、男はバレエダンサーのような身のこなしで、脚を高く上げて跳躍した。

「ウヒョヒョヒョ！　情報によれば、高原イヨの最高傑作、ガーゴイルさんは動物や石像とおハナシができるそうデス！　シカァシ！　ワタシにはそのウラをかくことがデキマース！」

　その場でクルクルと回転しながら、男は大声で叫び続ける。

「ガーゴイルさんにとって、未知の生物をファイトさせれば、あるいは勝てるかも知れまセン！」

　男は地面に膝をつき、両手を天に掲かかげた。いったい彼の脳内でどんな小芝居が演じられているのだろうか。それは彼のみぞ知る。

「ワタシこそが最強の錬金術師なのデス！　高原イヨは時代遅れデス！　ガーゴイルさんを倒して、賢けん者じやの石のヒミツ――このワタシがイ・タ・ダ・ク・ヨ！」

「あー、きみきみ」

「ホワット？」

　肩を叩かれて振り返ると、自転車に乗ったおじさんが困った顔をしていた。

　そのおじさんは自転車から降りると、黒い手帳を取り出す。

「御色警察の清川ってモンだけど……」

「コップさんデスカ!?　ワタシ、ドコも怪あやしくないデスよ！」

　どう見ても怪しい男が手をパタパタと振って弁明する。

「君は……変な薬とか打ってないか？」

「ノー！　ワタシは正常！　ノーマルデス！」

「正気でそんな踊られてもなぁ……」

　清川のおじさんはさらに困った顔をして頭をかいた。

「えーと、身分証明とかできる？」

「イエス！　ワタシ、エジプトから来た植物学者で、ヒッシャムと言いマス！　ニホンには勉強のために来まシタ！」

　ヒッシャムと名乗った男は、懐からパスポートを取り出そうとする。

「オゥ、しまった」

　胸ポケットに入っていた試験管が地面に落ちたが、ガラス製ではないらしく、落下してもヒビ一つ入らなかった。

「大丈夫かい」

　清川のおじさんが試験管を拾い上げる。怪しい薬じゃないことを確認しようと試験管を覗くが、中に入っているのは薬ではなかった。

「これは――花かい？」

　試験管の中にあるのは、赤い花だった。花びらが何枚もあり、数本ある長いめしべは途中で折れ曲がり、第二の花びらのようで奇妙だ。茎の部分が幾いく重えにも枝分かれしており、この先の部分がどうやって土に埋うまっているのか想像できない。クラゲのような形状だが、水すい中ちゆう花かでもなさそうだ。

「ワタシが研究しているフラワーです！　はいパスポート」

「ああ、すまんね」

　パスポートと試験管を交換する。

　清川のおじさんはヒッシャムのパスポートを確認した。少なくとも身分に怪しいところはなかった。それ以外が怪しすぎるだけに何度も確認したが、偽ぎ造ぞうパスポートでもないようだ。

「ありがとう」

「ドーモ」

　パスポートを受け取り、にこやかに微笑むヒッシャム。

「それじゃあ、変な踊りは控ひかえるんだよ」

「シツレイしましたー！」

　自転車にまたがろうとする清川のおじさん。ふと、上を見上げて微笑む。

「あれ？　あの柿の木まだ元気なんだ。昔はよく盗みに行って怒られたなぁ」

　ニコニコ顔で警察署への道を逆ぎやく戻もどりする清川のおじさん。出勤途中で携帯電話に連絡が入ったのだ。出勤扱いにしてもらえるらしいが、来た道を二往復するのは誰だって面倒くさい。

　ヒッシャムはそんなおじさんの背中に手を振っていた。




　清川のおじさんは気づいていなかった。

　ヒッシャムが懐にしまった試験管の花が、自分の意志で動いていることに。
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『ガーゴイルのダンナ！　双葉の頭が大てー変へんだ！』

『……それは外観と中身、どちらのことだ？』

　吉永家の門柱に座っているガーゴイルの元に、黒猫の菊一文字が飛んできた。

『な、なんか、変な被り物が！』

『不ふ可か抗こう力りよくだ。双葉を責めるな』

　それでも菊一文字はガーゴイルの頭の上でブルブル震えていた。

　ガーゴイルとしても、双葉を学校まで送ってやりたかったのだが、双葉がかたくなに拒きよ絶ぜつするのでここでこうしているのだ。何もできない門番の自分を歯がゆく思う。

「双葉ちゃん、大丈夫かなぁ」

　ガーゴイルの隣に立っている和己も、腕を組んで考えこんでいる。彼の場合、双葉が学校で騒ぎを起こさないか心配なのだろう。

『和己よ、汝も早く行かねば遅刻するぞ』

「あ、うん。もう行くよ」

『案ずるな。双葉は我が守る』

「守るとか、そーいう次元の話じゃないと思うんだけど……」

『むぅ。我は戦うことと守ることしかできないからな』

　沈んだ声のガーゴイルを見て、和己はクスッと笑う。

「でも、イザって時には頼りにしてるから。双葉ちゃんもね」

『……そうか』

「それじゃ、行ってきます」

　和己は自分の腕時計を見て、電車の時刻と照らし合わせる。

　駅まで走る時間と電車の時間、駅から走る時間を総合して――

「あ、遅刻した……」

　家の前でそれに気づく和己だった。






































　兎と轉てん舎しやの新（？）製品、イーハトーブ式交信装置について、少し説明しよう。

　発売は昭和八年。当然の事ながら売れなかった。

　植物の種子をイメージして作ったとされている、突とつ起き物ぶつの多い、頭部装着型の機械。当時の日本軍のヘルメットよりも頑丈な素材で作られてはいるが、主目的は植物との交信である。

　制作者と、それに携たずさわった友人しか知らない交信方法を用いて、植物から発せられる微び弱じやくな波長を文字に変換し、声として発音させる。兎轉舎のお姉さんはそれを応用し、その声紋から骨格をでっちあげ、シールドの液えき晶しように人間の顔を作り上げる機能を付ふ加かした。

　スピーカーから入る音声と同時に口を動かすことによって、装着者はあたかも植物の精霊が語りかけてくる錯さつ覚かくを覚える。これを心理学用語で「腹話術効果」というのだが、兎轉舎のお姉さんは、ただ単にアニメのような効果を狙ねらっただけだろう。確かに声だけではつまらないし、数あま多たある植物の中で、どれが喋しやべっているのかがわかりやすくなる。

　さて、その植物の声はどこで受信するのか。

　これは装置の最たる特徴である、突起部分である。

　この部分がアンテナの役割を果たしており、常に植物のパルスを拾っているのだ。

　しかし植物の微弱な声は、当然ながら拾いにくい。よって、突起はガーゴイル以上の繊細さで植物の声に耳を傾けている。イーハトーブ式交信装置の最大の功労者は、まさにこの突起なのだ。

　鋭えい敏びんな超感覚で拾われた声は、スピーカーを通して装着者に伝えられる。

　すると当然、装着者の聴力も強化されるわけで――




「あ、ゴキブリ」

「うわあああああああああっ！」

　教室に絶ぜつ叫きようが響き渡り、双ふた葉ばの周りの生徒が一いつ斉せいに立ち上がる。

　双葉だけは頰ほお杖づえをついたまま音を拾っていた。

「今度はどこだよ双葉！」

「後ろの方だな」

「きゃあああっ！」

　後ろの席に座っていた女子が逃げ出す。

「あー、ロッカーの後ろだ。微妙なスキマに……あ、掃そう除じ用具入れの後ろ、ホイホイにかかる……かかった！」

　双葉の指示どおりに、男子の一人が掃除用具入れの後ろを覗のぞきこむ。たしかにそこには例のホイホイが設置してあった。さらに勇気を出した男の子が、死し地ちに挑いどむ覚かく悟ごでそれを手にとって、中を覗きこんでみる。

「うわー、ホントに一匹増えてるよ！　双葉の言ったとおりだ！」

「だろ？」

「だろじゃねえよ！　いちいち教えるなって言ってんだろ！」

　鼻を鳴らす双葉に対し、後ろの席で石いし田だ歳とし三ぞうが立ち上がる。

「これで六匹目だぞ！　授業にならねーよ！」

「だからあたしだって見つけたくて見つけてんじゃねーよ！　聞こえちまうんだからしょーがねーだろ！」

「――あ――双葉ちゃん――――トシ君――――ケンカは――――ダメ――だよ――」

　つかみ合いになりそうな二人に割りこんできた夜よ倶ぐ先生が、ニタリと笑った。双葉も石田も黙りこんだのは、いつのまにか夜倶先生の手に例のホイホイが握にぎられていたからである。周りの生徒もそれにビビって、おとなしく席に着いた。

　最初は奇き異いに見られていた双葉の被かぶり物ものだったが、もともと事件の絶えないクラスだ。三時間目になると誰だれもが慣れていた。逆に、休み時間になると双葉の周りに生徒が集まり、事件の経けい緯いを聞こうとする。

　女子生徒の幾人かは「かわいそう……」と目め尻じりに涙を浮かべる始末。おまえら最初笑ってたじゃねえかよ、と双葉は思ったが口には出さなかった。

　それにしても、変な感覚だった。

　音量はゼロにしてあるはずなのだが、なぜか双葉には小さな音が聞こえてしまうのだ。装置そのものが強力な補ほ聴ちよう器きのような役割を果たしているのだろうか。双葉の知識では知るべくもなかった。

　お姉さんには「あまり使うな」と言われていたが、一度植物と会話してからは、この装置のことが気になって仕方がなかった。どんな危険な道具も使い方を覚えれば危険から身を助ける、とガーゴイルも言っていた。もともと好奇心の強い双葉にそんな装置を持たせた、お姉さんにも責任があるのだ。

　だから四時間目の授業中、双葉は装置の音量を少しだけ上げてみた。

『――――ぇぇ――――』

　夜倶先生にバレないように、ゆっくりと左耳のツマミを回す。

　外から、小さな声が聞こえる。

『――――ぅ――――ぇ――――』

　どこかで、聞いたことがある。

　双葉はもう少し音量を上げ、視線を外に向けて周波数のチャンネルも合わせてみた。

『――が――――のむ――――――れか――』

　どこで聞いたのだろう。テレビの中だったか。

　双葉は記き憶おくをたぐりつつ、外の声に耳を傾ける。

『――を――――水を――――くれぇ――』

　思い出した。

　アニメでやっていた、地獄の光景だ。

『――誰――か――――水を――――くれ――』

『――――光メシを――もっと光メシを――』

　ゲーテのような呪じゆ詛そを吐はくヤツもいる。

　双葉は外を、正確にはベランダで栽さい培ばいしている鉢はち植うえを見た。サフランといくつかのハーブだ。班ごとでずいぶん育て方が違うようで、肥こえ太ふとっている花もいるが。

『頼むぅぅ――――水をぉ――――水を――』

『――誰か――――』

『おぉぉ――――助け――』

　双葉は音量を最小にして、聞かなかったフリをすることに決めた。

　が、腐くさっても吉よし永なが家けの末すえ娘むすめ。ちゃんとした教育は受けているのである。

　五秒ほど頭を抱かかえた後、

「あーわかったよこんちくしょう！」

　双葉は席を立ち、ジョウロを持って教室を飛び出した。




『ぷぺぱ～……生き返るるるる……』

　ジョウロの水がサフランの花にかかった瞬間、花からこんな声が漏もれてきた。薄うす紫むらさきの花びらに包まれた、赤いめしべと黄色いおしべが特徴的な花だ。食用に使える、という理由で育てた花だが、観賞用にも充じゆう分ぶん堪たえうる美しい花だ。

『ありがとう……本当にありがとう……！』

「うるせえ！　いいからとっとと飲め！」

　少し照れながら、双葉はジョウロを傾かたむけ続ける。植物に水をやるという行為で、これほどダイレクトに反応が返ってくる例は珍しいだろう。

『双葉ちゃーん！　こっちも早くー！　喉のどかわいたー！』

「わかったわかった！　ちょっと待ってろ！」

　教室の窓からはクラスメイトがこぞって顔を出している。双葉が花に水をやる、という十年に一度見られるかどうかわからない貴重な体験を眺めているのだ。植物の世話が好きな数人の女子は、双葉の指示の下、日光にあたる位置に鉢を動かしていた。

「双葉ちゃん――――これで――全部――――かな――？」

　教室にジョウロは二つしかないので、もう一つは夜倶先生が持っていた。意外に丁てい寧ねいな手つきで、花に直接水がかからないように気をつけている。

『いやあ、生はえ代かわった気分だ。本当にサンキュー！』

　枯かれる寸前だったサフランが、一同を代表して礼を言った。

　ふと、気になって双葉は右耳のボタンを押してみる。花の声が人間の形をとって、シールドに現れた。

　その花は、どこか粗そ暴ぼうな感じのする、短髪の少年だった。自然に対して強く生きていると言えば聞こえがいいが、双葉には山で遊んでいる悪ガキに見える。

「……なんつーか、どこの班が担当なのかよくわかるな」

　と、教室の中にいる石田歳三を見る双葉。こいつの班は四班なのだが、鉢にもマジックで大きく「よん」と書かれていた。

　逆に三班の担当したハーブはすくすくと元気に育っており、イメージは髪の長い利発そうな女の子だった。純じゆん粋すいだが、どこか挑戦的な目をしているのが気になる。

「三班は確か……」

「ん？　私、三班だけど？」

　何も知らない梨り々りが笑顔で手を振った。

「ひょっとして、飼かい主ぬしに似るのか……？」

　双葉が首をかしげていると、ベランダの隅すみっこにある小さな鉢植えが何かを主張していた。

「ん、おまえも水……」

『――√♂∇＃∵Θ≫◎！』

「うわっ！」

　奇妙な叫び声がその植物から発せられていた。最初は変へん換かん不良かと思ったのだが――

　その植物は紫やら黒やらの毒々しい花びらの周りに、触しよく手しゆのようなものが蠢うごめいていた。がくの部分にはトゲトゲがついており、牙きばのようだ。なぜか土も黒く染まっている。こんな花、植物図鑑でも見たことがない。

「――――ああ――――それは――――先生の――個人的な――――」

「持って帰れ！」

　全すべて片づいた後、好奇心が恐怖心に勝ってしまい、よせばいいのに双葉は夜倶先生の植物を人物イメージ化してしまった。

　……モザイクがかかっていた。




　そしてベランダから戻ってくると、なぜか教卓の上にガーゴイルがいた。

「…………」

　双葉の手の中で、ジョウロがたぷんと揺ゆれる。

「……何やってんだ？」

　ちょっと意外すぎて、素すで質問してしまった。

『むう。双葉が突然教室を出て行ったので、ひょっとして外見の悪さを苦に、逃げ出してしまったのではないかと――』

「おまえそれ遠回しに貶けなしてないか？」

　ドロップキックを放とうと、足に力を込める双葉。

「ガーゴイルさんは――――双葉ちゃんを――心配――していた――のですね――」

　教卓に石の犬が乗っていることなど露つゆほども気にしていない様子で、夜倶先生が双葉のジョウロを受け取り、残っていた水をベランダの排はい水すい溝こうに捨てに行く。

『しかし双葉よ、我われは見直したぞ。まさか双葉が花に水をやるなど』

　ガーゴイルの言葉に、クラスメイトも揃そろってうなずき始める。

「てめえら……」

　言い返したかったが、反論の言葉が出ない双葉。

『授業中に失礼した。級友達よ、双葉と仲良くしてやってくれ』

　はーい、と無む邪じや気きな声が返ってくる。

　赤せき面めんする双葉を見て、ベランダから帰ってきた夜倶先生がニヤニヤ笑っていた。




『和かず己み、聞け。双葉が花に水をやっていた』

「うわあああっ！」　真ま後うしろから声をかけられ、和己は席から立ち上がった。

　後ろの机にガーゴイルが座っている。

「なななななな、な、ガーくん！」













　県立菜な々な色しき高等学校の教室に、軽いどよめきが起こった。和己にクラス中の視線が集まるが、和己はそんなこと気にしていられなかった。

　ガーゴイルは別の意味で気にしていない様子で、蕩とう々とうと語り続ける。

『吉永家の門番としてこれほど嬉うれしい日はない』

「ガーくん今授業中！」

　黒い石の身体からだを摑つかむ和己。どこかへ押しやろうとしているつもりなのだろうが、どこへ運べというのか。しかも手遅れだ。

「どーした吉永。ご家族に不幸でもあったか？」

　教きよう壇だんに立っている女性の教きよう諭ゆがフツーに尋たずねる。

『不幸などではない。今日は幸福な日だ』

「そうか。うん、それならいい」

　と、あっさり流してしまう。クラスメイトも初めて見るガーゴイルの姿に感心する者や、ペットと仲良くしてくれるお礼を言う者ばかり。誰も事じ態たいの異常さに驚いていない。唯ゆい一いつの例外は、教科書とノートを潰つぶされた和己の後ろの男子。

「なんでみんなこーなんだよぅ……」

『そうだ、これからパパ殿の会社に赴おもむかねば。これは門番としての義務だ』

　なんだか知らないが、今日のガーゴイルはいつになくハイテンションだった。
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　昼休みになると、ガーゴイルの騒ぎも忘れて双葉が職員室にボールを取りに行き、男子達に混じってサッカーやドッジボールに興きようじるのがいつものことだった。夏頃から、双葉に触しよく発はつされた女子も混じり始め、今では女子と男子で対たい抗こう戦せんができるくらいの人数比になっていた。しかも双葉がいるだけで両チームの実力が拮きつ抗こうするという恐ろしい戦力差でもある。

　が、今日は双葉のいる女子チームは惨ざん敗ぱいを喫きつしそうだ。

『うわぁ！　双葉がボール持った！』

『総員、対ショック姿勢！』

『また無む益えきな樹液ちが流れるのか――』

『あたしの命も短かったわね……サヨナラ』

「うるせーよてめえら！」

　校庭の花壇に向かって叫ぶ双葉。あさっての方向に投げられたボールは簡単にキャッチされ、男子の反はん撃げきが双葉の脳天に直撃した。

「よっしゃ！　双葉アウト！」

「おいちょっと待て！　今のきたねーぞ！」

「よそ見してた双葉が悪い！　イエーイ！」

　双葉の抗こう議ぎを無視して、男子達は強敵がいなくなったと大喜びしている。外がい野やにいる女子達もがっくりと肩を落とす。これで頼たのみの綱つなはニュータイプの梨々だけだ。

　とぼとぼと外野に向かって歩き出す双葉。悔くやしいがルールはルールだ。

　と、その時だった。

「ん――？」

　双葉は花壇を見た。怯おびえた声しか出さない花たち。昨日、双葉があれだけ暴あばれたのだから当然の反応とも言えよう。

「なんだろ……？」

　花壇の花たちではない。もっと、遠く――

「何か聴こえる――」




　今まで聴いたこともない、透とう明めいな歌声。




　背せ筋すじがゾクリとするほどの旋せん律りつが、装置を通して双葉の身体を通り抜けた。この感情をどう表現するのか、双葉は知らない。しかし「とてもスゴイもの」ということだけはわかった。

　双葉の視線が、学校の裏うら山やまの方へ向く。

　小さく、儚はかないが、たしかに双葉の耳に聞こえたのだ。

「あ――」

　テレビやＣＤに出てくるアイドル歌手では絶対に出せないような歌声。真の芸術は素人しろうとでも感動させられるほどのパワーを持っている、と梨々の保護者は言っていたが、この声が、まさにそれだった。

「おい双葉！　早く外野行けよ！」

「あ、悪い」

　男子のコートのど真ん中に立っていた双葉は、我に返って歩き出す。

　歩きながら、双葉はもう一度裏山を見た。

　――あそこに、いるのかな。

　この時の双葉は、お姉さんの忠告を完全に忘れてしまっていた。
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　帰かえりの会も終わり、皆が帰り支じ度たくを始める頃。

　双葉の机に梨々が小走りにやってきた。

「そうだ、忘れてたよ双葉ちゃんの頭」

「……みんな放課後までに完全に慣れてやがる」

「ガーゴイルさんが来た時はちょっとビックリしたけどね」

　硬かたい装置に覆おおわれた自分の頭をなでる双葉。良いことなのだろうが、誰も気づかなくなるというのは、少し複雑な気分だ。梨々が思い出してくれただけでも幸さいわいだろう。

「で、なんだよ梨々」

「うん、それなんだけど、おじさんに頼めないかなって」

　梨々の指すおじさんとは、彼女の保護者のことだ。戸こ籍せきが違うものの、故ゆえあって梨々と暮らしている。そうなるまでの経緯にガーゴイルと吉永家が関かかわっているのだが、それは別の話。とにかく、そのおじさんはある特別な職業に就ついているのだ。

「おじさんなら、解かい錠じよう道具とかいっぱい持ってるし、もしかしたら双葉ちゃんのそれもはずせるかなって」

「そっか、そういう手もあるか」

　ガーゴイルは力で破は壊かいしようとしたが、彼なら奇妙な道具ではずせるかも知れない。そう思った双葉は、快かい諾だくしようとして、

「…………」

　昼休みに校庭で聴いた歌声を思い出す。

　今でも耳に残っている、あの歌。

「……うん。頼むわ、梨々」

「わかった。任まかしといてー」

　梨々はピースサインをして、さっそく家に知らせに帰った。

　梨々が教室から出ると、双葉は窓の外を見る。フェンスの向こう側にある裏山は、双葉の庭のようなものだ。この前も男子と遊びに行って、プチ探たん検けんを楽しんだばかりだ。

　歌声は、たしか裏山から聞こえてきたはずだ。




　体育館裏のフェンスを乗り越えようとした時。

「双葉ちゃん！」

「あ、筧かけいセンセ」

　シャベルを持ったジャージ姿のおばさんが走ってきた。

「どうしたの、裏山なんかに一人で。入るならちゃんとした入口があるじゃない」

「いやー、そっちまで歩くのめんどいからさ」

「もう……」

　苦笑する筧先生。

「危ないわよ、一人だと。何かあるなら私も一緒に行こうか？」

　山に入ることは禁止されてはいないが、やはり危険はつきまとう。それに今時の子供が一人で山に入ったところで面白いものは何もないだろう。双葉は紅葉を楽しむほど大人ではない。

「いや、たいした用じゃないんだけどさ。いいよ一人で」

「そう……？　気をつけるのよ」

　筧先生は心配そうに小首をかしげている。

　理由を話したところで筧先生は信じまい。それに昨日の花壇のことがあって、なんとなく気まずい。

「んじゃ、さいならセンセ」

「あ、ちょっと待って」

　フェンスにまたがったままの状態で、双葉が止まる。

「夜倶先生から聞いたわよ。枯れかけのお花に水をあげたんだって？　いいとこあるじゃない」

「いやー……それは、まぁ」

　双葉は頭をかこうとして、装置があることに気づく。花の方から助けを求められたのだから、どちらかと言えばこの装置の手て柄がらだ。結果的には双葉のお手柄だが、いまいち素直に賞しよう賛さんを受け入れられない。

　まだ仕事の残っている筧先生に別れを告げ、双葉は裏山に入った。

　学校の畑があるので、生徒も入れるように舗ほ装そうされているが、目的地は道なりにあるとは限らない。

　最初は装置の音量をゼロにして歩いていたのだが、それでは目的の声が聞こえないと判断して、双葉は少しだけ音量を上げてみた。すると山の植物の話し声が溢あふれんばかりに聞こえてくる。

「まるで街だな――」

　そして、その話し声に混じって、たしかにあの歌が聞こえる。

「なー、ちょっといいか？」

　双葉は一番近くに生えている木に話しかけてみた。

　道に迷ったら誰かに尋ねる。世界の常識だ。

『ホッホッホ、こないだ山で泥だらけになっていた娘じゃないか』

「そんなこと覚えてんなよ……あのさ、このすっげぇ綺き麗れいな歌って、どいつが歌ってんの？」

『ああ、この歌か――ワシもこの山に生えて長いが、この歌が聞こえてきたのは、つい最近だな。きっと、秋の花だろう』

「ふーん。で、それはどこ？」

『もう少し上に登ったあたりじゃろうな。道なりに登りなさい。ワシよりもっと背の高い木がいるはずだから、そいつに訊きくといい』

「わかった。サンキュ」

『ホッホッホ。気をつけてゆくのじゃぞ』

　嬉しそうに笑う木に手を振って、双葉は山を登り始める。木に送られるというのは、まるで童話の世界のようで、メルヘンの苦手な双葉は少し気き恥はずかしい。

　その木の言う通り、道なりに登っていると、常に植物たちが声をかけてくれた。

『お嬢ちゃん、人間の子供がこんなところに一人で登っちゃ危ないよ』

『大人に怒られるんじゃなーい？』

『あ、そこ、くぼんでるから気をつけて』

『僕の実がちょうど食べ頃だよぉ。食べてみない？』

『俺は食べるなよ。死ぬからな』

　優しい植物たちに、ぶっきらぼうに礼を言いながら、双葉は歩く。

　親切なことは嬉しいのだが、どこか既き視し感かんを覚えるので思い出してみたら、それは御色駅前南口商店街の人達であった。気に入られたら最後、双葉が前を通るたびに新製品を食べさせる洋菓子屋のおばさんは勘かん弁べんして欲しかった。あれと同じような明るい喧けん噪そうが山には溢れているのだ。

「フツーに歩くより疲れるなぁ……」

　ぼやきながら、一時間ほど登っただろうか。

　学校の畑を通り過ぎて、小さな原っぱに出た。

　そこには、山の入口に立っていた木が言ったとおり、背の高い木が生えていた。なるほど、この木なら山全体を見渡せる。

「おーい」

　双葉は上を見上げて木に話しかけた。よくわからないが、高いところに顔がある、という気がするのだ。

『はい。なんでしょうか』

「あのさぁ、この辺にすげー歌のうまい植物っている？」

『ああ、よく知っていますよ。あの花でしょう――ほら、あなたの真後ろに咲いている、彼ひ岸がん花ばなたち』

　双葉が振り返ると、原っぱの隅すみに、赤い花がたくさん咲いていた。

　葉のない、炎ほのおのような花だった。

　夏に友達同士で花火大会をやった時、線香花火を一束いっぺんに燃やしたことを思い出す。弾はじけるような花弁は、まさにその線香花火の火花だった。

　双葉はその彼岸花たちの下へ走り出す。

『キャー！』

　群生している彼岸花たちは、双葉の姿を見て驚きの声を上げた。

「な、なんだよ！」

『やめて！　私たちを摘つまないで！』

「摘まねえってば」

『え、そうなの？』

　双葉がうなずくと、彼岸花たちは一いつ斉せいに安あん堵どしたようだ。声の質が穏おだやかなものに変わる。

『摘まないなら、どうしてこんなところに？』

『そうよ、危ないわよ、人間の子供がこんなところに来たら』

　来た時と同じようなことを言われて、双葉は苦笑する。

「あー、実はさ」

　双葉は自分がここに来た目的を話した。

　すると、一輪の彼岸花が、

『それなら私たちじゃないわ。あなたから見て、もう少し先にいる――』

　双葉は顔を上げた。彼岸花の群生の先、原っぱの終しゆう端たん。ここから先は急な土手になっており、転げ落ちたら危険だ。

　そこに、一輪の花が咲いていた。

『あの子よ、きっと』

　双葉は装置の周波数を、その花に合わせた。

　聴こえる。

　たしかに、あの歌だ。




　一つの楽器のような、煌きらめく音を紡つむぎ出すその花は――

　この辺りでは珍しい、黄色い彼岸花だった。
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　秋の風が双葉の上着をはためかせ、風上から花の匂においを運んできた。

　花が運ぶ音が、双葉の気持ちを高こう揚ようさせる。

「よ、よぉ」

　チャンネルをロックして、双葉は黄色い彼岸花に恐る恐る近づいた。

　こちらの声に気づいたのだろう。歌が止やむ。

『……え、と、だ、誰ですか？』

　いきなり声をかけられて、彼岸花の声がうわずる。人間ならば背筋をビクッとさせているところだろう。

「あー、摘みに来たとか、そーいうんじゃないから安心しろ」

『は、はいです……』

　しかし彼岸花の声は怯おびえの色を隠せない。

　双葉はそっと彼岸花に近づき、わずかに身をかがめた。

「今の歌、すげー綺麗だったからさ、ここまで登って来ちまったよ」

『あ、ありがとう、ございます……』

　緊きん張ちようのせいか、どこか舌っ足らずな喋しやべり方だった。

「なぁなぁ、もう歌ってくれねーの？」

『え、あ、はい。歌う、です……』

　彼岸花からたとたどしい歌声が流れ出す。

　しかしその声は最初に聴いた歌と比べて、声も小さく音程も乱れていた。

『待って、ちゃんと歌うです』

「いや、ごめん！」

　双葉はその場に膝ひざをついて、彼岸花と同じ目線になる。

「あたしが来たばっかりに、テンション下げちゃったか」

『違います。ちょっと……驚いただけです』

　彼岸花の声から恐怖が薄れてきた。

「でも、今の歌もすげぇ綺麗だったぞ！　こんな綺麗な声、今まで聴いたことねえし！」

『あ、ありがとうございます……うれしいです……』

　小さな喜びが、花の声から滲にじんでくる。双葉はうれしくなった。そして、ふと思い出し、頭の装置をいじる。人物イメージ化をしてみようと思ったのだ。

『……その帽子、ずいぶん変わってるですね』

　双葉の行動に気づいた彼岸花が尋ねた。

「わかるのか？」

『はい。たまに、人間が来ることがありますです』

「こいつのおかげで、あたしはおまえの歌が聴けたんだ」

　そう、今では双葉はこの装置に感謝さえしている。

　植物と話せるだけでなく、こんな歌まで聴けたのだから。

　双葉は右耳のボタンを押し込んだ。彼岸花の声から骨格を作り出し、人間の顔をシールドに映し出す。声からして、女の子だと思うのだが。

　そもそも声の男女の違いはなんだ？　植物の体格や生命力などで雌し雄ゆうが決定されるのだろうか。お姉さんの趣味と考えると「強いのは男、綺麗なのは女」と安直な決め方をされそうだ。

『……どうしましたですか？』

「この機械が、おまえの姿を人間の形に直して見せてくれる」

『へぇ……わたし、どんな風に見えるですか？』

　双葉の視界に、おかっぱ頭の女の子が現れた。双葉と同じくらいの年頃だが、どこか古風な印象を受ける。服装は花びらと同じ色の和服だった。服や髪型はお姉さんの趣味だろう。顔のパターンで選ばれているに違いない。

「へえ」

　声のイメージに合っていたので、意外と驚きは感じなかった。そう考えると、特徴のある喋り方も彼女の個性を演出するために付与された機能なのだろうか。

　だけど、初めて双葉の前に現れた「人間」は、新しい印象を与えてくれる。

　発見が、出会いに変わった気がする。

『どうですか？　変な感じですか？』

「あ、いや」

　なんだか、嬉しかったのだ。

「けっこう可か愛わいいぞ。昔の村娘ってカンジで」

『それ、褒ほめてるですか……？』

「もち！」

　双葉は大おお真ま面じ目めだ。可愛い女の子を「可愛い」と褒めるのは当然だと思っている。自分が可愛くないというコンプレックスから来る複雑な心境もあるのだろうが、双葉は良いものは素直に褒めるという、素敵な一面を持っていた。

「あたし双葉って言うんだ」

『……えっ？』

　笑顔で挨あい拶さつする双葉だったが、少女は驚き、次に口元に手をあててクスクスと笑い出した。清せい楚そな仕し草ぐさだ。

「なんだよ」

『……変な名前です』

「んだとー！」

『だ、だって、わたし達では幼児って意味です』

　――たしかに。

　双葉だって『赤ん坊』なんて名前の子供がいたら笑う。

「じゃあ、おまえの名前はなんて言うんだよ？」

　これも真面目に質問したつもりだったのだが、彼岸花の少女は苦笑する。

『わたし、花です。名前なんてないのです』

「あ、そっか」

　赤面する双葉。少女の姿が、あまりにも人間らしくて、つい訊いてしまったのだ。

「じゃあ、あたしがつけてやるよ！」

『ほ、本当ですか？』

　少女の顔がぱぁっと明るくなる。

　混じりっけのない純じゆん粋すいな瞳ひとみで見つめられ、なんだか双葉まで嬉しい気分になってくる。

　ここまで期待されては断れない。双葉は彼女に良い名前をプレゼントすべく、腕を組んで座り込んだ。

　そのまま五分経過。

　双葉の重い唇が開く。

「……………………………………ハナ子」

　これ以上、安直な名前があるだろうか。

　イヤごめん今のナシ、双葉はそう言おうとしたのだが――

『――ハナ子、です、か……』

　少女は下を向いて頰ほおに両手をあてていた。頰が赤く染まっており、今しがた双葉が付けた名前を何度も繰くり返かえしている。

　少女の目が潤うるんでいた。

『ありがと……すごく、嬉しい……です……』

「え、いや……その……」

　まさか適当に思いついただけの名前で、こんなに喜ばれるとは双葉も思っていなかったが、今さらなかったことにはできない。

　双葉は覚悟を決めた。

「よかったな、ハナ子！」













『はいです！　ありがとうです、双葉ちゃん！』

　黄色い彼岸花――ハナ子は、満面の笑みで双葉を迎えた。

　握手しようと手を差し出す双葉。

　しかし手はハナ子をすり抜けてしまう。

「あ、そっか。握あく手しゆはできないんだ」

　ハナ子の姿が疑ぎ似じ画像だと、すっかり忘れていた。

　照れ隠しに頭をかく双葉を見て、ハナ子がクスリと笑った。

　双葉もなんだか可お笑かしくて、自然と笑ってしまった。
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「だーいじょぶだって！　命に危険はないんだから」

『しかし昨晩の双葉の様子は尋じん常じようではなかったぞ。もしかすると今日の善行も異常な精神状態が引き起こす寄行の一種では――』

　薄暗い兎轉舎のカウンターでのんびり中国茶を飲んでいるお姉さんに対し、カウンターの上に座っているガーゴイルの声には明確な焦りが感じられる。そんなガーゴイルもまた、お姉さんから見れば異常だった。

「どうしたのよガーゴイル君。いつもより双葉ちゃんの帰りが遅いくらいで、なんでそんなに心配するの？」

『むう……今回、我は何もできぬ』

　ガーゴイルの感覚器があれば、双葉の行動は全て把は握あくできる。学校の裏山で何かと談笑しているのはわかるが、相手が誰だかわからない。おそらく植物なのだろうが、ガーゴイルには理解できない。精神状態は安定しているようだが――

『双葉の精神的な危機を救えぬのでは、門番としての責せき務むが――』

「それは門番の責務じゃないでしょ。家族の責務よ」

　お姉さんが微笑ほほえみ、碗わんをカウンターに置く。

『だとすれば、なおさら我は不ふ甲が斐いないではないか』

「焦ったっていい結果は生まれないわよ。見守るのも家族の仕事。双葉ちゃんだったら、いつものプラス思考で乗り切るわよ、きっと」

『むう……』

　ガーゴイルはもう一度双葉の状態を知ろうと、感覚器を鋭するどくする。

　たしかに、楽しそうにはしているが。

『しかし植物と人間のように会話する装置、というのはある種危険ではないのか』

「危険よ。だから早くはずさなきゃ」

　あっさりとお姉さんは答えた。

　その理由は、二人とも知っているのだろう。口に出して確認することはなかった。

「今ならまだ間に合うからね。わたしも急いで鍵を作るわ」

『頼む』

「そう言えばガーゴイル君さぁ、最近はあまり問題起こさなくなったわよね」

　唐突に話題を変えるお姉さん。いや、戻したのか。

『双葉が色々と教えてくれるからな。最近は我もこの時代の仕組みが分かりかけている』

「そう。それとは反対に、双葉ちゃんだって君からいろんな事を教わっているはずよ。だからガーゴイル君も少しは自分の教育に自信を持ちなさいな」

『果たしてそうだろうか』

「こういう事はね、すぐにはわからないの。徐々に結果が出るものなのよ」

　お姉さんは碗にお茶を注そそぎ、香りを楽しむように口元に持っていく。

『汝なんじが言うと、妙に含がん蓄ちくがあるな』

「ふふ。これでもいろいろ経験してるのよ」
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　遠くの方から「夕焼け子焼け」が聞こえてきた。

　もうそんな時間なのか、と双葉は驚く。今までずっとハナ子と会話していたのだ。

　ハナ子は人間の風習を訊きたがった。双葉も答えられることは教えた。植物を殺すような表現はできるだけ避さけてきたつもりなのだが――

『じゃ、双葉ちゃん、今日は何を食べたですか？』

「今日の給食は――パンとイチゴジャムと、あと春はる巻まきだろ」

　指を折る双葉に対して、

『パンにも小麦が使われてるです。ジャムだって、お砂糖とイチゴが使われてるですよ』

「う、しまった……ごめん」

　こうしてハナ子に人間の風習を教えて、何度も気づかされた。

　双葉たち、人間がいかに多くの植物を消費して生きているかを。

　実際に植物と会話して、ようやくその事実に思い至る。反省すべきなのだろう。しかし双葉は果物も野菜も大好きだ。

　頭を抱えて考えこむ双葉に、ハナ子はそれでも優しい声をかけた。

『気にしないで下さいです。植物わたしたちは人間より死に対する感覚が薄いみたいです。わたし達はほかの動物に食べられることで、世界を保ってるのです』

「……そうなのか？」

『はい。でも、わたしは動物に食べられるために生まれてきたのではないですから、よくわかんないです。そういう気がするだけです』

「じゃあ、ハナ子はなんのために生まれてきたんだ？」

『そうですねぇ……』

　微笑みながら言葉を探すハナ子。

『癒いやすため、ですかね』

　彼女の動作は緩かん慢まんで、しかし老人にはない、流れるような美しさがあった。直線的でせっかちな双葉とは対照的だ。

『傷ついた草とか、動物や人間が植物に癒されることって、あるですね？』

　双葉は考える。たしかに吉永家から観葉植物や花の類たぐいがいっさい消えたら寂さびしい。

『わたし達は、そんな傷ついた者のために色々なことをしてあげるのです。わたしは歌うことしかできないですけど、元気出る言葉をかけてあげたりとか、気分が落ち着く匂いを出してあげたりとか』

　科学的に見れば、植物から出るフィトンチッドという鎮ちん静せい効果のある物質が、人間に作用してリラックスさせるのだが、小学生の双葉にとっては、そんなわけのわからない理論よりも、ハナ子の歌の方がよほど信しん憑ぴよう性せいがあった。何より、そっちの方が面白いじゃないか。

　そんな双葉の視界に、まぶしい陽光が差し込んだ。

　十月だというのにまだ日は高い。暗くなったら帰ろう、と最初に決めていたのだが、このままではガーゴイルに怒られそうだ。

『どうしたですか？』

　街の方を見る双葉に、ハナ子が心配そうな目で問いかける。

「あー、いや、なんでもない」

　手を振る双葉。そして思い直し、

「そうだ。また歌ってくれよ」

『はい。お安いご用です』

　一ひと呼こ吸きゆう置くハナ子。

『今度から、双葉ちゃんのために歌えるです』

　そう笑って歌い出すハナ子の声は、最初に双葉が聴いたそれよりずっと綺麗だった。間近で聴いているからだろうか。水のような透明さに、体の芯しんが沸わき立たつような情熱を併あわせ持もつ音ね色いろ。

　歌詞もなく、サビもない。だが、双葉にはそれが心地よかった。

　もともと音楽はバリバリのロックを好む双葉だ。静かな曲や軽いポップスは兄の専門分野で、双葉もそれをたまに借りて聴くくらいだったが、ハナ子の歌はそのどれよりも心を打つものがあった。

　思い返してみれば、音楽で心癒されるのは初めてかもしれない。

　やがて歌が静かに終わる。

『あいかわらずイイ歌を歌いますね』

　声に振り向くと、双葉が道を尋ねた背の高い木だった。

『イイ歌だったわー！』

『サイコー！』

　赤い彼岸花たちもハナ子のことを褒めたたえている。

　草木たちも歓声を上げているのがわかる。

『……どうですか、双葉ちゃん』

　上うわ目め遣づかいで遠えん慮りよがちに問うハナ子。

「すっ………………げぇっ！」

　双葉はもうすっかり舞い上がって、ハナ子を抱きしめようとするが、所詮は疑似映像なので、両手は空くうを切った。そのまま草むらに倒れ込んでしまう双葉。

『だ、大丈夫です？』

「すげえすげえ！　ハナ子、おまえ天才だよ！」

　がば、と上半身を起こして叫ぶ双葉。握にぎった拳こぶしが震えており、目が潤んでいた。格闘技の試合を生で観に行った時よりも興こう奮ふんした。しかもこんな静かな曲で。

「兄貴やガーゴイルにも聴かせてやりてえよ！」

『えへ、うれしいです……』

　袖そでを口元にあてて照れるハナ子。

『でも、ガーゴイルって何です？』

「ああ、ウチの門番」

『門番？　双葉ちゃん家ちって、お武ぶ家け様さまの屋や敷しきなのです？』

「お武家様って……いつの時代だよ。違う違う」

　双葉は手を振って、自分の家の門もん柱ちゆうに住んでいる奇妙な家族のことを説明した。ハナ子は半分以上理解していないようだったが、たしかに日本で門番が必要な家は武家屋敷くらいなものだろう。

『――なんかすごいです、双葉ちゃん家って』

「それだけわかってりゃＯＫだ。すごいのがいるんだよ、とにかくウチには」

　吉永家の奇妙な家族のことを思い出した双葉。今頃双葉の帰りを待っているのだろう。もしもこの装置が頭からはずれたら、なんとかしてガーゴイルにも植物の声を聴かせてやりたいものだ。

　そして双葉は、別のことにも気づく。

　――今になって考えると、あたしの頭を見て笑わなかったのって、梨々を別にすればガーゴイルと兄貴だけだったよな。夜倶センセは……あれは心配とは違う気がする……。

「なあ、ハナ子」

『はい？』

「今度、紹介するよ。兄貴とガーゴイル」

『はい。そのガーゴイルさんにも、双葉ちゃんのお兄さんにも会いたいです』

「また来るからさ、そん時に」

　双葉は立ち上がった。

「……もう帰るですか？」

「んー、まあ、もう遅いし」

　もう日が完全に落ちている。かなりヤバイ。特にこんな街灯のない裏山だと、帰り道もわからなくなりそうだ。しかし今の双葉にはイーハトーブ式交信装置がある。道を訊きながら帰れば大丈夫だろう。

『わかりました。寂しいけど、我慢するです』

　ハナ子は拳を握って、何か力をこめている。寂しさを我慢する仕草とはちょっと違う気がするが。

『またな、ハナ子』

「はい、またです」

　双葉とハナ子、二人の女の子は互いに手を振った。

　永遠の別れではなく、友達に対する一時的な別れの挨拶だ。

　手を振るハナ子の顔は、やっぱり少し寂しそうだった。
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「ただい――」

「どこ行ってたの双葉ちゃん！」

　双葉が家に着いたのは、昨日より遅い時間だった。

　昨日と同じように、家の前で待ちかまえていた和己はカンカンに怒っていた。ガーゴイルはいつものように門柱に座っており、感情の変化は目に見えない。

「僕とガーくんで心配してたんだからね！　事故に遭あってたらどうしようって！」

「ご、ごめん」

　遅くなったことよりも、兄の剣けん幕まくに気け圧おされて謝あやまる双葉。普段は女め々めしい兄なのだが、ガーゴイルと暮らしているうち、ツッコミに関しては家族の誰よりも強くなっていた。自然と強い語調の喋り方も身についたのだろう。

　ところが、そんな和己に横やりが入る。

『物理的な危険に関しては、我は心配していなかったぞ』

「ガーくん!?」

『吉永家の者の行動は我が把は握あくしているからな。双葉が学校の裏山に行った時も、我は双葉の行動を監視し続けていた。問題は起こさせん』

「なんで教えてくれなかったの……？」

　気が抜けた和己に対し、ガーゴイルはしれっとした声で答える。

『むう。双葉が楽しそうにしていたもので、つい我も気が緩ゆるんでいた』

「ついじゃないよ！」

『許せ和己。それに個プ人ラ的イなベこーとトを全て家族に知られるのはどうかと、和己自身も言っていたではないか』

「それはそうだけど……」

　言い返せなくなって萎い縮しゆくする和己。

　やはり基本的なところは弱々しいままだ。

『時に双葉。ずいぶん楽しそうに談笑していたようだな』

「おう！」

　双葉は元気に拳を伸ばした。

「学校の裏山で、すっげー歌のうまい花がいてさ！」

『ふむ。どうやら花は双葉の心に良い影響を与えるようだな』

　双葉も頭の装置のことは気にならなくなっていた。というか、忘れかけることすらある。人間と同じようにハナ子達と会話していたのも大きいだろうが、装置のフィット感が良すぎるのも大きな問題だ。

「あ、そうだガーゴイル」

　ハナ子で思い出したことを、双葉は尋ねた。

『なんだ』

「黄色い彼岸花って、あるのか？」

　あるもなにも実際に双葉は見たのだが、知っている限り彼岸花は赤い花だ。和己の方をちらりと見たが、彼も首をかしげていた。

『あるぞ』

「マジで？」

『正確には彼岸花ではないのだが、鍾しよう馗き水ずい仙せんという彼岸花の仲間だ。本来は九州地方や沖縄に生息する花なのだが……この地方で咲くのは珍しいことだ』

「誰かが植えたのかな？」

『もしくは自然が起こす偶然によって、遠き地の球根が運ばれてきたのだろう』

　和己とガーゴイルの推測に、双葉もうなずく。しかし、ハナ子がどうしてあんな場所に生えていたのかはどうでもいいのだ。彼女があそこに咲いていたという事が重要なのだ。

『ちなみに、鍾馗というのは魔を払う神の名前だ。我と同じだな』

「いや誰も聞いてねーから」

『むう……』

　ガーゴイルという存在は、ゲームでは悪魔の名前として知られているが、本来は疫えき病びようを払うために設置されたものなのだ。古代の西洋では厄やく払ばらいの守り神として重ちよう宝ほうされていた者だ。現在でも吉永家では重宝されているが。

「その鍾馗水仙が、歌の上う手まい花なの？」

「おう！　すげー綺麗な声だった！　いろんなこと話してさ、兄貴やガーゴイルにも会いたいって言ってた！」

「へぇー」

　和己も双葉から伝わる熱気を感じて微笑んでいる。次の日の放課後になったら、さっそく連れて行くのも悪くないと双葉は考えていた。

「植物っていっても、話がわかれば人間と変わんねーな！」

　双葉は一人で悟ったような顔をしている。

　ところが、その顔を崩す重い一言が頭ず上じようからかかった。

『双葉よ。横よこ槍やりを入れるようだが――あまりその花と話してはならぬ』

「え？」

　予想外の所から、予想外の言葉をかけられて、双葉は一瞬呆ほうけた。

　ガーゴイルは双葉の顔を正面から見み据すえていた。

『その花と軽く談話するのは良い。だが、何度も通ってはならぬ』

「なんだよいきなり……」

『我にも朧おぼろ気げながら理解できたのだ。双葉よ、その装置を使い続けてはならぬ』

「ふざけんな！」

　双葉は飛び上がり、ガーゴイルにドロップキックを浴あびせた。アスファルトの大地にゴロゴロと転がるガーゴイル。

　横になったガーゴイルを双葉が踏ふみつけた。

「なんだよあたしが楽しんでるところを！　いいじゃねーかよせっかく植物と話せるんだから！　何が気に入らねえんだよ！」

『双葉。興奮するな』

「興奮だってするぜ！　いきなりてめーがそんなこと言うからだろうが！」

「ガーくん、僕もいきなりそんな事言うのはよくないと思う」

　和己がガーゴイルを見下ろして、困った顔をしている。双葉が花に水をやっていた時、あんなに喜んでいたのに、ガーゴイルがただの悪意でそんなことを言うとは双葉も和己も思わない。

　だが、それでも正論が人を納得させるとは限らないのだ。

『だから理由があるのだ』

「最初にその理由を言えよ！」

『……たしかに。我の失言だった』

　素直に反省するガーゴイル。

　そして、理由を話そうとした、その時だった。

『……む？』

　ガーゴイルの感覚器が何かを受信した。

　足を乗っけている双葉もガーゴイルに気づいたようで、

「どした？」

『怪しい者がこちらに向かっている』

　横倒しになって、踏まれたまま答えるガーゴイル。

「どのくらい怪しいんだ？」

『百ひやく色しきに優まさるとも劣おとらず』

「そりゃ怪しいな……」

　妙なものを期待して、双葉がごくりと唾つばを飲みこむ。

　はたして、その怪しい者はやってきた。

「オゥ！　ミナさん、チョトいいデスカー？」

　変なイントネーションの声に呼ばれ、双葉と和己が振り向くと、変な男が立っていた。

　ターバンに白スーツの外国人。

　たしかにものすごく怪しかった。

　だが――

「あーっ！　今朝の変なオッサン！」

「オーゥ！　ケサのアグレッシヴガール！」

　互いに指を突きつけ合う二人。

「何、双葉ちゃん知り合い？」

　和己の質問に首をぶんぶんと横に振る双葉。しかし変な外国人は双葉に近づいて、有う無むを言わさず手を取ってぶんぶんと上下に揺さぶった。

「ヒサシぶりデース！　アグレッシヴガール！」

「勝手に握手すんな！　なんだよおまえは！」

　強引に手をふりほどき、双葉は相手の顔にガンを垂たれる。

「ワタシ、はるばるエジプトから来まシタ、ヒッシャムと言いマース！」

　ヒッシャムと名乗る怪しい男は、腿ももに手をあて、丁寧な日本式のお辞じ儀ぎをした。

「……で、そのヒッシャムがなんの用だよ？」

　警けい戒かい心しん最大で双葉が尋ねると、ヒッシャムはパッと頭を上げ、

「ジツは、ヨシナガさん家のガーゴイルさんを探してまシタ！」

「はぁ？」

「……なんかそんなことだろうと思った」

　双葉の隣で和己が頭を押さえていた。

　ガーゴイルはと言うと、いつのまにか双葉の足から逃のがれて、門柱の上に座っている。そこからヒッシャムを見下ろしていた。

　そのガーゴイルを見たヒッシャムは、

「オオオオオオ！　ディスイズ、ガーゴイルさん！　ベリーベリーストロングアルケミースタチュー！　すばらしいデス！」

　このヒッシャムという男、どちらかと言えば日本語より英語の方がたどたどしい。両方とも半分くらいしか使えないので、足して１にしようという考えなのだろう。とりあえず双葉にも理解できるレベルなので助かった。

『汝も錬れん金きん術師か』

「ハイ！　ワタシ、錬金術のケンキューをしてマス！」

『して、何なに用ようだ？』

　ガーゴイルの質問は、ある意味、的まとはずれと言えよう。

　なぜなら、ガーゴイルの評判は錬金術業界に知れ渡っており、最高のセキュリティシステム、最高の錬金術の結けつ晶しよう、最高の攻撃力と噂うわさされる。つまりガーゴイルを撃げき破はすることは、これらの分野において最高を名乗ることができるのだ。

　過去に起こった事件も、全てガーゴイルの名を欲してのものだ。

　ヒッシャムという怪しい錬金術師がガーゴイルを訪たずねた理由など、だいたい聞かなくてもわかる。まれに物もの見み遊ゆ山さんに訪れる一般人がいるが、ゴシップを嫌う吉永家の頼みで、程度の低い人間には説教を、タチの悪い人間には軽い火傷やけどをおみやげにして、丁てい重ちようにお帰り願っていた。

　そしてヒッシャムは遊山などでは決してなかった。

「ガーゴイルさん！　ワタシの、ワタシのケンキューの成果を実験してくだサイ！」

　軽く跳とび退すさってヒッシャムの手が、懐ふところに伸びる。

「さぁ、出番デス！」

『なんじゃ……もう妾わらわの出番か……？』

　双葉の耳に、女の声が入った。

「ガーゴイル！　なんかいるぞ！」

　双葉の指さす先、ヒッシャムの懐。和己とガーゴイルの視線がそこに集まる。

　しかし、和己はその周囲をキョロキョロ見回して、

「何かいるって……どこ？」

「だからあの変態のポケットだよ！」

『面倒じゃの……しかし、たまには妾も身体を動かさねばのう……』

「ほらまた！」

「どこ？　わかんないよ！」

　和己には聞こえないようだ。

『我にも聞こえぬが』

「ガーゴイルさん！　アナタのパゥワーは研究済みデス！」　ヒッシャムが懐から取り出したのは、コルクで密みつ封ぷうされた試験管。

　その中には、奇妙な花が蠢うごめいている。

「自己ショーカイが遅れマシタ！　ワタシ、錬金術で砂漠にハナを咲かせるケンキューをしてマス！」

　ヒッシャムは試験管を頭上高く持ち上げた。













　一瞬だけだが、ガーゴイルはヒッシャムの瞳ひとみが常人以上に輝くのが見えた。あれは確実にある程度以上の知性と野望を内ない包ほうした瞳だ。

　今までガーゴイルが戦った者達と、同じ――

『双葉、和己！　家の中に入れ！』

「サァ！　戦うのデス、オシリス！」

　ヒッシャムが、試験管をアスファルトに叩きつける！




　かぁん！　ころころころ……。




　試験管は割れずに吉永家の塀へいまで転がっていった。

『むう。硬い試験管だな』

「……ハイ……ヒコーキの中でも割れないように……」

　一番近くにいた和己が試験管を拾った。

「アノ……返してくれまセンカ？」

「あ、はい」

「シュクラン……アリガト……」

　それを聞いて、ああこうやって発音するのか、と双葉は一人別のことを考えていた。

　試験管を受け取ったヒッシャムは、コルクを抜いて中身を丁てい寧ねいに地面に落とした。

『久方ぶりの外気じゃ……心地よい……』

　ようやく試験管から外に出た花は、アスファルトに着地すると、久しぶりの外気と地面に触れて、少しだけ満足の様子。

　べき！

　突然、花が地面にめり込んだ。

『む？』

　ドリルのように地面を削さく岩がんしている、花の根。アスファルトが抉えぐれ、周囲に破片が飛び散り始める。

「さぁ、戦闘体型になるのデス！」

　ヒッシャムがもう一つの試験管を取り出し、中に入っていた液体を花に注ぐ。

　地面のヒビが亀き裂れつに変わり、花の根が急激に成長し始めた。

　花自体も肥ひ大だい化かし、葉がウロコのように身体を覆おおう。触しよく手しゆのような茎くきのうち、四本が地面に立ち、残りの触手は何かを求めてウネウネと蠢いている。根は完全に地面の奥深くまで入りこんでいる。

『良い土じゃ……気に入ったぞ。妾の身体も喜んでおる』

　四本足の、動物のような植物。

　形容するならば、まさにそれだった。

　ただしどの動物にも似ていない。顔がどこかわからないからだ。テーブルのように方向性のない身体で、幾つも携たずさえている触手の先端からは、見たことのある淡い光が灯ともっていた。

　あの光は――

「うわ……気持ち悪い……」

　和己が顔を背そむけた。

「ビオランテみたいだな……」

　双葉らしい感想である。

　そしてガーゴイルは無言でその植物を睨にらみつけていた。

「どーデスか!?　ワタシが錬金術で生み出した強化植物パワープラント、オシリスの美しい姿は！」

　自慢げに語るヒッシャム。

「キモい」

「キモイです……」

『醜しゆう悪あくだな』

　全員が同時に正直な感想を述べる。

　ヒッシャムはその場に倒れた。

「はぅぅ……凡ぼん人じんにはアンダースタンディングできないのデス……」

　完かん璧ぺきに自信を壊されたヒッシャムは、芋いも虫むしのように丸まって泣き始めてしまった。まるでこちらが悪いような気がしてきたが、双葉たちは質問に答えただけである。

　ふと気になって、双葉はオシリスを人物イメージ化してみた。

　夜倶先生のようにモザイクがかかると思われたのだが、意外なことに、オシリスは人間の女性の姿をとっていた。二十代後半の、円えん熟じゆくしたオトナの女性という感じだ。体格も男を誘う雰ふん囲い気きで、出て引っ込んで出て、という見事な三拍子。偉そうな口調に合うと言えば合う。

「うーん……わかんねーなぁ、植物の性格って」

　双葉が植物と装置の関係について悩んでいる間、ヒッシャムは丸まったまま、オシリスを指さした。やることは忘れていないようだ。

「オシリス！　やってオしまいなサイ！」

　考えてみれば、ヒッシャムはただの人間だ。植物と会話できる能力はないはず。しかしヒッシャムの声に呼こ応おうするようにオシリスが動き出す。この植物学者には、特別な共きよう鳴めい能力でもあるのだろうか。それともヒッシャムの思いこみか。

『そうはさせるか』

　先手必勝。ガーゴイルの両眼から光線が発射された。

　ガーゴイルの眼からは光線が出る。光線といえば膨ぼう大だいな熱量を持った光の棒であり、何かを傷つけたり焼いたりするイメージが強い。しかしガーゴイルの光線は熱するだけでなく、冷やしたり、癒したり、くっつけたりすることが可能だ。

　これらは錬金術の秘法である「見えざる水銀」の力だと言われている。

　説明はさておき、今ガーゴイルが放った光線は、正真正銘、熱光線だった。数千度の炎を一カ所に凝ぎよう縮しゆくした光が、オシリスの身体めがけて光速に近い速度で伸びる。

　双葉たちにはガーゴイルの目が光ったようにしか見えないだろう。

「オシリス！」

　ヒッシャムの悲鳴。

　光が弾はじけた。

　オシリスが爆発する。葉も茎もすべて炎に飲まれ、アスファルトに散らばった。地面から生えている数本の触手が力なく動いているだけだ。

「よっしゃあ一撃！」

　すでに爆ばく煙えんしか存在しないオシリスの方を見て、双葉がガッツポーズをした。

『ふむ。やはり我の敵ではないな』

　しかし、双葉の耳にオシリスの声が届く。

『この――無ぶ礼れい物モノ！』

　身体がないはずのオシリスは、それでも反撃してきた。

　穴から生えた触手の先端――光っている部分をガーゴイルに向ける。

『む――！』

　触手から放たれるのは、紫色の光線。ガーゴイルの光線より数段遅い。

　ガーゴイルの眼前に、赤い光の壁が出現した。これも「見えざる水銀」の力であり、光線の力を盾たてに変えただけのこと。オシリスの光線は難なく盾にさえぎられてしまう。

　そこからが、オシリスの真しん骨こつ頂ちようだった。

　盾に弾かれた紫色の光線は周囲に飛び散り、門柱や柵さく、塀にぶつかる。それはまるで液体のような性質を持っており、いつまでもその場所から消えなかった。

「ＨＯＨＯＨＯ！　熱光線だけが見えざる水銀の力じゃナイのデース！」

　ヒッシャムが高笑いする。

「うわ！　何これ！」

　溶けていた。

　柵が、塀が、門柱が、オシリスの光線を浴びた部分が全て腐ふ食しよくし、溶よう解かいしていた。ゴムの焼けるような匂いと、熱した鉄の匂いが充満する。思わず和己は鼻を覆った。

『貴様――家を傷つけたな。許さぬ』

「ＨＯＨＯＨＯＨＯＨＯ！　できるものなら、やってみなサーイ！」

　ヒッシャムの高笑いが、さらに強くなる。

　そして懐から試験管を取り出すと、蓋ふたを開けて中の液体をオシリスの穴にぶちまけた。

『何？』

　オシリスの根に異変が起こった。根から茎が伸び、伸びた部分から葉が生え、触手が生える。時間を早めて成長するかのように。




『畜ちく生しよう如ごときが……なかなかやりおる……』

　数秒後、オシリスは元通りの姿になっていた。




　自他共に最強を認めるガーゴイルといえど、傷の自己修復はできない。何しろ石像なのだから、石が勝手に治ったらそれは奇跡の領域である。

　だが、オシリスは植物だ。

「どーデスか！　万能薬パナケアを肥料にして育ったオシリスの回復能力キユアリングは！」

「きったねー！」

「ずるいよ！」

　双葉と和己が親指を下に向けてブーイングをするが、ヒッシャムは指を振ってそれを退よける。

「植物はこのくらいパゥワフルでないと、砂さ漠ばくで生きてイケまセーン！　フツーな生命では弱すぎるのデス！」

「じゃあ、攻撃力なんかいらねーじゃんかよ！」

「自分のボディは自分でガード！　ハンパなドーブツに負けては意味がナッシング！」

　脇を締めて拳を握りながら熱弁するヒッシャムの論は、たしかに筋が通っている。

　通っているだけで、極論には違いないのだが。

『むう……これでは破壊できぬ』

　ガーゴイルは溶けかけた門柱の上で、じっとオシリスを観察している。

　いくら破壊しても、すぐに再生してしまうのでは、無む駄だに光線を撃っても仕方がない。

『ならばこうするまで』

　ガーゴイルの両眼が光った。

　今度は光線ではなく火炎だった。いつもの熱光線は貫通力を重視したものだが、この炎は本物だ。植物の身体を完全に焼き払う。

　そう――文字通り、根本まで。

『植物の根まで焼き払えば、汝とて再生できまい』

『きゃああっ――根はよせ！　根は痛いのじゃっ！』

「ガーゴイル！　効きいてるみたいだぞ！」

　悲鳴を双葉が通訳する。

　ガーゴイルの火力がさらに強まった。

「オシリス！」

　ヒッシャムが懐から試験管を出す。中に何か入っているのかわからないが、それがオシリスを有利にするものだということはサルでもわかる。

「これで回復するのデス！」

　試験管のコルクを抜き、オシリスに投げつけようとしたヒッシャムだったが――

　投げつけた試験管が、空中で両断された。

「ナニ!?」

　割れて地面に転がった試験管から、透明な液体が流れ出す。

　液体は、地に突き刺さったカードを濡ぬらしただけだった。

　突然の事態に、ガーゴイルの炎も止まる。

「誰デス！」

　ヒッシャムが周囲を見回す。

「フハハハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　誰のものでもない高笑いに、全員が上を見上げた。

　電柱の上に立つ、蝙こう蝠もりを思わせるシルエット。

「ガーゴイル君。家族を脅おびやかす敵と戦うのは構わないが、ここが住宅街だということを考こう慮りよしたまえ。それに、地面にそんな穴まで開けて――吉永家を守ると明言したからには、地の底までも守りたまえ」

　黒いマント。

　黒いタキシード。

　黒いシルクハット。

『汝に言われる筋合いはない』

　ガーゴイルにしては珍しい、素そっ気けない返事。

「あいかわらずだな君は。だが、この状況は私も見過ごせんな」

　不敵に笑う彼は、梨々の保護者。ある特殊な職業に就いている男。

　それは世界的にも歴史的にも希少な、美学に基づいた犯罪者。

　すなわち――怪かい盗とう。




「怪盗百ひやく色しき――友ゆう誼ぎにより、助すけ太だ刀ちいたす」




　マントが翻ひるがえり、怪盗が宙に躍おどった。

　百色は空中で一回転すると、ヒッシャムの前に飛び降りた。

「ガーゴイル君。彼は私が引き受けよう。決闘の邪魔をする者は美しくない」

『ふん。我の邪魔だけはするな』

　ガーゴイルはオシリスに向けて火炎を放射し続ける。

『きゃあっ！　わ、妾の美しき身体が！』

　オシリスの葉や茎や触手が紅ぐ蓮れんのカーテンをまとい、獣のように悶もだえ狂くるう。根も半ば焦こげてしまい、再生能力も徐々に失われつつある。ここまで燃やしてしまっては、百色がいなくても、ヒッシャムには何もできまい。

　周囲の家の人が、何事かと窓から顔を覗かせているが、吉永家のすることなのであまり心配していないようだ。こういうお気楽なところが、御色町の住民の特色だ。

「オシリス！　オシリース！」

「危ない！」

　燃えさかるオシリスに駆け寄ろうとするヒッシャムだったが、その身体を百色が押さえた。

「離してクダサイ！　オシリスが燃えてシマウ！」

「あきらめるんだな。ガーゴイル君にケンカを売った者は、こうなる運命だ。貴殿だって覚悟していただろう？」

　暴れるヒッシャムをなだめながら、百色は苦笑する。彼も以前、ガーゴイルにケンカを売って、手ひどい仕打ちを受けた人間なのだ。

「あきらめマセン！　オシリスはワタシの、砂漠の民たみのユメなのデース！　完成するまではエジプトに帰れまセーン！」

　ヒッシャムは百色の腕をふりほどき、炎に向かって叫ぶ。その言葉がきっかけになったのかどうかは不明だが、地面に転がって悶え苦しんでいたオシリスの破片が、行動を起こした。

『……犬風ふ情ぜいが……妾の身体を燃やしていいと……誰が許可したか！』

　炎の範囲外で乾くのを待っていた触手の破片。

　最後の力を振ふり絞しぼり、オシリスの破片が紫色の光を帯びる。

　だが、触手の破片はそれ以上のことができなかった。

『きゃぁぁぁっ！』

　全ての触手に突然火がつき、跡あと形かたもなく炭になってしまったからだ。まるで手品のように、焼失していく触手達。

『我が見過ごさないとでも思ったか』

　しかしオシリスの狙いは違うところにあった。

「ナイスですオシリス！」

　ヒッシャムの叫びは遠く離れた場所から聞こえた。

　全員がそちらを見ると、一枚の葉を持って逃げ出す白スーツの姿が。

「葉っぱ一枚アレバ、いくらでも復活できマース！　ガーゴイルさん！　今回はワタシの完敗デシタが、次はもっと強いオシリスとバトルしてもらいマース！」

　捨すて台詞ぜりふを吐いて、ヒッシャムは角を曲がっていってしまった。

　追おうにも、まず目の前で燃え広がっているオシリスの残ざん骸がいをどうにかしなくてはならない。まだ燃え切っていないのだ。地上にあるのは燃えかすだけだが、地面に残っている根を燃やし尽くさないといけないのだ。

　まるで地の底から炎が吹き出ているようにも見える。

「ガーゴイル！　早く消せよ！」

　双葉に命令されて、仕方なくガーゴイルは光線を照射した。消火のための光線だ。

　オシリスの炎が消えてゆく。灰が空に舞っていった。

　その後で根をどうにかしようと思ったのだが、穴にはなんの根も残っていなかった。

　最終的に残ったのは地面の穴だけだ。深さはともかく、大きさは直径五センチ弱なので、後日、兎轉舎の製品で埋うめることが可能だろう。

「さて、これで本来の目的が果たせるな」

　穴の中に何もないことを確認して、百色がつぶやいた。

『本来の目的？』

「おいおいガーゴイル君、肝心なことを忘れないでくれよ。双葉ちゃんの頭の装置を取るんじゃないか」

　苦笑する百色の手の中には、解錠道具がぎっしりと詰まったカバンが提さげられていた。

　――ちなみに、双葉を含む吉永家の全員が装置のことを忘れていた。
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　四十七個目の解錠道具で、ようやく双葉の装置ははずれた。

「ぷはーっ！」

　双葉は拘こう束そくから解放された気分で頭を振り回した。身体に不快感は全くなかったのだが、気持ちの問題だろう。自由になった髪の毛を振り回すのは爽そう快かいだった。

　しかし髪の毛を自由にさせすぎるのも、また気持ち悪い。双葉はポケットにしまっているゴムで即座にポニーテールに結び直した。これが双葉のスタンダードだ。入浴と就しゆう寝しん以外はこの髪型じゃないと決まらない。

「サンキュー百色！」

　リビングの隅で丸まっている百色の肩を叩く双葉の耳に、小さなつぶやき声が聞こえた。

「……このピックは七十万……ドリルが四十五万………………電子錠が九十万……」

　折れた針金類が床に並んでいた。

　強つわ者もの共どもが夢の跡、である。これらの道具が生きていたならば、御色町の全ての鍵を開けることが可能だったはずだ。精密作業で折れたネジを取り出すのは、鍵開けの技術ではなかったが、百色は「似たようなものだ」と鼻で笑ったのだ。最初は。

「あー……もしアレだったら、兎轉舎の姉ちゃんに料金請求してくれよ」

「いや、いいんだ。私の見極めが甘かったということだからな……」

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみしめる百色。

　さすがに哀あわれに思ったのか、ガーゴイルも慰なぐさめの言葉をかけた。

『すまぬな。苦労をかける』

「なんの。私が吉永さん家から受けた恩に比べれば、まだまだ安い」

　百色はニヤリと笑った。単純なもので、ガーゴイルがそばにいると弱みを見せたくないらしい。ライバルと自称するこの怪盗、双葉にはただの悪友にしか見えなかった。

「百色さん、梨々ちゃん、今日はウチでごはん食べていけって、ママが」

　キッチンから和己が皿を持って入ってきた。その後ろで梨々が箸はしや醬しよう油ゆ差しを持ってきている。彼女も百色が心配で走ってきたのだ。

「ありがたい。では私も手伝おう」

「あ、あたしも」

　百色が立ち上がり、双葉が手を挙げる。

「双葉ちゃんは座ってて。お皿割る記録更新したいの？」

「おじさんもマントが邪魔だから座ってて」

　和己と梨々に言いくるめられ、双葉は百色と目を合わせた。

　どの家も似たような関係が成立しているのだろうか。キッチンではパワーバランスが逆転するのはよくある事例である。

『我は……』

　ガーゴイルが何か言う前に、百色が石の身体を抱え上げ、テレビの上に置いた。

「双葉ちゃん、ここでよかったっけ？」

「あ、そうそう。サンキュー」

　何回か吉永家で相しよう伴ばんに預かっている百色。食卓の配置も覚えてしまっているのだ。

『むぅ……』

　てきぱきと動く和己と梨々に対し、居い心地ごこち悪そうに座っている百色とガーゴイル。

　双葉はソファの上に投げ出したイーハトーブ式交信装置を手に取った。

「んじゃ、あたし装置しまってくる」

　双葉はつい一分前まで自分の頭に乗っていた装置を小脇に抱えると、リビングを飛び出した。明日になったら兎轉舎に返しに行かなくてはならない。

　ようやくこんな装置ともおさらばできるのだ。

　思い返してみれば、本当にウザい装置だった。

　クラスのみんなには笑われるし、裏山では――

　――あ。

　双葉の足が止まった。

「……やっべ」

　ヒッシャムとオシリスのせいで、すっかり忘れていた。

　約束していたのだった。






























　翌朝。

　時刻は七時。まだまだ早い時間だ。

『ダ、ダンナ！』

　朝日を浴あびて輝くガーゴイルの頭に、いきなり黒猫が飛び乗ってきた。ちょっとだけ端はしの方が浮いたのだが、猫のパワーで倒れることはなかった。

『なんかいきなり双ふた葉ばにぶん殴なぐられた！』

『むう……』

　双葉といえば、装置が入った大きな肩掛けカバンを持って、早い時間に家を出た。

　理由もなく猫を殴るようなマネは――双葉ならやりかねない。しかし一応理由を聞いておいた方がいいだろう。

『汝なんじはその時、何をしていたのだ？』

『え？　ただ木で爪つめ研といでただけだぜ』

『――なるほど』

　ガーゴイルにも納得できた。

　そして別の事実も理解できた。

『これは重じゆう症しようであるな』




　朝に裏山に登るのは初めてだったが、とても空気が綺き麗れいで、紅葉を独ひとり占じめできた。普段から植物を意識していないと、この山は楽しめない。ただの遊び場だった場所が、双葉の中で徐々に変化していた。

「ハナ子！」

　イーハトーブ式交信装置を被かぶった双葉が、昨日と同じ場所で同じ花を見つけた。今日は汚れてもいいように、ある程度汚いジーパンとトレーナーを着てきたのだ。

『あ、双葉ちゃん』

　黄色い和服の女の子は、双葉の姿を認めると明るい顔で振り返った。昨日とは少し様子が違い、最初から元気な笑顔だった。

「よっ！　元気にしてたか！」

『はいです。今は光合成あさごはんなのです』

　朝日を背にして立つ双葉は、朝あさ露つゆに濡ぬれるハナ子の身体からだをそっと手に取ってみた。時間によって花の顔がこんなに変わるものなのか。人物イメージ化されたハナ子もほんのり上気しており、風呂上がりみたいだった。

『こんな朝早くからどうしたですか？　双葉ちゃんくらいの年頃の人間だったら、普通こんな時間には来ないです』

　ということは、大人や老人は来るのだろう。散策には向いている場所だ。

「うん、実は――」

　あまり言いたくなかったが、言うしかない。

　双葉は頭の装置をはずして見せた。

「これ、はずれたんだ。だから、返しに行かなきゃならねーんだ」

『……そうですか』

　また装置を被り直なおして、シールドを下ろす。ハナ子は首をかしげていた。

「あー、つまり、もうおまえと話ができなくなるんだ。ごめん！」

　地に膝ひざをつき、頭を下げる双葉。

『どうしてです？』

　軽く微笑ほほえむだけのハナ子。双葉は顔を上げて、ハナ子の表情を見た。

『話ができなくなるだけですよ？　わたしはここに咲いてるですし、双葉ちゃんも町に生きてるです。別に悲しいことは何もないのです』

「いや、そうだけど！」

『寂さびしいなら歌うですよ』

　双葉が制止する間もなく、ハナ子が歌い出した。

　昨日と同じ、金管の響きに似た、澄すんだ音がハナ子の口から流れ出す。双葉もその美しさに反論を忘れてしまう。

　それは昨日の夕方に聞いたのとは、少し旋せん律りつが違っていた。

　どちらも静かな、伴ばん奏そうのはいる余よ地ちもないほど澄んだ曲なのだが、昨日の歌はどことなくもの悲しい感じだった。今日の歌は心の底から力が湧わいてくるような、微笑ましくなる曲だった。朝だからだろうか。

　それとも――慰なぐさめてくれているのか。

　草木の声が大きくなってきた。眠っている植物も目覚めたのだろう。ハナ子の歌は山の目覚まし時計なのだ。

　装置のスピーカー越しにその歌を聴く双葉は、歌に癒いやされたのか、ハナ子の態度に毒気を抜かれたのか、それ以上何も言えなくなってしまった。

　胸に手をあてて、楽しそうに歌う黄色い和服の少女。

　朝日を浴びる、黄色い花。

　――本当に、寂しくないか。

　また会おうと約束した時、あんなに喜んでいたのに。

「ハナ――」

　双葉が身体を起こしかける。

『良い花だな』

「わぁっ！」

　双葉の声で、歌が止やんだ。

　隣にガーゴイルが座っていた。

「なんだよおまえ！　いつからいたんだよ！」

『我われには聞こえぬが、この花の体液の循じゆん環かんがほかの花と比べて活発になっている。また、この花を中心に周囲の植物の動きにも変化が見られた。覚かく醒せい作用のある物質が散布されているようだ』

　ガーゴイルは原っぱに座りながら、ハナ子の姿をじっと見つめていた。ハナ子はガーゴイルの陰に隠れるように咲いており、イメージのハナ子は突然の黒犬の出現に怯おびえていた。

『双葉ちゃん……』

「だいじょーぶ、こいつが昨日話してたガーゴイル」

『わたしを……食べたりしないです？』

「しないしない」

　ようやくハナ子の顔から怯えがとれた。最初に会った時もそうだったが、ハナ子はいろいろな者に対して怯えている。それだけ植物には危険が多いということだろう。そんなことを最も危険な少女は考えていた。

『我がガーゴイルだ。双葉が世話になっている』

『あ……初めましてです』

　ハナ子の言葉を、双葉が通訳する。

『双葉が植物に対して注意するようになったのは、汝のおかげだ。礼を言う』

『いいえです……わたしは、歌を歌うことしかできないです。双葉ちゃんがそうなったのは、双葉ちゃんが自分で学んだことなのです』

『ふむ。謙けん虚きよな娘だ。双葉にも見習わせたいものだ』

「やかましい」

　ガーゴイルの頭を小こ突づく双葉。

「おいガーゴイル。これでもハナ子があたしに悪影響があるってのか？」

『そういうことではないのだ。双葉に友達ができるのは、とても良いことなのだが』

　珍しく、言葉を濁にごすガーゴイル。

　双葉が反論しかけた時、学校の方からチャイムの音が響いた。

「だあっ、遅刻だ！」

『我もそれを言いに来たつもりだったのだが――』

「もっと早く言えよ！」

　双葉は一瞬で立ち上がり、服についた草を払う。

　ハナ子の顔をちらりと見たが――

　やっぱり、少し寂しそうだった。

　どうして強がるようなことを言ったのだろう。

「またな、ハナ子」

『またです、双葉ちゃん』

　やっぱり、友達同士の別れの挨あい拶さつはまたである。

　その挨拶には、必ずここへ戻ってくる、という双葉の決意が表れていた。
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　双葉の頭の奇妙な装置がなくなったと知ると、クラスメイトは皆がっかりしていた。ともあれ、これでゴキブリに悩まされることはなくなったわけで、ようやく四年一組に平和が訪れたのである。

　珍しく平へい穏おん無ぶ事じに一日の授業が終わり、双葉は帰り道、装置を返すためにまっすぐ兎と轉てん舎しやへ寄った。

　本当はもう一度裏山に寄りたかったのだが、ハナ子のそばに長なが居いして、装置を返すのをためらってしまうと思ったからだ。

「いらっしゃい、双葉ちゃん！」

　兎轉舎の中では、すでにお姉さんが三人分のお茶を入れて待っていた。一人は双葉、もう一人はお姉さん、さらにもう一人は――

「あれっ、兄貴」

「やあ」

　和かず己みがカウンターでお茶を飲んでいた。

「なんか気になっちゃって」

「何が気になるってんだか……」

　双葉はイーハトーブ式交信装置の入ったカバンをお姉さんに向けて放り投げた。カバンが両手に収まると、お姉さんは赤ん坊でも扱うような仕し草ぐさで胸に抱く。

「ありがとっ！　ホントに迷めい惑わくかけたねー」

「まったくだ！　どれだけ苦労したと思ってんだよ！」

「でも、ちょっとは役に立ったんじゃない？　植物の気持ち、少しは勉強したみたいね。和己ちゃんから聞いたわよ、彼ひ岸がん花ばなとお話してたんでしょ？」

「まーな」

「ちょうど植物使いの錬れん金きん術師も現れたことだし――いいタイミングで完成したわ、この装置。てなわけで双葉ちゃん、ちょっとデータ収集に協力して」

　よくよく見れば、今日の兎轉舎の内装は中央に電気スタンド付きのテーブルが一台だけだ。取とり調しらべ室しつをイメージしたのだろう。お姉さんはペンとノートが置いてある方の椅い子すに座り、双葉を手招きした。

「報ほう酬しゆうははずむわよー」

「あたしはその言葉に騙だまされて、この装置を被ったんだよな……」

「まあ、そのついでだと思って」

　しぶしぶと席に着く双葉。なんだか職員室に呼ばれているような気分で、あまり快適ではない。そもそもなんで取調室をモチーフにしているのだ。

「えーと、じゃあまず最初に――」

　お姉さんは双葉の健康状態からチェックして、装置の性能、装着感、デザインなど、装置について詳細なコメントを求めた。デザインについては改良の余地ありだと、双葉は強く主張したが、そのほかは普通の質しつ疑ぎ応おう答とうだ。お姉さんはニコニコ顔でペンを走らせている。

「それじゃあ、次」

　お姉さんはノートを一枚めくり、ペンを持ち直した。

「オシリスって言ったわよね？　その面白い植物について」

「それだったらガーゴイルに聞いた方が早くね？」

「ガーゴイル君にはもう聞いたから。双葉ちゃんにはどう見えたの？」

「うーん」

　つまり、シールドを通して見たオシリスの感想を聞きたいということか。

「体型は……姉ちゃんに似てたな」

「わたしがあんな奇きっ怪かいな植物と一緒ですって!?」

　ばん、と椅子を蹴けって机に足を乗せるお姉さん。手に青せい龍りゆう刀とうが握にぎられている。取り調べに青龍刀など普通は出てこない。

「違う違う、体格！　人間のイメージの体格だって！　姉ちゃんみたいなグラマーだって言ってんだよっていうかちゃんと聞けよ！」

　逆ギレした双葉も机に足を乗せ、お姉さんとガンの飛ばし合いをする。

「どうして二人とも、ノリだけでケンカできるのかな……」

　和己は止めもせずに紅茶を飲んでいた。

「それで？　顔はわたしとどっちが美人？」

　ガンを飛ばしたままお姉さんが尋たずねる。

「うーん」

「悩むの!?」

「覚えてねえんだよ！　いいから座れ！」

　頰ほおを膨ふくらませて椅子に座るお姉さん。双葉はそのまま机の上にあぐらをかいて、記憶の糸をたぐり寄せる。

「フツーに美人だったけど……あ、でも喋しやべり方は偉えらそうだったぞ。妾わらわとか言ってたし」

「シャベリは偉そう……なるほど。お姫様系ね」

　お姉さんはノートに「高たか飛び車しや姫ひめ、ただしわたしの方が美人」と勝手に書かき連つらねている。双葉にもそれが見えたが、もうツッコまないことにした。

「それじゃ、最後」

　お姉さんはページをめくった。

「ハナ子ちゃんについて」




　和己は黙だまってお茶を飲んでいた。

　お姉さんから「何があっても口出しするな」と言われているのだ。

　いったいどこで知ったのか、お姉さんはハナ子に関して様々な質問を投げかけてきた。どのような姿に見えたか、どんなことを話したか、ハナ子の植物としての身体はどう思うか、ハナ子の性格をどう思っているか。

　双葉はその質問に、楽しそうに答えている。

　よほど楽しい時間を過ごしたのだろうと、和己は推すい測そくする。

　花と友達になれる――まるでメルヘンの世界だ。歩く人間凶きよう器きと言われている双葉が、花と遊ぶなんて、今まで想像もつかなかった。怪け我がの功こう名みようと言うべきか、装置と出会って双葉は良い経験をしたのではないかと思う。

　いや。

　考えてみれば、兎轉舎はそういう魔法のような商品を売り出す店だった。

　日常に溶け込みすぎて忘れていたが、双葉がこういう事件に巻きこまれるのも初めてではないのだ。これからもこういう変な体験をしながら成長していくのだろう。末が恐ろしい。

「ふむ」

　ペンで頭をかきながら、何か考え事をしているお姉さん。

　そして、ノートを閉じて告げた。

「双葉ちゃん、もうこの装置は使っちゃダメよ」

「なんでだよ！」

　双葉が立ち上がる。

「深入りするな、って言ったでしょ？　話を聞いてわかった。これはガーゴイル君じゃないと使いこなせないわ」

「だからなんでだよ！」

「ダメって言ったらダメ！」

　珍しくお姉さんが語調を荒らげた。そのまま席を立ち、和己の脇わきをすり抜けて店の奥に入ってゆく。

　どうしたのだろうか。和己は突然のお姉さんの言葉が理解できなかった。双葉にとって何がまずかったのだろうか。

　そう言えば、昨日ガーゴイルもそんなことを言っていたが――

「おい待てよ姉ちゃん――」

　お姉さんを追いかけようとした双葉。

　その眼前に、真っ赤なリンゴが突き出された。

　お姉さんは手にリンゴと包ほう丁ちようを持って、双葉の前に立ちはだかった。表情を消した顔で、何なに気げない動作で。

「どうしても使うって言うんなら、あなたの頭に装置を被せて――このリンゴの皮を剝むいて、真っ二つに割るわよ。直視できる？」

「え……」

　どういう意味か、和己が聞き返す前に、

「やめろよっ！」

　ものすごい速さで双葉がお姉さんの手からリンゴをひったくった。

　双葉の目め尻じりに――涙が浮かんでいた。

　本気で怒っていた。

「――ごめんなさい。やりすぎたわね」

　包丁を片づけるために、お姉さんが店の奥に戻ってゆく。

　双葉はリンゴを胸に抱きかかえたまま、お姉さんの背中を睨にらみつけていた。

　和己にも、ようやく事態がわかり始めた。

　今なら、まだメルヘンで済むのだ。
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　翌日の学校でも、双葉はベランダのサフランに水をやり、夜よ倶ぐ先生に褒ほめられた。

　そのまま平穏で騒がしい授業が進み、楽しい給食のあとは、昼休み。

　ボール係の双葉が職員室まで走り、ほかの生徒と同じくらいの早さで校庭に出る。今日はサッカーだ。金曜日は二組と対戦する日なのだ。

「おーし、双葉！　前出ろ！」

　双葉のパスが石いし田だに回り、その間に双葉はゴール前に走る。それでも小学生のサッカー、高いレベルのアシストは期待できないが、二人のコンビネーションは相手の裏をかくのが悪魔のように上う手まかった。

「トシ！」

　双葉が手招きしながら叫ぶ。

　実はこれはフェイクであり、石田が放ったパスは右サイドで鼻クソをほじくっていた藤ふじ原わら宗そう次じ郎ろうのもとへ飛んでいった。

　しかしやはり小学生。テレビで見るプロ選手のようにはいかない。石田のパスは宗次郎を大きく飛び越え、校舎脇に植えてある花か壇だんの下へ一直線に飛んでいく。植え直したコスモスが誇ほこらしげに咲いていた。

「危ねえっ！」

　ボールの軌き道どうを追って、双葉が飛び出した。五十メートル走の記録よりも速いスピードでボールを追いかけ、花壇に入る直前でダイビングキャッチした。しかしその勢いで柵さくに顔面をぶつけてしまう。

「うわ、双葉！」

「双葉ちゃん！」

　鼻血を出して倒れる双葉に、二十一人プラス観客が集まってくる。誰だれかが先生を呼びに行ったが、その前に現場の近くで生徒の縄なわ跳とびの練習につきあっていた筧かけい先生が走り寄ってきた。

「双葉ちゃん、ほら、このハンカチ使って！」

「お～……サンキュー筧センセ」

　白いボールとハンカチを真っ赤に染めて、双葉が上半身を起こした。その背中を抱きとめた筧先生が、双葉の額ひたいを手で押さえた。ひんやりと冷たく、心地ここちよかった。

「どうしたのよ、花壇の柵に突っ込むなんて」

「いやーボールが入りそうだったからさー」

「だからって突っ込んだりしたら危険じゃないの……」

　あくまで優しくたしなめる筧先生。

「でも、先生嬉うれしいわ。双葉ちゃんがそんなことするなんて」

「花にも命があるって言ったの、筧センセじゃんかよ～」

　そのおかげで傷ついた鼻を押さえながら、双葉は顎あごを上に向ける。まだ喉のどの奥で鼻血が流れていた。

　上げた視線に、裏山が映る。

　――まだ、歌ってるのかな。

「センセ、鍾しよう馗き水ずい仙せんって知ってる？」

「あらすごい、双葉ちゃんがそんな珍しい花を知ってるなんて」

「そんなに珍しいのか？」

「ってわけでもないけど……普通は彼岸花と混同しちゃうから。そっか、そろそろそんな時期だもんね。どこかで見たの？」

「――うん」

　見たどころではない。双葉は会話もしたのだ。

　ふと気になって、双葉は尋ねてみた。

「なぁセンセ。センセはなんでそんなに花を大事にするようになったんだ？」

「変なこと聞くわね」

「変か？」

「花を大事にするのは、当たり前でしょ」













　膝に乗せた双葉の額を軽く叩たたく筧先生。年輪を重ねた優しさというのだろうか、ママによく似た感触がした。

「そうね……子供の頃は単純な理由だったのよ。綺麗なものが壊こわれるのが嫌だったの。でも、きちんと育てれば花も枯れないし、植物によっては美お味いしい実をつけたりするでしょ。先生になってからも、その考えは変わらないの。大事に大事に育てれば、きっと綺麗な花を咲かせるって」

「それ、なんの話？」

「……なんでしょうね」

　筧先生は微笑んで双葉の髪の毛をなでる。

　鼻血も止まり、双葉は立ち上がる。まだクラクラするが、もうすぐ昼休みも終わってしまう。夜倶先生は筧先生と違って容よう赦しやなどしてくれない。

「サンキュ、筧センセ」

「気をつけるのよ」

　双葉は筧先生に手を振って、顔を洗うために水道場へ走った。

　少し顔が赤くなっているのは、鼻血のためだけではない。




　午後の授業中も、双葉はずっと窓の外を見ていた。

　どうしても、ハナ子のことが気になる。

　今頃、何をしているのだろうか。

　次はいつ会えるのだろうか。

　頭が、妙に軽く感じた。
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　時を同じくして、双葉の鼻血から一キロほど離れた場所。

　ハナ子が咲いている丘から百メートルほど離れた場所。

「イェース！　食べられる野草ディスカバリー！」

　ヒッシャムの目に希望の光が灯ともった。白いスーツは土で真っ黒に汚れ、頰もこけている。しかし生きるために、勢いよく地面を掘り返す。

「Ｏｏｏｏｏｏｏｏｈオ―――――――――――――――ゥ！」

　食欲は人間の三大欲求の一つだ。全すべてを忘れてヒッシャムは土をかきわけた。やがて出てきたのは、手のひらサイズのムカゴ。この花の根は、ほかの植物に比べて掘り返すのに時間がかかる。「根こん気き」という言葉の語源になったくらいだ。

　ヒッシャムはそのムカゴの根を一口で食べた。本来、ムカゴは葉についている実を食べるのだが、根も食べられることは食べられる。だが調理云うん々ぬんを問う前に、土を払うのを忘れている。一応、全て食べられる野草なのだが、これでは台なしだ。しかし飢うえているヒッシャムには関係なかった。結局そのムカゴは全部ヒッシャムの腹に収まってしまった。

「ゲフー」

　小さくゲップをして、ヒッシャムは木によりかかって座った。

　先日、ガーゴイルの前から逃亡して以来、彼はずっとこの裏山で過ごしていた。腐くさっても植物学者なので、食べるものには困らないはずだった。毒キノコにやられるまでは。

　吐はくだけ吐いて、ヒッシャムはすっかり衰すい弱じやくしていた。

「毒キノコなんて、図ず鑑かんとスーパーマリオでしか見たことなかったデース……」

　それでもヒッシャムは微笑んでいた。

　日本の植物の多様性にはヒッシャムも驚かされる。移り変わる季節に、豊かな水と土ど壌じように育はぐくまれた結果生まれた、植物を主とした食生活。本当に恵まれた国だと思う。

　ヒッシャムは自分の服に付いた土をなでる。

「エジプトも、コノくらい恵まれた土がアレバ……」

　日本が憎にくいわけではない。

　むしろ日本は好きだ。特にこの町の人たちは警けい官かんを含ふくめてみんな優しかった。食べ物は豊富で、戦争とも無縁だ。優すぐれた文化人も多く、その文化に触れることができるのは、とても幸福だった。

　あの世界最強の錬れん金きん術師は、こんな環境で生まれたのか――

「オシリス……アナタの身体は、エジプトをモットモット素敵な国に変えることがデキルのです……」

　名を呼ばれたのだと思い、オシリスの触しよく手しゆがヒッシャムの前に突き出された。

　オシリスは地面の中で回復していた。身体の一部分さえあれば、元通りになることができるのだ。今はすっかり元気になり、地中からのぞいた花と、その周りに生えた数本の触手が元気に蠢うごめいていた。

「オシリスはイイですねぇ……光と水さえあればゲンキになりマース……」

　ヒッシャムの言葉が理解できるのだろうか。

　オシリスは一本の触手を光らせると、別の触手に向けて光線を発射した。

「なっ……オシリス！」

　焼き切られたオシリスの触手が、ヒッシャムの前に転がる。腐ふ食しよく光線ではなく、ガーゴイルの熱光線と同じものだった。

「ドーシテ……」

　そしてヒッシャムは思い出す。

　――もともとオシリスは食用として開発されたものだった。豊かな食料を目指して開発された強化植物、それがオシリスなのだ。

　焼かれた触手から、蜜みつの匂においがした。

　ヒッシャムはその触手を手に取り、少しだけ舐なめてみた。するとどうだろう、自分でも造った覚えのない味がした。何種類ものフルーツをミックスした味だ。今までどうして忘れていたのか、自分でも疑問だった。

「これはデリシャス。オシリスも成長するのですネェ……スッカリ忘れてマシタ」













　ヒッシャムは感心して、オシリスの触手にかじりついた。

　少し酸すっぱかったが、とても美味だった。果汁が口いっぱいに広がり、皮まで良い歯ごたえで食べられる。これが祖国の食卓に並べば、もっと豊かで楽しい食事ができるのではないか。

「ゴチソー様でした、オシリス」

　触手を数本食べ終わる頃には、ヒッシャムはすっかり回復していた。ぱん、と両手を合わせてオシリスに頭を下げる。

　オシリスも地中で回復を続けており、あとは改良を加えて再挑戦するだけだ。

「シカシ、ガーゴイルさんはパゥワフルですからして――フツーにバトルしてもカウンターアタックでダウンしてしまいマース」

　そこでヒッシャムは考える。ガーゴイルの強さは、どこから来るものか。

　鉱物としての強さは、オシリスにはないものだ。だとすれば、硬さや鋭さを求めたところで、世界最強には太た刀ち打うちできないだろう。

　では、植物としての強さとは何か。

　――野生。

「そーデスね――それしかナイです」

　生物と無生物の違いだ。要因さえ与えれば、オシリスはいくらでも強くなれる。もっと強い環境でもっと過か酷こくに鍛きたえれば、どんな悪条件でも強く育つ植物になる。

　だが、それには時間が足りない。

　どこからか、その因いん子しを調達してくる必要がある。

　オシリスの強さはそこにある。ＤＮＡとは違う、植物の生命としての要因――因子を錬金学的に解明した、ヒッシャム独自の生命情報をオシリスに加えることによって、様々な部分を増強できるのだ。

　オシリスの栄養素も、果物や野菜の因子を組み込ませた結果だ。

　因子の零世代交配。人工生命体ホムンクルス生成の技術を改良したものだった。

「道具がアレば、因子をオシリスにダウンロードできるのデスが……それはホテルに置いてきてしまいマシタ」

　その前に、強い野生の因子を持つ植物を探さねば。

　幸い、ここは宝の山だ。

「オシリス、何かイイ植物はいないデスカ？」

　返事の代わりに、オシリスの触手が動く。




　――ガーゴイルとかいう石コロめ。妾の身体を汚した罪、必ず償つぐなわせようぞ。

　オシリスの触手は、ヒッシャムの言葉を理解していた。言葉というより、思考パターンがわかる。また自分の身体が強くなれるのだ。あの犬の石を倒せるのだ。

　――それから、あの人間ども。妾のことを「キモい」とか言うたな。

　ガーゴイルの家にいた、男か女かわからないヤツと、人間か怪獣かわからないチビ。ガーゴイルと一緒に溶かしてやる。根が枯れるまでいじめぬいてやるのだ。

　そのために、ヒッシャムは自分を強くしてくれるのだ。願ってもないチャンスなのだ。強い因子を持つ植物。それを探さねば。

　オシリスの触手が、木々をかきわけるように伸びてゆく。木たちも驚いているようだったが、外国人を見るような目だった。御ご色しき町ちようの住民は、植物まで奇き異いに順じゆん応のうしている。

　やがてオシリスの触手は、原っぱにそびえ立つ背の高い木の前で止まる。

　――もし、そこの背の高い木よ？

『はい？　私に何か用でしょうか？』

　――ふむ。良い男じゃな。

『え、えっと、その、いきなりそのようなことを言われるのは……』

　――戯ざれ言ごとぞ。本気にするでない。

『そうなんですか……それはそれで悲しい気がします……』

　――しかし背が高いのは便利じゃな。

『ええ、それはよく言われます』

　――ぬしくらい背が高ければ、この山の仲間たちを見渡すことは容易じゃな？

『ハイ、できますよ。おかげで山一番の知恵者だと勘かん違ちがいされやすいのですが……』

　――謙けん遜そんするでない。妾はぬしに問う。

『私に答えられることでしたら』

　オシリスの触手が動く。

　この山に入った時から、聞こえるのだ。

　あの力強い歌声が。自分にはない、野生の花の歌声が。

　――あの歌を歌っているのは、誰じゃ？

『ああ、彼女のことですか――』

　背の高い木に教えられ、オシリスの触手がそちらに向く。

　感じる。

　歌を奏かなでる、黄色い彼岸花。

　――あれが、妾にもあれば。

　オシリスの触手から、舌なめずりのような音がした。
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『むう。しかし得たものは大きいはずだ。そう気を落とすことはないぞ』

　吉永家の小さな庭のベンチで、鼻に絆ばん創そう膏こうを貼はった双葉が両手両足を投げ出してグッタリしていた。カバンも放り投げたままの状態で、ガーゴイルの言葉にも耳を貸さない。

　ガーゴイルも、双葉の双葉らしからぬ姿に動どう揺ようしていた。

『ハナ子とは良い関係を築いていた。しかしその能力はかりそめのもの。旅先で出会った友人だと思う他ほか無ないのだ』

　石の身体に内包されている言語を尽つくして、ガーゴイルは双葉を立ち直らせる言葉を選んでいた。慰めや応援とは無縁のはずだった最強の門番も、家族が落ちこめば別らしい。気分が優れないのはガーゴイルも同じだ。

『むう。遊びに行かないのか、双葉』

「今日は……行かねー」

　ガーゴイルにとって、かなりの強敵だった。怒った双葉や悲しむ和己などは日常的につきあっているので対処の方法も心得ているのだが、生気のない双葉というのは初めてだ。前に週刊マンガ雑誌が合がつ併ぺい号ごうだったのを知らずに本屋へ行った双葉が似たような顔をしていたが、今度のはもっとひどい。

　ママも買い物に行っており、家にいるのはガーゴイルと気の抜けた双葉だけだった。

　――やはり、我には何もできぬ。

　ガーゴイルも落ちこみそうになる。

　そのまましばらく二人で夕日を浴びていた。

「なー、ガーゴイル」

　唐とう突とつに、双葉の口だけが動いた。

『むう。なんだ双葉』

「あの装置さー。元はといえば、おまえのために改良したんだってさ」

『何なに故ゆえだ？』

「おまえ、動物と石像としか話せないだろ？」

『うむ。我は犬の石像だからな。石像に限らず、魂が宿った物体ならば意思の疎通はできるが、たしかに植物は我の範はん疇ちゆう外がいだな』

「だから植物と話せた方が、いろいろ便利なんじゃないかって、姉ちゃんが」

『ふむ』

　ガーゴイルは納得した。たしかに御色町の全てを把は握あくすることが可能といっても、森しん羅ら万ばん象しようありとあらゆる現象を微び細さいに至るまで知ることは難しい。可能だとしても、処理するのに膨ぼう大だいな時間がかかる。わからない情報は動物や石像に聞いて補おぎなってはいるが、それに植物が加われば心強い。

　しかし、ガーゴイルは考え直す。

　植物を知るということは、それら一つ一つに関かかわらなくてはならない。

　その分、吉よし永なが家けに対する注意が回らなくなったとしたら――

「おまえ、もしも植物と話せたら、どうする？」

『我ならば――』

　人間は優しい、不ふ便べんな生き物だ。

　義理人情を避けて通れぬ生き物。

　双葉は、そのせいでこうなった。

『我ならば――防犯に役立てるだろう』

　ガーゴイルは人間を守るために製造された。ならば植物は守る対象ではない。

　だが、あの装置は「植物に人格を与える物」だ。だとすれば、ハナ子は人間として認められるのか――

　双葉はガーゴイルを見て、小さく笑った。

「おまえらしいよ」

『むう』

「――なぁ、友達に会いに行っちゃいけねーのか？」

　双葉は椅子から立ち上がり、ガーゴイルをまっすぐに見た。

　どこか怯える瞳ひとみも、ガーゴイルが初めて見るものだ。

「人間だろうが、花だろうが、友達なんだよ。いいじゃねーか。誰も困らねーだろ。なんでいけないんだよ？」

　剛ごう胆たんで、どんな大男にも負けない気丈な双葉が、友達に会えないことで悩んでいる。

　それは人間らしい悩みだ。

　ガーゴイルは、双葉が羨うらやましかった。

「会って喋りたいんだよ。わかるか？」

『だが、もうあの装置は使うなと言われているだろう』

「言われてるよ！　でも使いたいんだよ！　兄貴とガーゴイル紹介するって約束してるんだよ！」

『我はもう会ったが』

　その時、ちょうどいいタイミングで和己が帰ってきた。

「ただいまガーくん、双葉ちゃん。いやー、今日は５限にマラソンで……」

　双葉がロケットのように飛び出して、和己の手を取った。

「兄貴！　今から兎轉舎に行くぞ！」

「え、ちょっと、何、まだ着替えてない――」

「うるせえ！　来いったら来い！」

『待て双葉、あの装置は使うなと……』

「言われたからなんだってんだ！」

　ガーゴイルの目の前で、双葉がジャンプした。

　子供とは思えない速度で放たれたドロップキックが、ガーゴイルの身体を門もん柱ちゆうの向こう側へ突き落とした。

「決めた！　あたしはあたしのやりたいようにやる！」

『……むう』

　苦しそうな声を出すガーゴイルだが、内心では双葉の立ち直りの早さに驚いていた。

　――やはり双葉はこうでなくてはいけない。

　ガーゴイルが石像でなければ、ニヤリと笑ったことだろう。

「行くぞ兄貴！　キレーな花に会わせてやる！」

「わかったから、わかったから着替えさせて！」

　双葉の手を振りほどいた和己は、衣服の乱れを直しながら、倒れたままのガーゴイルに尋ねた。

「……そんなに綺麗な花なの？」

『当然だ』

　ガーゴイルは、自信を持って答えた。

『古来より、友情は美しいものと相場が決まっている』
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　どばん！

　兎轉舎のカウンターに、双葉とお姉さんの手が強く叩きつけられる。

「頼む！」

「断る！」

　双葉とお姉さん、双方の意見は最初から百八十度の決けつ裂れつを見せた。これ以上ないほどの真っ二つっぷりであった。平行線と言うより線対称だ。

「まだ何も言ってねえよ！」

「聞かなくてもわかるわよ！」













　お姉さんはカウンターの中にあった――護ご身しん用ようなのだろうか――青せい龍りゆう刀とうを取り出し、その背で双葉の顎をくいっと持ち上げた。

「わかってるの？　イーハトーブ式交信装置はガーゴイル君のために改良したの。人間が使っていい代物じゃないってのは、こないだ立証されたわ。もう双葉ちゃんが被る必要はないの」

「……っざけんな！」

　青龍刀を両手ではたき落とし、双葉はカウンターの上に乗ってお姉さんの襟えり首くびを摑つかむ。

「あたしはハナ子と約束したんだ！　また会うって！　兄貴とガーゴイルを紹介するって！　吉永家の人間はなぁ、約束をてめぇの都合で破れるほどツラの皮は厚くねーんだよ！」

「こっちだって商売人としてのプライドってもんがあるのよ！　欠けつ陥かん品ひんとわかってて大事なお客様に傷を負わせることなんかできるわけないじゃない！」

「あたしとハナ子が出会えた物を、欠陥品呼ばわりすんなぁっ！」

　お姉さんが青龍刀を振った。

　風を切る音が双葉の首を薙なぐ前に、双葉は両手を離して跳とび退のいた。カウンターのギリギリ端っこに乗ったまま、双葉の跳び蹴りがお姉さんの顔面を捕らえる。そして同時に、青龍刀を捨てたお姉さんの右腕が双葉の顔面をクロスカウンターで捕らえた。

　鈍にぶい音が、兎轉舎に響き渡る。

「……っ！」

「……っっ！」

　ゆらり、と二人の身体が揺れ、そして床に倒れた。

「わぁっ、二人とも何やってるの！」

　和己が駆け寄り、とりあえず一番近くにいた双葉の身体を抱き起こす。鼻の絆創膏が破け、新たな鼻血が流れ出ている。しかしそれはお姉さんも同様で、滝のように流れる鼻血をものともせず、青龍刀を杖代わりに立ち上がる。

「イイモン持ってるじゃないの、双葉ちゃん……！」

　眼鏡が鈍く光るお姉さんは、鼻血で真っ赤に染まった口を歪ゆがませて笑う。

「お互いにな……っ！」

　和己からもらったティッシュで鼻血を拭ふきながら、双葉も立ち上がる。

　カウンターを挟はさんで睨み合う二人。またふりだしに逆戻りだと思われた、その時。

『我からも頼む』

　声に全員が振り向くと、兎轉舎の入口に犬の石像が座っていた。

『責任は我が取る。双葉の友ゆう誼ぎを無む駄だにしたくはない。我は家族を守ることしかできないが、双葉の友情が壊れるのを見過ごすことはできぬ』

「お姉さん……僕からもお願いします」

　和己が頭を下げる。

「僕も――ハナ子ちゃんとお話ししてみたいし」

「………………なんなのよ、みんなして……」

　お姉さんは青龍刀の柄つかでごりごりと頭をかいた。そして疲れたようにため息をつくと、青龍刀を捨て、カウンターの下から箱を取り出した。

「ほらっ！」

　その箱は、数日前に双葉がこの店で見た箱だった。

「持って行きなさい！　ただし今日中に返すこと！」

「姉ちゃん……！」

　双葉は箱を開けた。

　中には、今までさんざん笑われた、あの装置が入っていた。

「あとでレンタル料払ってもらうからね。覚悟しときなさい！」

「ありがとう、姉ちゃん！」

「原因作ったのはわたしだからね。これでおあいこよ」

　清すが々すがしく笑うお姉さん。

　時に厳きびしく、時に優しい錬金術師の笑顔は、鼻血で汚れまくっていた。
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　商店街を抜けて、国道沿いの道。御色町で一番大きな道であるため、色々な場所へ通じる通路でもある。車も事故も多いが、避けて通ると時間のロスが激しいのだ。ちなみにこの道で双葉は交通事故を起こしかけたことがあったが、それを救ったのは吉永家に来て間もないガーゴイルだった。

「兄貴！　早く来いったら！」

　箱を胸に抱えて、双葉はいつになく上機嫌で歩いていた。

　無理もない、と後ろで歩いている和己は思う。

　和己も友人との別れを経験したことはある。家庭の事情で御色町にいられなくなった友人たちは、みんな想い出となって和己の心のアルバムにしまってある。そしてそのアルバムのページを開くたびに後悔するのだ。もっと話しておけば良かった、もっと遊んでおけば良かった。想い出が足りない、と。

「双葉ちゃん、良かったね」

「おう！」

　元気に振り向く妹を見て、和己は考え直す。

　――そうか、双葉ちゃんは別れないために努力したんだ。

　そのあたり、兄妹の行動力の違いなのだろう。和己は心しん底そこ羨ましく思う。

「そう言えば、これ、兄貴にもつけられるのかな」

　歩きながら双葉は箱の中を見る。

　箱の中にはイーハトーブ式交信装置が入っているのだ。

　そして、和己の手には小冊子がある。装置のマニュアルだ。もしもの時のためにと、お姉さんが渡してくれた。かなり古い本なので、扱いに注意しなくては。

「姉ちゃんも改良したと思うけど――兄貴、今ここでつけてみるか？」

「つけられるわけないでしょ、そんな恥ずかしい」

「あたしはそのままガッコ行ったんだよ！」

　双葉の足が和己の脛すねを打った。

「いたぁっ！」

　足をさすりながら、先を行く妹の姿を見る。

　そうだ。あの箱にはアレが入っているのだ。花と話せる装置が。口では恥ずかしいと言っておきながら、内心、和己は胸が躍おどっていた。どんな感じなのだろう。やっぱりひとりひとり声が違うのだろうか。花はどんなことを思っているのだろうか。人間が怖くないのか。

　――いや決してこれは女め々めしい気持ちじゃなくて、僕は純じゆん粋すいに探求心からお花さんと話がしたいんだ。メルヘンなんかじゃないぞ。

「兄貴、早く来ないと置いてくぞ！」

　かなり離れた曲がり角から、双葉に呼ばれて我に返る和己。

「あ、待って双葉ちゃん！」

　和己は立ち上がり、妹を追って走る。

「そういえば小学校も久しぶりだなぁ……」

　曲がり角で手を振る妹に追いつき、和己は角の右側を見た。懐なつかしい小学校の校舎とグランドが見える。あとはこの道をまっすぐ歩けばたどり着く。目的地は裏山なので、敷地内には入らないのだが。

　ふと目をこらすと、小学校へ続く道の途中にガーゴイルが座っていた。

「あれ、ガーくん？」

　小走りにガーゴイルへ近づく和己。後ろから双葉も追ってくる。

『妙だ』

　裏山の方角を向いたまま、ガーゴイルがつぶやいた。

　ガーゴイルの視線に合わせて、裏山を見る双葉と和己。




　小学校をぐるっと周り、小一時間ほどかけて裏山を登る。三回目ともなれば双葉も慣れた足取りでスイスイ登れるのだが、モヤシッ子の和己にはキツかった。小学生の妹に劣おとる体力では、この先どうなるのか。

　背の高い木を目印に、ハナ子のいる原っぱに出る。

　そこには、先にやってきたガーゴイルが座っていた。

『……むう』

　双葉と和己がその側へ駆け寄る。

　ここにハナ子が咲いている――はずなのに。

「なんだこれ!?」

　ハナ子が咲いていた場所の土が、くり抜かれていた。

　どう見ても人じん為い的てきなものだ。誰かが掘ったのだ。だが、なぜハナ子を。まさか歌に惹ひかれたわけではないだろう。あの歌を聴けるのは双葉だけなのに。

「おい、ガーゴイル――」

　質問しようと双葉が下を見ると、ガーゴイルの両眼が輝いていた。

　戦闘態勢に入っている時の目だ。その視線はまっすぐ、ある方角を向いていた。

『……我は先に小学校へ行く』

「どうして？」

　息を切らせながら、和己。

『悲鳴が聞こえる』

「えっ？」

　和己と双葉が顔を上げ、小学校を見た。

　視線を下に戻すと、もうガーゴイルの姿は消えていた。




　御色第一小学校の校庭で、二人の人間が話し合っている。片方の肩が落ちており、もう片方がそれをなだめている様子だ。

『どうした、何事だ？』

　ガーゴイルは二人の間に割って入るように出現した。

　二人ともガーゴイルの知っている人間だった。背筋を伸ばして同どう僚りようをなだめているのは、双葉の担任、夜倶先生。落ち込んでいるのは筧先生だった。

　突然の石像の出現に驚いた筧先生が、ガーゴイルの頭に触ふれる。

「あ……あなたはどちら様？」

『我はガーゴイル。四年一組吉永双葉の家の門番である』

「いつも――双葉ちゃんが――お世話に――――――実は――」

　夜倶先生が指さしたのは、校舎脇の花壇だった。

　双葉が荒らし、守った花壇。コスモスが植えられているはずのその花壇が、今では無む惨ざんに荒らされていた。薄い紫色の花をつけるはずのコスモスは、全てがしおれて地面に倒れている。

『むう。枯れているな』

「そうなの……どうしてこんな」

　筧先生は涙ぐんでいた。

「せっかく植え直して……双葉ちゃんが守ってくれたのに……」

　鼻をすする筧先生の肩を、夜倶先生がそっと抱きしめる。気配りのできる男だった。

「変――なのです――」

『たしかに妙だ』

　そこへ、双葉と和己も駆けつけてきた。

　危険を無視してショートカットを使い、全速力で山を駆け下りてきたので、和己は死にそうな表情だ。走ってくる途中で、状況は全て把は握あくしたようだ。

「うわ、なんだこれ！　なんで枯れてるんだよ！」

　当然の双葉の疑問に答える者は誰もなかった。

　筧先生が涙を拭ぬぐいながら双葉を見る。

「双葉ちゃん……」

「あ、あたしじゃねーぞ！」

「わかってるわよ……こんなこと、誰もできないわよ」

　土を掘り返したり、花を折ったりするのならともかく、枯れさせることはできない。そもそもそんな手のこんだイタズラを誰がするというのか。

「ごめんなさい……夜倶先生も、花壇を作るの手伝ってくれたのに……」

「いいん――ですよ――――」

　双葉は驚いて夜倶先生の顔を見た。

「――――どうか――しましたか――双葉ちゃん――――？」

「い、いや……すげぇ意外」

「――フフフ――――生徒の――したことは――先生が――――責任を――とります」

　不ぶ気き味みに笑う夜倶先生を見て、双葉がなぜか震える。

「うわ、ちょっと、これ見てよ！」

　和己が近くの木を指さした。これも根元の方から腐っている。腐ふ食しよくは葉まで達していないが、時間の問題だろう。見れば、足下の雑草まで枯れていた。

『むう。いかんな――毒の可能性がある』

「そんな！」

　筧先生の顔が青ざめる。小学校を狙ねらったテロ事件が多い昨今、毒まで使う犯罪者がいるというのか。

　ところが夜倶先生は首を振って否定した。

「いえ――――毒ならば――水にも――――被害が――――でます――」

「あ、そっか」

　和己が手を打つ。

　双葉は抱えていた箱からイーハトーブ式交信装置を取り出すと、髪をほどき、なんのためらいもなく頭に被った。

　なんとかできる気がしたのだ。慣れた手つきで耳のダイヤルを調節し、大声で叫ぶ。どんな返事が返ってくるか、予想もせず。

「おい、大丈夫か！」

　一いつ拍ぱくの間ま。




『――――――けて――』




　双葉の身体が硬直する。

『和己！　双葉の装置をはずせ！』

　ガーゴイルの鬼き気き迫せまった言葉に盲もう目もく的てきに従おうとする和己。前と違い、頭を押さえて持ち上げれば装置は簡単にはずれた。装置の下の青白い顔が、和己にもたれかかってくる。

「双葉ちゃん！」

　和己は双葉の身体を抱きしめた。

　痙けい攣れんと呼べるほど強い震えが伝わってくる。

「なんだよ……なん、なんだ……う、うぇ」

　嘔おう吐と感かんがこみ上げてきたのか、双葉が口を押さえた。栄養が逃げるから吐はくのが嫌いな双葉は、気持ちごと根性で飲みこんだ。

「――なんだこれ……なんなんだよ！」

　和己の服を握にぎりしめ、叫ぶ双葉。

　装置のスピーカーから何が聞こえたのかは、容易に想像できる。

　聴いたのだ、双葉は。植物の断だん末まつ魔まの声を。

　映画やアニメで人が死ぬシーンは多く観てきたはずだが、これは別物だ。

「双葉ちゃん、落ち着いて！」

　筧先生が双葉の服を摑む。震えながら叫ぶ双葉は、落ち着いた筧先生の顔を見て、泣きそうな顔を強く戒いましめる。

「聴こえたのよね、花の悲鳴が？」

「そうだよ！　みんなすげぇ苦しんで！」

「だとしたら、まだみんな生きてるって事よ。助けられるわ」

　双葉の震えが止まった。

　――そうだ。あの植物たちは救助を求めていたのだ。

「大丈――夫――先生が――――なんとかして――みます――――」

　夜倶先生が双葉の肩に手を置く。

　いつも怪あやしげな先生だったが、この時ばかりは頼りに思った。

「……ちくしょう」

　安心したら、怒りがこみ上げてきた。拳こぶしを握りしめ、三さん白ぱく眼がんがさらに吊つり上あがる。

「誰だよ！　こんなことしたのは！」

『――奴だ』

　ガーゴイルの視線が、校庭の中央を射抜く。

　先ほどまで誰もいなかったグランドに、人影があった。




　夕日を浴びて立っている、全身が緑色の女性。




　ボディペイントでないことは遠目にも判別できる。肌より深い緑色をした、髪の毛とおぼしき部分がザワザワと揺ゆれている。全身にガーゴイルの胸きよう部ぶに似た、薄い灰色の装甲のようなものをつけており、その装甲で覆われたボディは淫いん靡びな曲線で構成されている。

　その姿を見た双葉が、思い出したように叫んだ。

「あいつ――オシリスだ！」

「オシリスって、あの植物の？」

　和己は記憶を手た繰ぐってみるが、女性と四本足植物の姿が重ならない。色だけは似ているのだが、どこをどうすればあんな形に変わるのか。

「装置が見せたオシリスの恰かつ好こうと同じだ！」

「そうだ、グラマーなお姉さんだって双葉ちゃん、兎轉舎で言ってたよね！」

　和己も思い出したようだ。

『これは成長というより進化だな。何か手段を使ったのだろう』

　ガーゴイルも感じていた。オシリスと思われる女性から発せられる敵意と、その体内に蠢うごめく、見えざる水銀の熱が。

　髪の毛に見える部分は、大量の葉だった。だとすると身体が茎、腕が触手、足は――

　オシリスがこちらに向かって歩き出した。足が上がると同時に、何かがブチブチと千切れる音がする。そして足を下ろすと、地面から何かが生えてきて足と結合する。

　あれは、根だ。オシリスの歩みに合わせて生はえたり潜もぐったりしているのだ。

『夜倶殿。筧殿を安全な場所へ』

「はい――しかし――――双葉ちゃんたちは――」

『案ずるな』

　ガーゴイルの両眼の光が強くなる。

『我の使命は吉永家の者を守ること。双葉と和己には絶対に手出しさせぬ』

「ガーゴイル……」

　双葉がガーゴイルに駆け寄ろうとする。

『双葉はそこで見ていろ』

　和己が双葉の肩を摑んだ。

　すでに、ガーゴイルは戦闘態勢に入っているのだ。

『汝を傷つけた者は、我が必ず倒す』

　ガーゴイルの両眼が瞬またたいた。




　双葉にはガーゴイルの全身が光ったように見えた。

　次いで感じたのは音で、オシリスの身体から破裂音が轟とどろいた。それが超高速でビームを放った結果だと悟さとるには、数秒の時間を要した。

　オシリスは無傷だった。腕から大量の葉を生やし、ガーゴイルの光線を防いだのだ。大量に散る葉を無視して、オシリスはまっすぐこちらに向かってくる。

　ガーゴイルがいない。

　オシリスの歩みが一瞬だけ止まり、その首が後ろを向く。

　彼女の背後に出現したガーゴイル。その身体が宙に舞った。地面から生えた巨大な根が、ガーゴイルの身体をひっくり返したのである。空中を回転しながら、それでもガーゴイルは狙いを違たがわずオシリスに光線を浴びせる。

　オシリスは表情を変えず――そもそも顔の部分は顔と認識してよいのだろうか――上空から放たれる光線を腕の葉で退よける。また数十枚の葉が散った。散ったあとはまた同じ葉が生えてくる。

　ガーゴイルが地面に落ちた。

『むう……以前より格段に強くなっているな。百ひやく色しきに似た防ぼう御ぎよ法ほうである』

　冷静に分ぶん析せきする間もなく、今度はオシリスの光線がガーゴイルを襲った。

　紫色の腐食光線を転がって回避するガーゴイル。光線を浴びた地面が黒く変色している。あれを浴びたら石の身体とてどうなるか。

「ガーゴイル！」

　たまらず、双葉が声を上げた。

『心配するな。我は無事だ』

　転がり続けながら主張するが、あまり恰好がつかない。

　またしてもグランドから巨大な根が生え、ガーゴイルの身体を地面からはじき飛ばした。彼女流の蹴りで空を飛ぶガーゴイルに、オシリスが右手を向ける。空中では回避できない。

　しかし次の瞬間、ガーゴイルはオシリスの足下に出現していた。

　葉を出すよりも早く、ガーゴイルの熱光線が至近距離からオシリスの胸を貫つらぬいた。炎を上げながら吹き飛ぶオシリス。胸に開いた二つの穴から全身に炎が燃え広がる。

「オシリス！　そのボディは捨てなサイ！」

　上から声がした。

　双葉が見上げると、学校の屋上でヒッシャムがフェンスから身を乗り出している。

「あ、あいつ！」

　立ち入り禁止のはずの屋おく上じようで、泥だらけのヒッシャムが手にしているのは、コブラ使いがよく手にしている笛ふえだった。

　ヒッシャムはその笛を勢いよく吹き鳴らす。しかし音は聞こえない。

『あの笛……人間の可か聴ちよう域いきを超えた音を出しているな。犬笛のようなものか』

　犬笛のことは、双葉も授業で夜倶先生に教わった。たしか人間には聞こえないけど、犬には聞こえる高周波の音を出す笛だ。その長い犬笛が、この場合どういう効果をもたらすのか、すぐに判明した。

　グランドの中央で燃えているはずのオシリスの身体が、ガーゴイルの眼前に出現したのである。正確には生えたと言うべきか。

『なんだと？』

　オシリスの右手がガーゴイルの胸に触れる。じわじわと腐食していくガーゴイルの身体。装甲の部分が毒々しく変色し、剝はがれ落おちてゆく。

『くっ――』

　ガーゴイルの瞳から炎が噴射される。炎はオシリスの上半身を焼き尽くしたが、今度は倒れなかった。ガーゴイルの胸に手をあてて、ニヤリと笑っている。

　オシリスは、一瞬で生え代わったのだ。

　燃えた自分の身体を瞬時に捨て、根の部分を切り離して別の場所に移動し、新しく身体を作る。今度はヒッシャムの怪しげな薬もない。では、どこからその力を得ているのか――

「あ、うわああっ！」

　和己の声に、双葉も後ろを見た。

「うわっ！」

　花壇の花がさらに枯れている。雑草が黒くなっている。和己が触れた木も幹の中ほどまでが腐っていた。これで花を枯れさせたのは、誰の仕し業わざかはっきりとわかった。オシリスが身体を作るのに必要な養分をどこから手に入れたのかもわかった。

　しかしガーゴイルはオシリスの手によって溶かされ始めている。

「ガーくん、ピンチかも……」

「んなこたぁ見りゃわかんだろ！」

　双葉の手が自然に握りしめられる。

　ガーゴイルは吉永家の門番だ。自分たちを守るのが仕事だ。今までも守ってくれた。双葉が植物と会話ができて浮かれているときも、ガーゴイルは静かに見守ってくれた。

「ガーゴイル……」

『我なら問題ない』

　涼しいガーゴイルの声は、双葉に向けられたものだった。

『これが我の役目だ。双葉と和己を守ること――ようやく、役に立てるのだ』

　オシリスは、身体に火がついているのもお構かまいなしにガーゴイルを溶かしている。すでに胸部装甲のほとんどが腐り落ちていた。毒性も強化されている。ガーゴイルも火力を上げているのだが、オシリスが離れない。

「カッコつけてる場合かよ……！」

　焦る双葉の視界に、投げ捨てられたイーハトーブ式交信装置が入る。




　ガーゴイルの胸にオシリスの体液が浸食してくる。

『むぅ……』

　逃のがれられるものならば逃れたいのだが、オシリスの爪つめががっちりと食いこんでいる。さらに爪から伸びた根が石に貼はりつき、剝がれない。オシリスの身体は未いまだ燃えているというのに。

　今まで出会った敵は、音波や熱波でガーゴイルを破壊しようと策さくを弄ろうしてきたが、今度の敵は違う。ガーゴイルを内側から壊すつもりなのだ。

　オシリスの笑みが濃くなる。植物が笑うと思うと不気味な現象だが、ガーゴイルには怒りを誘う行動でしかなかった。

『このままでは――』

　――吉永家を守れなくなる。

『おおおおおおおおおっ！』

　ガーゴイルの炎が、光線に変化した。

　真下に放った光線が地面で爆発し、ガーゴイルとオシリス、共々吹き飛ばす。

　オシリスの爪と根がちぎれ飛び、その影響で爪に残ったガーゴイルの胸がボロボロと崩れてゆく。爆発にあおられ、地面に叩きつけられたガーゴイルは、すぐにオシリスの足に向けて光線を発射した。

　オシリスの葉が弾はじけた。茎が折れ、根の部分に火がついた。

　炎上するオシリスの身体を、倒れたままのガーゴイルがさらに光線で吹き飛ばした。

　燃え尽きたオシリスの身体が二体。すぐに三体目のオシリスが地面から生えてきた。最初と同じように元気な姿で、両腕に紫色の光を宿しながら。

「キリがないよ……！」

　和己の声も焦っている。このまま戦いを続けたら、ガーゴイルは確実に負ける。なぜならガーゴイルは一体しかいないのだから。

「……くそっ！」

　何を思ったのか、双葉はイーハトーブ式交信装置を摑んでグランドへ飛び出した。

「双葉ちゃん！　何やってるの！」

「おいオシリス！　聞け！」

　装置のチャンネルをオシリスに合わせ、双葉が怒鳴る。

「おまえ、なんでこんなことするんだよ！」

『なんじゃ、ぬしは？』

　オシリスが双葉の方を向いた。

「おまえ植物なんだろ！　だったらなんでほかの植物に迷惑かけんだよ!?」

　オシリスは蔑さげすむような顔で双葉を見み下おろしていた。

『双葉！　来てはいかん！』

「植物が苦しんでるんだぞ！　おまえのせいで！　ヒッシャムに命令されたからって、そんなことするなよ！」

『命令？　……妾に命令する者なぞおらぬ』

　苦笑するような声は、オシリスのものだ。

『これは妾の恨うらみじゃ……ガーゴイルへのな……』

　右手を前に出すオシリス。

　手が伸びる先に、双葉がいた。

『ぬしも、妾のことをキモいとかぬかしおったな……』

「あ、聞いてた？」

　双葉の足が止まり、引きつった笑いが生まれる。

「いやそれは悪かったって！　今はカッコイイぞ！」

『……本当か？』

「ほんとほんとほんと！」

『ふむ。そうか……』

　微笑ほほえむオシリス。

『だが、それとこれとは別じゃ。あの犬は、妾の大切な身体を燃やした……その落とし前をつけさせるのじゃ！』

　オシリスの右手が赤く光る。

『双葉！』

　ガーゴイルの両眼が輝くが、その前に地面から巨大な根がアッパーカットのように突き上げ、石の身体が天空に吹き飛ばされる。

『ぬしも…………邪魔じゃ！』

　オシリスの右手から、赤い熱光線が発射された。

　その時だった。




『――双葉ちゃん！』




　視界が光に包まれる直前、双葉は確かにその声を聞いた。

　オシリスの中から、確かに聞いた。

「……ハナ子？」













　光線が、双葉の頭に命中した。

　宙に浮いた双葉を、全員が見た。





























　時刻は五時五十分。

　夕暮れが抵てい抗こうをやめ、夜が迫ってくる。




　ガーゴイルの怒りが沸ふつ点てんを超えた。

　双ふた葉ばの身体からだが地面につく前に、ガーゴイルが空中で光線を放はなった。赤黒い光線がオシリスに突き刺さると、オシリスの身体が四し散さんした。弾はじけるオシリスの身体が、空中でさらに爆発する。オシリスの破片に、ガーゴイルが連続で光線を叩たたきこむ。グランドが爆炎に呑のみこまれ、熱風が吹き荒れた。

『双葉！』

　そんな風景も無視して、ガーゴイルが叫ぶ。

　オシリスの熱光線を正面から受けた双葉が、グランドに倒れた。

　そして、

「いってぇ！　あっちぃ！」

　頭を押さえて飛び上がった。炎から逃のがれて走り回る。あの様子からするに、ほぼ無傷に近い。光線の当たり所が良かったのだ。ガーゴイルの光線でも破壊できない硬かたさを持った装置が、偶然とはいえ双葉の命を救ったのである。

「オシリス！」

　今までにない真剣な声で、屋おく上じようからヒッシャムが叫んだ。

「アグレッシヴガール！　ダージョーブですカー!?」

「おー、だーじょーぶだぞ」

　元気に手を振る双葉を見て、ヒッシャムは心から安あん堵どした様子だった。

「申し訳ナッシング！　アナタを傷つけるつもりはナカッタのデース！」

　しかしどう言いい繕つくろっても、オシリスが双葉を明確に狙ねらったのは事実だ。

　ヒッシャムが笛を吹く。すると、四体目のオシリスの頭が地面から生はえた。また再生するつもりなのか。

　ところがオシリスは頭だけのまま、いつまでたっても埋まっていた。

「オシリス！　カンケーない人を傷つけろと命令した覚えはアリマセンよ！　狙うのはガーゴイルさんだけデス！」

　ヒッシャムの怒声にオシリスが顔をしかめる。露ろ骨こつに反抗している表情だ。

　するとヒッシャムは笛をちらつかせて、

「言うことキカナイなら、もう笛は吹きまセンよ！」

　オシリスの表情が劇的に変わった。驚いたように赤くなり、次いで青ざめて首を振る。

「いーでしょう。さぁ、フッカツしなサーイ！」

　ヒッシャムがまた笛を吹いた。

　首だけだったオシリスの全身が地面から出現する。また元通りだ。同時に、また花か壇だんの花が枯れてゆく。木の腐食は枝にまで達している。

『ふむ。あの笛に再生の秘密があるようだな』

「なんかバレバレって感じだな」

　ガーゴイルの言葉に双葉が同意する。

「アイヤー！　なぜワカッタのデスか!?」

　開いた口に手を入れて怯おびえるヒッシャム。これが全すべて演技だったら大したものだが、ヒッシャムの馬鹿さ加減は吉よし永なが家けの皆が知っている。

　ガーゴイルの光線が屋上に向けて放たれた。

「ノォ！」

　逃げ出すヒッシャム。光線は屋上のフェンスに当たって霧む散さんした。

　すぐに第二撃を放とうとしたのだが、

『させぬわ！』

　オシリスの光線がガーゴイルを襲った。腐ふ食しよく光線がガーゴイルに当たる寸前、ガーゴイルの目の前に光の壁が出現する。光線は壁で飛び散り、グランドを黒く汚す。ヒッシャムはその間に見えなくなってしまう。

『むう……あの笛さえ壊せば良いのだが……』

　オシリスが邪魔をしてくる。あの腐食光線を無視して、ヒッシャムの手から笛を奪うばい取ることは難しい。なんとか同時に攻略できる方法はないものか――

　ガーゴイルが思案していると、目の前に小さな影が躍おどり出でた。




「やめろ！」

　ガーゴイルとオシリスの間に立ちはだかるのは、装置をかぶった双葉。

『双葉？』

『なんじゃ……いい加減にせい』

　双葉はオシリスの方を向いて、装置のチャンネルをいじっている。

『双葉、どけ。汝なんじも危険だ』

『その通りじゃ。童わつぱは下がっておれ』

「うるせぇ！　ガーゴイルも攻撃すんな！」

　双葉の目がオシリスを上から下まで見回す。葉のような髪の毛。緑色の肌。木のような装甲。

「……聞こえたんだよ、ハナ子の声が」

『なんだと？』

　双葉が光線に打たれる寸前、オシリスの中から聞こえた声。

　聞き違うはずがない。

「おいオシリス！　おまえハナ子をどうした!?」

『ハナ子とは、誰だれぞ？』

「鍾しよう馗き水ずい仙せん――黄色い彼ひ岸がん花ばなだよ！」

『ああ、あの歌の上う手まい。あれはもう妾わらわじゃ。あの花の強さは、妾が手中にある……』

「……んだと？」

　オシリスが微笑ほほえむ。その両手から数本の触手が生え出した。腕と同じ太さの触手が、見えざる水銀の光を放ちながら、双葉に近づいてくる。

『この国の花は良いのう。強く、美しく……だから手に入れたのじゃ。妾も見違えたじゃろう？』

『双葉！　その者から離れろ！』

　双葉の危険を察知したガーゴイルが光線を放とうとするが、射線上に双葉がいる。もしもオシリスに命中させたとしても、双葉まで巻きこんでしまう。

　一本の、光る触しよく手しゆが双葉に触ふれようとする。

『――やめてですっ！』

　オシリスから声がした。

　触手は双葉に触れなかった。双葉の眼前で逡しゆん巡じゆんするように蠢うごめいていた。

　今の声は――

「ハナ子か？」

『なんじゃ……なぜ、動かないのじゃ……？』

　オシリスが不思議そうな顔で自分の触手を見る。

　やはり、いるのだ。オシリスの中に。

「ハナ子！　そこにいるんだな！」

『双葉ちゃん……ふたばちゃん………………』

　確信する。ハナ子だ。

　この泣き声は。




『……いやです…………いや……お友達を……いじめないでです……双葉ちゃんを……いじめないでくださいです………いやです………………』




　ガーゴイルがオシリスの背後に出現する。

『双葉、退さがるのだ。オシリスを倒す』

「やめろ！　こいつの中にハナ子がいるんだ！」

『むう……しかし』

「やめろったらやめろ！」

　オシリスを背にして、双葉が両手を広げる。図はからずもガーゴイルと対たい峙じする形となった双葉は、オシリス――ハナ子の嗚お咽えつを背に受け続けていた。

『その者はハナ子ではない』

「ハナ子でもあるんだよ！」

『しかし敵だ。汝を脅おびやかす、敵だ』

　双葉がオシリスに振り向く。人間型植物のオシリス。どこをどう見てもハナ子ではないが、今でも声が聞こえているのだ。

『……いやです………………もういやなんです……』

『なんだか知らぬが好機のようじゃな……』

　ハナ子とオシリスの声が重なって聞こえる。

　すンリスの触手が、双葉の頭上で輝いた。触手から発せられるのは、紫色の腐食光線。ガーゴイルの汚れた胸きよう部ぶを穿うがち、さらに浸しん食しよくを広げる。

「やめろ！　ハナ子もやめろ！」

『何度も妾に言わすな……ハナ子ではないと言うておろうが？』

　光線を撃った触手が双葉の頭でポンポンと跳ねる。攻撃以外の動作はオシリスの自由になるようだ。

『双葉……！』

　ガーゴイルの両眼の光が、輝きを失い始める。
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「ナンだかわかりまセンが、チャンスデース！　オシリス、やってしまいなサイ！」

　学校の屋上のフェンスにしがみつきながら、ヒッシャムが熱弁している。それでもガーゴイルの攻撃を恐れて、いつでも逃げ出せる体勢を取っているのが情けない。

「コノ笛があるかぎり、何度でも蘇よみがえらせマスヨー！」

「ふうん、やっぱり秘密はその笛なんだ」

　ヒッシャムの背後から声がした。

「誰デス!?」

　振り向くと、さっきまで双葉の後ろで震ふるえていたはずの吉永家の長男――和かず己みが屋上のドアから顔を見せている。片手で扉を押さえて、息を切らしていた。

「じゃあ、その笛を奪うばえばガーくんも互ご角かくに戦えるんですね？」

「イェース！　いや違いマス！　そんなことありまセン！」

「……ホントに噓うそが下へ手たなんですね」

　後ろ手に笛を隠すヒッシャムを見て、和己が苦笑する。

「ガーくんも忙しいし……僕がその笛を取り上げれば、楽になるかも」

「仕方ナイ――そこまで知られてしまっては、ワタシも笛を奪われるワケにはイキマセン！」

　ヒッシャムの表情が真ま面じ目めになった。拳を握りしめ、脇わきに構えている。しかし腰が引けているのがどうにも恰好がつかない。

　それでも臆病な和己はビックリして、扉を半分閉めて顔だけ見せた状態になる。

「あの、僕ケンカ苦手なんですけど」

「ワタシも苦手デース！　でも、オシリスのためデース！」

「……そうですね」

　何かを決意したのか、和己が扉を開いた。

「ケンカはイヤだけど、僕もガーくんのために笛をもらいます！」

　屋上に現れる和己。

　その手にはモップが握られていた。しかも先の部分が金具だ。

「チョト待ってくだサーイ！　それリーチに差がありませんか!?」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！」

　モップを構えた和己が、ヒッシャムに殴なぐりかかった。

「ノゥ！　ウ、ウェポンは……！」

　ヒッシャムは辺あたりを見回すが、モップに太た刀ち打うちできる長い棒など落ちていない。

　戸惑うヒッシャムの頭めがけて、和己のモップが唸うなりを上げて振り下ろされた。

「もうコレしかアリマセン！」

　モップが硬い物にぶつかって遮さえぎられた。

　ヒッシャムが構えているのは、ターゲットであるはずの笛。

「噓っ！　ていうかいいの!?」

　叫さけびながら和己にタックルをぶちかます。押し返された和己が、今度は横にモップを振る。ヒッシャムの胴どうにモップの金具の部分が入り、しかしヒッシャムはくの字に腰を曲げながらモップの柄えを握にぎりしめた。

「キェーッ！」

　柄を握っていない右手に持った笛で、和己の頭を殴りつける。

「うあああっ！」

　いつもなら、このくらいでひるんで降こう参さんする和己だったが――今度は違った。和己もモップを握りしめ、ヒッシャムの顔面に頭ず突つきする。たまらず両手を離して顔面を押さえるヒッシャム。

「守るんだ――今度は、僕がガーくんを守るんだ！」

　和己もモップを放り捨て、素手でヒッシャムに殴りかかった。ヒッシャムも和己の服を摑つかみ、そのまま地面に倒れて揉もみ合あいになる。

　女みたいな高校生と、痩やせこけた植物学者。筋力も体力も最低レベルだ。ガーゴイルとオシリスに比べれば、これほどひ弱な争いもないだろうが、それでもこの戦いが戦局を左右すると信じているのだ。

　転がりながら、相手の上になって殴りつける。そんなやりとりが数回続いた。どちらも唇くちびるが切れ、服が破け、身体の至る所から血が流れていた。

「わああああっ！」

「オォォォォッ！」

　マウントポジションで互いの顔を殴り合う二人。

　素人しろうと同士なので、このまま続ければスタミナ切れでどちらも倒れるだろう。

　だが、もう一度転がり合った時、事態は大きく動いた。

　下になったヒッシャムの手に、捨てたはずの笛が触れたのだ。

「シメタ！」

　笛を拾い、馬乗りになった和己の腹を突く。

「うっ！」

　鳩みぞ尾おちに衝撃を受け、和己の動きが止まる。ヒッシャムは笛で和己の頭を殴り、その隙すきにマウントから離脱した。

　頭を押さえてうずくまる和己を見下ろすヒッシャム。

「勝負アリ、ノーマーシー！」

　ヒッシャムが笛を振り上げる。

　和己は両腕で頭をかばった。

　腕ごと粉ふん砕さいするつもりで、ヒッシャムが笛を振り下ろす！

　ぼきっ。

　鈍い音が和己の身体を伝う。

　腕が折れた、そう思った。

「……あれ？」

　和己は目を開ける。思ったほど痛くなかった。

　ヒッシャムも、意外な手て応ごたえに目を丸くしている。

　こぉん、こん、こんこんこん……。

　軽い音に二人が横を見ると、折れた笛の先端が転がっていた。

「あ」

「ア」
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　校庭では、いまだ睨にらみ合あいが続いている。周囲は完全に暗くなり、十メートルほどの距離でも、ガーゴイルの瞳ひとみの輝きしか見えない。

『ぬし……邪魔じゃと言うのが聞こえぬか』

「うるせぇ！　今取りこみ中だ！」

　かったるそうなオシリスを怒鳴りつける双葉。そう、今は戦いどころではない。

「ガーゴイル――てめぇ、これ以上ハナ子を傷つけたら許さねえぞ」

　オシリスの中には、どういう理由か知らないが、ハナ子がいるのだ。バカな男子ならともかく、か弱い友達を傷つけることなど、双葉にはできない。

　しかしガーゴイルの気持ちも、双葉は充分にわかっているつもりだ。

　――あいつは、あたしを傷つけた敵を倒そうとしているんだ。

　だが、ハナ子の声がオシリスを傷つけることを許してくれない。

『双葉。それはハナ子ではない。ハナ子を取り込んだ敵だ』

「そんなことわかってんだよ！」

　頭の装置のせいだ。

　植物の言葉が理解できるからだ。

「だけど……ハナ子が……声が聞こえるんだよ」

『ならば頭の装置をはずせ』

「もう遅おせぇよ！」

　イーハトーブ式交信装置を抱かかえこむ双葉。

　この装置は、こんなところでも双葉を傷つける。

「あたしの前で植物が傷つくのは、もう嫌なんだよ！」

『そうやって、汝は全ての植物を守るつもりか』

「!?」

『ハナ子を想う気持ちは理解できるつもりだ。汝が命を慈いつくしむ気持ちは称しよう賛さんに値あたいする。だが汝の行動は間違っている』

　ガーゴイルは、はっきりと言った。

『その装置は人間に害悪しかもたらさぬ。植物と意思の疎そ通つうができること、それは人間と植物を同列に扱うことだ』

「それの何がいけないってんだ！」

『言葉が通じることによって、人間は対象に人格を見いだす。同じ考えが相手にも通じるのではないかと考えてしまう。しかしそれは人間の奢おごりだ。双葉よ、汝は自分の身体が地面から生え、一生その地で生き続けることが理解できるのか？』

「そりゃ……」

　双葉は答えられない。

『植物が人間より下等な生物だとは言わぬ。だがその生命は異質なものだ。人間は植物との意思疎通が不可能だからこそ、穀こく物もつを食べ、家か屋おくを造り、文明を発達させてきたのだ。我や汝の生活は、植物の犠ぎ牲せいの上に成り立っていることくらい、理解できるだろう』

　――わたし達はほかの動物に食べられることで、世界を保たもってるのです。

　ハナ子は、たしかにそう言った。

「だけど……ハナ子は、友達なんだぞ」

　オシリスはその場に生えたまま、動こうとしない。
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　屋上では二人の男が大の字になって寝ころんでいた。側には真っ二つになった笛が落ちている。

　もう日は落ちており、近いところに瞬またたく星が数えられた。

「……で、結局、あの笛はなんなんです？」

　切れた唇に気をつけながら和己が尋ねる。

「イタタ……あの笛は、オシリスの再生装置のヨーなものデス」

「いやそれはわかってるんですけど」

　ヒッシャムはムムムと唸りながら、どこから話せばいいのか悩んでいる。が、結局最初から話すことにした。

「オシリスには優れた回復能力がありマース。これはドゥユーノゥ？」

「はい、見ればわかります」

「今のオシリスは、ホントーにすごい回復能力持ってマース。自分の身体で万能薬パナケアを精製することが可能になったのデース。どんな状態からも復活できマース」

「それって最強じゃないですか！　……あいたた」

　思わず和己が起きあがって、痛みに身をよじる。せっかく起きあがったのだからと、身体を引きずってフェンスに背中を預けて座ることにした。

「ところがソーでもないのデス」

「え？」

「こんな話を知ってマスか？　自分の身体の新しん陳ちん代たい謝しやをパワーアップさせた科学者が、ブヨブヨと膨ふくらんで、醜みにくい肉にく塊かいになってドカーン！　という話デス」

「気持ち悪いですね……」

「生物の細胞は、決められた数だけ生まれると同時に、決められた数だけ死ななくてはなりまセーン。これアポトーシスと言いマース。オシリスの回復力は、チョット行き過ぎまシタ。だから、必要なトキにだけ回復できるようにするのが、この笛だったのです」

　ヒッシャムも起きあがり、名残なごり惜おしそうに折れた笛の半分を抱く。

　その笛を指さして、和己が問う。

「笛で、どうやって？」

「条件付けデース。体内で万能薬を精製したら、笛を吹くようにしマース。これを繰り返すことによって、笛の音が聞こえたら万能薬を作るヨーになりマース。さらに繰り返せば、笛の音が聞こえないと万能薬が作れなくなりマース。イワンの犬デース」

「パブロフですよね……」

「本名はイワン・ペトロヴィッチ・パブロフと言いマース」

「わざわざファーストネームで言わなくたって……」

　和己のツッコミには答えず、ヒッシャムは笛を放り投げた。フェンスに当たって、かちん、と音がする。

「もう、これでオシリスは再生できまセーン。ひょっとしたら本能で蘇よみがえるかも知れまセンが……」

「いいじゃないですか。これで五分と五分ですよ」

「はい……」

　しょんぼりと肩を落とすヒッシャム。

「でも、あんな短期間で、どうやって強くしたんですか？」

「研究に研究を重ねたケッカ、ワタシはオシリスにほかの植物の強さを移植スル方法を思いついたのデース。日本は強い植物イッパーイありマシタ」

「それで、ハナ子ちゃんを？」

「ハナ子ちゃん？」

「黄色い彼岸花ですよ」

「ああ……あれデスカ。あれはサイキョーの花でした……オシリスの強さのほとんどは、あの花からもらったも同然デス」

「ヒッシャムさん！」

　突然、和己がヒッシャムの上にのしかかってきた。

「ノゥ！　もう殴らないでくだサーイ！」

「答えてください！　ハナ子ちゃんをどうしたんですか!?　オシリスを強くする方法って、どんななんですか!?」

「オ、オシリスは、花の因子で強くなりマース！　ＤＮＡの錬れん金きん術バージョンみたいなものデス！　強い植物の因子を調べて、オシリスにダウンロードするのデース！」

「ダウンロードってことは、ハナ子ちゃんは無事なんですか!?」

「ワタシは植物学者です！　むやみに花を傷つけたりしまセン！」

　逆ギレするヒッシャムに、和己がさらに顔を近づける。

「オシリスはほかの植物から養分を奪うばったじゃないですか！」

「あれはオシリスの独断なのデス！　多分、ソッチの方が楽に万能薬を精製できるのデス！　あとでキツく言っておきます！」

「それでハナ子ちゃんは!?」

「裏山のプレハブで眠ってもらってマスよ！」

　それだけ聞ければ充分だ。どんな手段でハナ子を使ったのか、学術的なことは和己にはわからないが、とにかくハナ子は無事なのだ。

　そして、ダウンロード――つまり必要なデータだけをもらったオシリスは、ハナ子じゃない！

　和己はフェンスまで走り、ありったけの声で叫んだ。

「双葉ちゃん！」
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　上から兄に呼ばれた気がして、双葉は屋上を見上げた。

「笛は壊したよ！　オシリスはもう復活しない！」

「兄貴！」

　遠目にもよくわかる。ボロボロじゃないか。

「何やってんだよ兄貴！」

「双葉ちゃんよく聞いて！　そいつはハナ子ちゃんじゃない！」

「何ぃ!?」

「ハナ子ちゃんのデータをもらっただけなんだ！　ハナ子ちゃんの本体は、別の場所で無事なんだって！」

　オシリスはつまらなそうな顔で、触手を動かしている。

『バレてしもうたか……何をやっているのだか……』

「でも――オシリス、おまえハナ子の声出すじゃねーかよ……」

『情報の整理がまだおぼつかないからのう、人格のバラツキが出るのじゃ……なんと言うたか。多重人格というのか？　ビリー・ミリガンなる者ぞ』

『汝は人ではない』

　ガーゴイルが静かに告げる。

『ホホホホホホホ！　上手いことを言う……犬風ふ情ぜいが』

『冗じよう談だんのつもりはない。汝は植物だ。双葉よ、これでオシリスは汝の友でないことが証明された。それでも守るつもりか？』

　双葉は迷った。

　だが、友達でないから守らない、という考え方はできない――

「どんな植物にだって――命はあるだろ」

『双葉。意地だけで主張するな』

「意地じゃねえよ！　植物の命を守って、何が悪いんだよ！」

『オシリスは、その植物の命を脅おびやかす存在なのだぞ』

「あ――」

　傷ついた花壇の花たち。

　記憶の中の悲鳴が蘇る。

『双葉ちゃん……』

　ハナ子の声で、オシリスが呼んだ。

　双葉が振り返る。

　そのため、対応が一瞬遅れた。

　オシリスの触手が、双葉の胴をグルグル巻きにして摑つかみ上あげた。植物とは思えない力で双葉を締しめ上あげ、持ち上げる。

『双葉！』

『ホホ、良い盾たてを手に入れた……』

　視界がぶれる。遊園地のアトラクションのような気分。ただし、ベルトがきつすぎる。痛いというよりも、気持ち悪い。

「ガ、ガーゴイル……！」

　名前を呼んだのは、助けを求めるためか。

　それとも手出しをするな、と言うためか。

『枯れるが良い、ガーゴイル！』

　残ったオシリスの触手から光線が同時に発射され、その全てをガーゴイルはまともに受けた。肩が溶け始め、装甲は完全に変色して使い物にならなくなっている。

『――そこだ』

　瞳から発せられる二本の光線。

　双葉を捕とらえているオシリスの触手を根元から引きちぎった。




　熱い風が身体を通り抜けていく感じがした。

　浮遊感を覚えた次の瞬間には、双葉は尻しり餅もちをついていた。

『双葉、我の後ろに来い』

「お、おう」

　身体に巻きついていたオシリスの触手をはずし、ガーゴイルの後ろへ回り込む双葉。ジャンパーについたオシリスの体液から、甘い匂においがした。

　ガーゴイルの身体は、酸さん性せい雨うを浴あびた石像のようだった。

「おまえ……」

　その時、誰がスイッチを入れたのか、校庭の照明が一いつ斉せいに灯ともった。

　ガーゴイルとオシリス、そして双葉がライトアップされる。さながら三人だけの劇場のように。

『あれが、汝の守ろうとしたものだ』

　双葉は顔を上げる。

　そこには肩口を焼き切られ、もがき苦しむ植物の姿があった。双葉を人ひと質じちに取り、植物の養分を吸い取り、家族を溶かそうとする、ハナ子の声をした――強化植物てき。

『双葉――我はちっぽけな存在だ』

　唐とう突とつに、ガーゴイルがそんなことを言う。

　穏おだやかな声だ。毎日聞いている、家族の声だ。

『一家と町を守るのが精一杯の、ただの石像だ。人間の心も理解できぬ。植物と話もできぬ。泥どろ棒ぼうと客の区別もつかぬ。ママ殿の料理の味も知らぬ。双葉の神経を逆さかなですることしか口にできぬ』

「――ガーゴイル」

『しかし、我は心に決めていることがある』

　満まん身しん創そう痍いの状態で、なお、ガーゴイルの口く調ちようは変わらなかった。




『――我は、我が守りたい者を守る』




　その言葉は、光線のように双葉の心に突き刺さった。

『人間、植物、善人、悪人、そのような区別はなんの意味もない。怪かい盗とう百ひやく色しきは悪人だが、吉永家の友人だ。区別にとらわれず、双葉も守りたい者を守ればよい。ハナ子もオシリスも、どちらも植物だが、内実は違う』

　ガーゴイルは、ずっと双葉を説得してきたのだ。

　装置を身につけ、初めてハナ子と出会った時から。

　植物のことが理解できないから、あんな事を言ったのだと思っていた。でも本当は違う。ガーゴイルは、最初から双葉のことしか考えていなかった。双葉の身を最優先に考えていたのだ。

　間違った価値観を植えつけないために、ずっと。

『――そこで問う。双葉が守りたい者は、植物か、ハナ子か？』

　――ハナ子だ。

　双葉の目が、いつもの凶きよう悪あくな三さん白ぱく眼がんに戻る。

　迷いのない、まっすぐな目だ。

『そしてさらに問う。あの者はハナ子か？』

　もう、双葉にもわかる。

　――ハナ子は、あんなヤツじゃない！

　ガーゴイルになんと言うべきか、双葉は迷う。

　ごめん。ありがとう。助けて。

　――違う、あたしらしくない。

　これが、一番しっくりきた。

「………………ガーゴイル」

　オシリスを指さし、双葉は叫ぶ。

「――やっちまえ！」

『――心得た』
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　もう邪じや魔まする気はない。

　双葉は校舎まで走り、ガーゴイルの戦いを静観することにした。

　イーハトーブ式交信装置をはずし、クリアになった視界で校庭を眺ながめる。

『我ならまだしも、ほかの植物を傷つけた罪は重い』

『黙れ……妾の美しい身体に優先するものなど存在しない……！』

　ガーゴイルの双そう眸ぼうから、光線が発射された。ガーゴイルが光ると同時に、オシリスの右手から無数の葉が生え、全身を覆った。葉に邪魔されてガーゴイルの光線はオシリスに当たらない。

『怒りで防ぼう御ぎよ力りよくが増しているか。厄やつ介かいだな』

　平然と分析するガーゴイル。

『ならば、文字通り根こそぎ潰つぶすか。たしか双葉が好きな人ロ型ボ兵ツ器トはこんな技を持っていたな』

　オシリスの身体から無数の触手が生える。その全てが見えざる水銀の光を放ち、ガーゴイルに獰どう猛もうな怒りをぶつけようと蠢いている。

　オシリスの触手が光った。

『ガァァァァゴイルゥゥゥゥゥゥゥ！』

　ガーゴイルの両眼が光った。

『効きかぬ』

　触手から放たれた光のシャワーは、ガーゴイルが出現させた光によって阻はばまれた。それはガーゴイルの真上を頂点とした三さん角かく錐すいだった。見えざる水銀の光とは違う、水のように透明な輝きを持った鏃やじり。

『吉永家の者に手を出すなと言ったはずだ。汝はそれでも双葉を人質に取った』

　三角錐が、ガーゴイルを中心に回転を始めた。

　高速で回転するその姿は――




「ド、ドリル――？」




　なぜか知らないが、双葉の心にアツいものが湧わき上あがってくる。

　いや、違う。ガーゴイルのドリルが本当に熱を放っているのだ。

　光のドリルを身にまとい、ガーゴイルの身体が宙に浮く。そしてガーゴイルの頭がぐるりと下を向く。ドリルもそれにならって方向を真下に変える。

『怒っているのは、汝だけではない』

　ガーゴイルが地面に消えた。

　そう思ったのもつかのま、ものすごい地震が足下を揺らした。ガーゴイルが地中を掘くつ削さくしているのだ。オシリスの周囲が盛り上がり、地面から巨大な根がいくつも飛び出してくる。

『きゃああああああっっっ！』

　地中に伸びる根を直接傷つけられたオシリスは両手で顔を押さえ、触手を自らの光線で引きちぎり、葉や根をよじらせて、絶ぜつ叫きようした。

　そしてガーゴイルが地中から飛び上がる。

　土を弾く光のドリルをまとい、空高く舞い上がるガーゴイル。空を飛べるのはドリルの勢いか、光の成分か、ガーゴイルの能力か。

　ガーゴイルが逆さまになる。

　ドリルの真下に、オシリスがいる。

『――覚悟せよ』

　光の三角錐が、まっすぐ落下した。













　花を、葉を、茎くきを、根を、触手を、オシリスの全てを巻きこんだドリルが地面に潜もぐってゆく。断だん末まつ魔まと共に四し散さんするオシリスの身体は、ドリルが放つ光によって欠片かけらに至るまで燃やし尽くされていた。

　もう一度地面から出てきたドリルのガーゴイルは、空中でピタリと静止する。

『灰となり、肥料となって償つぐなうがよい』

　もはや聞こえない相手に向けて、ガーゴイルが締めくくった。

　光のドリルが消え、ガーゴイルの身体が穴だらけの校庭に落下した。
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「オシリス！　オシリース！」

　フェンスから落ちそうなほど身を乗り出すヒッシャムを、和己が必死に押さえつける。羽は交がい締じめにしてフェンスから引きはがすと、投げ飛ばすようにして屋上の床に転がした。

『汝の負けだ』

　いつのまにか、屋上にガーゴイルが座っていた。ドリルのせいか、身体から煙が立っている。

　ヒッシャムは荒い息のまま、その場に座り込んだ。

　彼はガーゴイルへの敗北を認めてしまっていた。それは自分が最強の錬金術師でないことの証明であり、オシリスが祖国に幸福をもたらすには不完全であることの証明でもあった。

「フフフ……フフフフ……さすがは世界最強の門番デース。見えざる水銀だけでなく、触れざる硫黄まで使いこなすトハ……ワタシのやり方では、まだまだアナタを倒すのに時間がかかりそうデース……」

　脂汗を流したまま、ヒッシャムは床を見つめ続けている。

　と恩ったら、急に立ち上がってガーゴイルに指を突きつけた。

「デモ、これでジ・エンドではありまセンよ！　オシリスは負けたけど、ワタシの錬金術で、いつか必ずアナタを倒しマース！　忘れないでくだサイ！」

　敗者のプライドか、錬金術師としての向上心か。ヒッシャムの目はいまだ燃えていた。何度負けても立ち上がる、エジプトの過か酷こくな環境が作り上げた誇り高い強さがヒッシャムの顔から垣かい間ま見えた。

　ところが。

「――あなたも――――忘れ――ないで――ください――――」

　ヒッシャムの肩を叩く背広姿。

　双葉の担任、夜よ倶ぐ先生だった。

「――花壇の――花たち―――と――――穴――だらけ――――の――校庭―――」

　ヒッシャムの服を摑むと、そのまま軽々と出口に引きずっていく。

「ホ、ホワット？　な、何をスルんデスカー!?」

「――フフフ――――」

「ノオォォォォォォ！　あ、穴はガーゴイルさんでショォォォォ！」

　その質問に夜倶先生は答えず、ヒッシャムを連れたまま屋上から出ていった。

　寒気が来るような静けさが、屋上に訪おとずれる。

「……ねぇ、ガーくん」

　和己が、ぼそっとつぶやいた。

「あの先生、いつ屋上に来たの？」

『……実は我も気づかなかった』

　妹がどんな環境で勉学に励んでいるのか、ちょっと想像しづらい和己だった。

　ともあれ、これでエジプトから来た錬金術師の脅きよう威いは去ったのである。




「兄貴！」

　校舎から出てきた和己を、双葉が出迎えた。

　ガーゴイルは気がつけば双葉の隣にいた。

『双葉。怪我はどうだ』

「ゼンゼン大丈夫！」

　双葉は腕を振り上げるが、オシリスの触手に巻きつかれた時の痛みが腰に来た。獣けもののような咆ほう哮こうを上げ、脇わき腹ばらを押さえる。

「双葉ちゃん！」

『……すまぬ双葉。我がついていながら、汝を守れなかった』

「なー……に、言ってんだよ、こんなの、いつも遊んでケガした時と変わんねえって」

『怪我の深さの問題ではない。我の責任だ』

「だからそうやってなんでもかんでもおまえの責任にするなっての！」

　ガーゴイルを蹴けり倒す双葉。わかっていたのに、また腰に来てうめき声を上げる。

「そうだよガーくん。今日はみんなケガしてるんだから」

　と、和己もボロボロの自分の顔を指さして笑う。

　和己も戦ったのだ。

　双葉同様、ガーゴイルのために。

「帰ったら、全員ママに怒られるなぁ……」

　双葉がぼやく。

　和己が笑い、それにつられて双葉が笑った。

「今日はみんなの勝利だね」

　微笑ましく和己が締めくくろうとした時。

「そうだ、ハナ子！」

　双葉が一番肝かん心じんなことを思い出した。

　もともとここまで来たのは、ハナ子に会うためだったのだ。
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　御ご色しき第一小学校の裏山には、学校の畑を管理するためのプレハブ小屋がある。管理といっても、物置と化しているのだが。管理人などいないので、しばしば悪ガキに窓ガラスを割られたりしている。中に大量に安置されている肥料の匂いに、悪ガキ共が後こう悔かいするのもいつものことだ。

　そのプレハブ小屋の扉が開き、二人の人影が入ってくる。

「ほんとにここなんだな、兄貴！」

「だってヒッシャムさんが言ってたもん！」

　真まっ暗くら闇やみのプレハブ小屋に、ライトが灯る。

　ガーゴイルの眼から出る光だった。懐中電灯いらずである。

　光が照らし出す双葉と和己は、綺き麗れいに片づけられたプレハブ小屋の、どこから持ってきたのかわからない長机の上に置かれてある、パソコンと、それに電極をつながれている鉢はち植うえを見る。

　茶色の平凡な鉢植えに植わっているのは、黄色い彼岸花だった。

　双葉が、装置を身につける。




「ハナ子！」

　黄色の和服を着た少女が、ゆっくりと目を開ける。

『双葉ちゃん――？』

「そうだよ！　助けに来たぞ！」

『え……あっ……』

　ハナ子は周囲をキョロキョロと見回した。自分がどこにいるのかわかっていないようだ。次第に怖こわくなってきたのか、胸の辺りをぎゅっと握りしめる。

『ここ、どこです……？　怖いです……』

「ハナ子、ケガとかないのか？　どこか傷つけてないのか？」

　自分のケガもお構いなしに、双葉は鉢植えをなでた。見たところ外傷はない。ずいぶん丁てい寧ねいに植え替えられたようだ。さしずめ拉致軟禁状態、といったところか。

　しかしまっすぐ上を向いていた花は頭を垂たれ、花びらにもシワが見え始めている。鮮やかな黄色も若じやつ干かんくすんでいた。見るからに水気――生気が失われかけていた。

　シールドを通して見るハナ子の表情も青ざめていた。頰ほおがげっそりと痩こけ、両肩を抱きしめて寒そうに震えている。着ている和服まで所々がほつれて見える。誘ゆう拐かいによる精神的なショックだろうか。

『だいじょぶです……だいじょぶですけど……』

「ん？」

『なんだか……すごく怖い夢を……見てた気がするです……』

　ハナ子がうつむく。

　ハナ子の身体はここにあるはずなのに。オシリスに因子を取られたことによって、共きよう鳴めいのようなものが起こったのだろうか。詳しいことは双葉にもガーゴイルにもわからなかった。全ては植物の神のみぞ知る、だ。

　双葉はハナ子の手を取って励ましてやりたかったが、伸ばした手はシールドの映像をすり抜けて空くうを摑むだけだった。

　仕方がないので、言葉だけで慰なぐさめる。

「大丈夫だハナ子。全部ウチのガーゴイルがケリをつけた」

『……ほんとですか？』

「ほんとだ！　おいガーゴイル、ハナ子になんか元気づける台詞せりふを言ってやれ！」

　長机に乗っていたガーゴイルはいきなり話を振られて驚いた。

『むう……悪い植物は我が燃やし尽くした。根に至るまでな。ところでハナ子よ、汝の体液の循じゆん環かんが以前に比べて悪くなっているな。肥料に問題は無いはずなので、土を変えるべきだと我は思うのだが』

「そんなんで元気出るかぁっ！」

　双葉の両足がガーゴイルを机から叩き落とした。

　狙ってやったのだとしたら、いい漫才師になれるだろう。

　ハナ子が、クスリと笑った。




　小学生はすでに寝ていなくてはならない時間になっていたが、明日は日曜日だし、ガーゴイルという保護者がついているので、危険なことは何もなかった。和己の携帯電話で家に連絡もしてある。ぬかりはない。

　学校の裏山。その山頂近くにある原っぱ。風のざわめきが不気味に感じる。ガーゴイルが側にいなければ、怖くて逃げ帰ったかもしれない。

「よいしょ」

　双葉から借り受けたイーハトーブ式交信装置を頭に被かぶり、後部のネジを締めて位置調整をする。和己の頭には少々きつかったが、双葉と違って普段から被るわけではないので、このくらいでいいのだろう。

　双葉に言われたとおりにツマミを合わせると、いきなり話し声が聞こえた。まるで盗とう聴ちようしているような変な気分で、しかしこれがすべて植物の声だと思うとワクワクする。

　シールドに黄色い和服の女の子が現れた。とても穏やかな顔つきで、争いとは無縁の世界に生きているようだ。まぁ植物なのだから当たり前かも知れないが。オシリスが極端な例外なのだ。

　和己たちの目の前には、鉢から植え直されたハナ子が咲いていた。あのままでも快適な環境だったのだが、生まれた場所で咲いていたい、というハナ子の願いを聞き届けたのである。驚くべき事に、球根には傷一つついていなかった。

「えっと、こんばんは、ハナ子ちゃん」

　和服の少女に向けておずおずと手を挙げる和己。

『はい、こんばんはです』

　ハナ子は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎした。育ちがいいと和己は思ったが、この場合、育ちとは大地のことを指すのだろうか。

「僕は吉永和己と言います」

『ハナ子……です』

　頰を染そめながら、嬉しそうに自己紹介するハナ子。

　そしてちょっとだけ首をかしげながら、

『えっ……と、双葉ちゃんのお姉さん、です？』

「ねえ、僕、毎回この手のツッコミ入れなきゃいけないの？」

　誰にともなく和己がぼやく。

　正しい情報をハナ子が知ると、やっぱり驚いた。自分は植物だから動物の雌し雄ゆうは見分けにくいと言い訳していたが、どうもそれだけじゃない気がするのは和己の思い過ごしだろうか。

『そうですか……動物は難しいです。考えてることがわかんないです』

「まぁ、たしかに難しいかも知れないけど。でも誤解しないで欲しいのは、動物の全てが悪いヤツってわけじゃないから」

『はいです。双葉ちゃんやガーゴイルさんもいるです』

「うん、もう危ないことはないからね。僕と双葉ちゃんとガーくんでやっつけたから」

『……あの、お兄さん』

「何？」

『お願いが――』




「おい兄貴！　いつまで喋しやべってんだよ！」

　双葉が強引に装置を脱がせてしまったので、和己とハナ子の会話は打ち切りになった。無理矢理ひっぺがされた時、和己の首が鈍にぶい音を立てたが、双葉には聞こえなかった。少なくともそういう素そ振ぶりだった。

　そして、ふと、双葉は何か思いついたようで、

「おいガーゴイル」

『む』

　装置をはずすと、ガーゴイルの頭に被せようとした。耳の部分が尖とがっているので、人間と同じようには被せられなかったが、スピーカーが直接耳にあたる位置で、双葉が自みずから固定する。

「どーだ、聞こえるか？」

『むう』

『ガーゴイル……さん？』

　驚いた。

　幼おさない少女の声がガーゴイルにも聞こえたのだ。

『これは奇怪な。汝は本当にハナ子か』

『はいです。ハナ子です』

　黄色い彼岸花は、はっきりとそう言った。

　ガーゴイルの中の常識が、また崩くずれた。植物と意思の疎通ができる装置。これを開発した者は、それは悲しい人生を送ったに違いない。人間よりも植物を選び、そして人間と植物が決定的に違うことを知らされるのだから。

　それでも、目の前で揺れている彼岸花から聞こえる声は、ガーゴイルに語りかけるひとりの人格として認識されていた。

　理解できたのは、そこまでだ。

『むう』

「どーした？　聞こえないのか？」

　心配そうに顔を覗きこむ双葉。

『いや……聞こえることは聞こえるのだが、何を話せば良いのか分からない』

　どんなに優れた装置で言葉の翻ほん訳やくができたとしても、これでは意味がない。

　ハナ子は微笑み、

『それじゃ、ガーゴイルさんはじっと耳を澄すまして下さいです』

　風が揺れた。

　黄色い花から旋せん律りつが広がってゆく。芸術が理解できないガーゴイルでも聞き惚ほれる、それはまばゆい歌声だった。音波ではなく、音楽であり、音の高低ではなく、メロディとして聞こえた。

『これは……なんと……』

　音色が石の身体に染しみ渡わたり、温あたたかいものがどこかから溢あふれてくる。思考回路に反響し、感覚器を駆けめぐる。これを人間がどう表現するか、ガーゴイルは知っている。だが、今はそれを感じている。

　これが音楽の力。

　何も関係ない。

　ハナ子が歌うものは、まさしく生物の垣根を越えた言語だった。

　ガーゴイルは少しの間、その歌に聞き惚れた。

　初めて、音声を美しいと思った。




　その夜、双葉は「またな」と言って別れた。

　ハナ子も「またです」と言った。





[image: ]






　秋の日曜日。

　吉永和己は重いカバンを背せ負おって家を出た。

　夏の名残なごりはもうないが、温かい陽光が町中を幸せに染め上げる。寒くなりそうだったので、上にもう一枚上着を羽織ったものの、途中で脱いでしまった。

　ペアルックのセーターを着たおじさんと犬とすれ違い、微笑しながら国道を歩く。昨日と同じ道を通り、小学校の前に出た。

　オシリスとの戦火はいまだ消えていないようで、校庭は穴だらけだった。リトルリーグの野球少年が練習をしているのをよく見かけるが、今日は修復工事の人たちが声を張り上げながら校庭を馴らしていた。

　フェンス沿いに歩き、裏山の入口にたどり着く。

　昨日と同じ道をたどる。今日は明るいので、少しも怖くなかった。それどころか、紅葉に変わりつつある木のアーチと、大地に敷かれた落ち葉の絨じゆう毯たんが、長いこと町で暮らしていた瞳に新鮮かつ懐かしい感動を与えてくれた。

　上着を小脇に抱え、目印にしていた背の高い木を目指す。小一時間もすると背中にうっすらと汗がにじんだが、歩くのが楽しくて気にならなかった。

　そして、昨日と同じ場所に、その花は咲いていた。

「やあ」

　イーハトーブ式交信装置を身につけ、片手を上げた。

　黄色い彼岸花――鍾しよう馗き水ずい仙せんのハナ子は、おかっぱ頭の和服姿で、優しく微笑ほほえんだ。

『来てくれたんですね――お兄さん』

　和己も笑顔で答えた。

　まだ双葉は眠っており、ガーゴイルは無言で和己を見送ってくれた。ママはまだふくれっ面つらをしているのだろう。昨日、傷だらけで帰ってきた和己達を見てメチャクチャ説教されたのだ。今朝などは予告なしにパワーボムで起こされた。そんなママから逃げるようにして、パパは車を磨みがきに出かけてしまった。

　昼食までには家に帰ろうと和己は思っていた。いや、帰らない方がいいのかもしれない。

「約束だったよね。双葉ちゃんは連れてこないでって」

『はいです』

　変わらない笑顔で、ハナ子がうなずく。

　しかし昨日のハナ子は、何かに怯えた余裕のない表情で和己に懇こん願がんしたのだ。その顔を見たのは和己だけだった。そんなハナ子の顔を、双葉は見たことがあるのだろうか。

「理由もその時に教えてくれるって約束だよね」

『はい。来てくれて、本当に感謝してますです』

「そりゃ、来るよ……来るに決まってるじゃないか」

　和己は汗ばむ手をぎゅっと握りしめ、言葉を探す。

　ダメだ。

　ハナ子の笑顔を見て、泣きそうになる。

　和己は唇をしっかりと嚙かんで、しかしハナ子をそれ以上見られなかった。

「ハナ子ちゃん――君は、どうして、そんな風に笑えるの？」

　本心は、あの時の切せつ羽ぱ詰つまった顔じゃないのか。

　ハナ子は静かに微笑んだまま、胸に手をあてて、祈るような仕草で答えた。

『だって』

　秋の風が、ハナ子の返事を届ける。




『今日は、わたしが咲いていられる、最後の日ですから――』




　おそらくガーゴイルもお姉さんも知っていたのだろう。

　鍾馗水仙が咲いていられるのは、一週間くらいだという事実を。

『だから、誰かにお別れを言いたくて。それでお兄さんに』

　イーハトーブ式交信装置の最大の欠点は、これだ。

　植物の命が、人間のそれに比べて儚はかないということ。言葉が通じる時点で、その植物に人格が生まれる。それだけ死が人間に近くなることなのだ。よほどの冷血人間でない限り、耐えられるものではない。

　ハナ子は――死ぬわけではない。花が枯れるだけだ。この後には葉が生え、太陽の光を存分に浴びることができる形に変化する。鍾馗水仙が本当に枯れるのは、まだ先の季節だ。

　しかし、それはハナ子にとって急激な変化を意味するのだろう。

　死に近いくらいの。

『歌えるのも、今日が最後です。だからお兄さんに聴いてもらいたいです』

「……どうして、双葉ちゃんじゃないの」

『双葉ちゃんじゃ、ダメです……』

　ハナ子の笑顔がひきつる。

　思い出したのだろうか。双葉のことを。

『だって……だって、双葉ちゃんがいると……』

　ハナ子の顔が下を向き、おかっぱの髪が揺れる。

『……歌えないですよ……歌えるわけないです…………双葉ちゃんの前じゃ……わたし、こんな風になっちゃうから……』

　ハナ子の瞳から、雫しずくが一滴。

　こぼれ落ちた涙が、視界の片かた隅すみで溶ける。

　この姿は、あくまで装置が見せた映像だ。

　感情を現す動作も、全て偽いつわりのもの。

　では、この涙は偽物なのか。

『会いたいです……双葉ちゃんに会いたいです……会って、さよならしたいです……』

　ぽろぽろとこぼれ出す涙が、胸むな元もとで握りしめられたハナ子の手のひらで弾はじける。

　和己の鼻の奥で、じんとこみ上げるものがあった。

　鼻をすすり、袖そでで涙を拭ぬぐい、ハナ子はボロボロの顔で喋り続ける。

『…………会えないです…………わたし、もう枯れてしまうから……双葉ちゃんを悲しませたくないですから………………だから噓ついて………………たった一つだけ……また……って……』

「……うん」

　目を閉じたまま、和己がうなずく。

　自分がどんな顔をしているか、わかっているつもりだ。

『……はじめてだったんです…………はじめて、友達ができた…………』

　元気に笑う、透明な声と心を持つ女の子。

　出会いの風景が、和己には容易に想像がつく。

『色も……喋り方も変だから………咲いた時から…………ずっと一人ぼっちで……ヒトも、動物も……みんなわたしを……避けて…………ずっと欲しかった…………友達……欲しかったです……』

　和己は想像する。

　遠い地からやってきた球根が、その生命力をふりしぼってあの原っぱに芽を出す。

　しかしそれはほかの花たちと、ほんの少しだけ離れた位置に咲いてしまう。

　それからずっと歌っていた、黄色い彼岸花。

　歌うことしかできず、ずっと町を眺ながめていた、一人ぼっちの少女。

　そこへやってくる、無む邪じや気きな妹。

　彼女が作った初めての笑顔は、双葉のためのものだった。

『わたし、毒草ですから……近づくなって、人間の声が聞こえてたです……でも、双葉ちゃんは…………わたしと握あく手しゆしようとしてくれたです…………触れなかったけど……でも、あったかそうな手だった……』

　双葉の天てん真しん爛らん漫まんさは、世界中の人間を幸せにできると思う。

　乱暴だけど、優しい妹だと、和己は誇りに思っている。

　だから、そんな子と別れる悲しみは計はかり知れないはずだ。

『名前をもらった時、嬉しかったです…………初めて自分のこと、ハナ子って、そう呼べた時、本当に嬉しかったです……』

　視界が滲にじんだ。

　シールドを上げ、目をこする。

　それでもあとからあとから涙がこぼれてくる。

『双葉ちゃんを泣かせたくないです…………わたし、双葉ちゃんのためなら……なんでもします……』

　ハナ子は袖で顔を覆って震えている。

『だから――お願いです、お兄さん。その装置を……』

「うん………………うん……」

　ハナ子が何を言いたいのか、和己には全てわかっていた。

　双葉を――もう二度と、植物と喋らせないと。

　今は知らなくても、いずれ必ず勉強することになるはずだから。

『ありがとう……優しいお兄さん』

　和己は装置と一緒に持ってきた小冊子を開いた。人物投射装置の数ページ先に、装置の分解方法がきちんと掲けい載さいされていたのを覚えていた。

　これを使えば、もう、二度と。

　二度と、双葉に――













「ハナ子ちゃん…………僕は優しくなんかないよ」

　涙を流しながら微笑む鍾馗水仙に、和己は首を振る。

「僕は……双葉ちゃんに悲しい思いをさせたくないだけなんだ……」

『……うん、わかってるです。わたしと同じ考えなんですね』

「だから、双葉ちゃんに代わって言うよ――」

　慟どう哭こくを押し殺して、和己は告げた。

「さよなら、ハナ子ちゃん」

『はい』

　そしてハナ子は、初めて使う言葉を口にした。

　涙で汚れた顔に、精一杯の笑顔を浮かべて。




『――さよなら』




　黄色い彼岸花が、高らかに歌い始める。

　聴いていられなかった。

　和己はイーハトーブ式交信装置をはずすと、マニュアル通りにそれを分解した。

　その日、和己は夜遅くまで家に帰ってこなかった。






































　ヒッシャム＆オシリスの植物コンビが及ぼした被害も、一週間もすれば元通りになった。吉よし永なが家けの柵さくもパパが修復し、校庭の工事も完了した。ただ、ガーゴイルの傷は完治までもう少し時間がかかるようだ。包帯をグルグル巻きにされて、不ふ便べんそうに呻うめいている。

　どんな傷でも治る、ただしいつ治るかは不明、という兎と轉てん舎しや謹きん製せいの軟なん膏こうを使っている。お姉さんいわく「あっちが万能薬パナケアなら、この軟膏は神の水エリクサーのバッタモンよ」とのことだ。ちなみにガーゴイルの身体からだには賢けん者じやの石のレプリカが使われている。まがい物が好きな店主だった。

　そんな包帯まみれのガーゴイルが、学校の裏山に建てられてあるプレハブにいた。

『……して、汝なんじらはいつまで御ご色しき町ちようにいるつもりなのだ？』

　プレハブの中は、先日ガーゴイルたちが見た光景が噓うそのように変へん貌ぼうしていた。各種機器に鉢植えの列。小さなビニールハウスのようなものまである。

　顕微鏡をのぞいていた男が、ガーゴイルの出現に気づき、振り返る。

「最初に言ったじゃないデスカ！　ワタシ、オシリスが完成するまでエジプト帰れナイヨ！　ユーに負けないくらいパゥワフルな強化植物、ゼッターイ作ってみせマスよ！」

　白衣を着たターバンの男は、唾つばを飛ばしながらガーゴイルに詰め寄ってくる。

　ちなみに一番大きな机の上には、給食に使えるくらい大きなバケツが置いてあり、それにオシリスが肩まで埋まって日光浴をしていた。まるで風呂に浸つかっているみたいだ。

「え、コレですか？　あの後ティーチャーに脅おどされてグランドの整備をしてたら、偶然見つけたのデスヨ、オシリスの種」

　オシリスの頭から電極が伸びており、それは隣にあるラップトップコンピュータに接続されてあった。イーハトーブ式交信装置の原理を応用したのか、その画面にオシリスの言葉が表示されている。

『はぁ……退屈じゃのう……』

　わざわざ言葉にしなくてもいいようなものを。

『考えてみれば、汝のくつろいでいる表情を初めて見るな』

『ふむ、そうかの？』

『その方が汝らしいと我われは思うぞ』

『ホホホホ、いくら妾わらわが美人と言うても、ぬしにこの美は分けてやれんぞ』

『我はそのようなことを言った覚えはないのだが。そして汝は人ではなかろう』

『良いのじゃ良いのじゃ。人間らしく話せることが、つまり人格を持つ第一歩なのじゃ。アイデンティティと言うのか？　それが無き者は、全すべてを感じられぬ』

　その言葉を聞いたガーゴイルは、しばらく何かを考えたのち、人間の方に尋たずねる。

『ヒッシャムよ。もしやとは思うが、汝は頭が良いのか？』

「……それはかなーり辛しん辣らつなジョークデース」

　植物学者から錬れん金きん術師に転向したエジプト人は頰ほおを膨ふくらませていたが、時計のタイマーがアラームを告げると、すぐに研究を中断した。

「おっと、時間デス」

　掃除用具入れに入っている鎌かまと鍬くわを取り出すヒッシャム。

「学校の畑を整える仕事をもらいマシタ。近くの農家のグランパが、腰をイタめたそーデス。ワタシも日本の土をラーニングするチャンスデース」

『それは重ちよう畳じよう』

「オシリス、いい子で留守番してるのデスヨー」

『任せるのじゃ』

　楽しそうにプレハブ小屋を出ていくヒッシャムを見送った後、コンピュータのディスプレイに簡単な文字が表示される。

『ふぅ……暇じゃ。ぬし、何か芸をせい』

『まだ一分も経たっていないのだが』

『暇なものは暇なのじゃ』

『歌えばよかろう。あの歌はもう汝しか歌えぬ。植物なかまのために歌えばよい』

『ふむ――』

　ガーゴイルの身体は原っぱの方角を向いていた。

『もう双葉には聞かせられぬがな――』
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「うわっ、なんですかこれ！　ひどい！　今までこんな汚い倉庫見たことないですよ！　しかもこれ、薬とか水とかで臭くさっ！　どうやったらここまで汚くできるんですか！　これもう人間の領域じゃないですよ！　ゴキブリだって逃げだし――」

　ごすっ。

　扉を開いた和かず己みの後頭部に青せい龍りゆう刀とうの柄つかが打ちつけられる。

「あんたねー……ひとんちの倉庫にそこまで言う？」

　青龍刀を肩に担かつぎながら、兎轉舎のお姉さんがぼやいた。

　後頭部を抱かかえてうずくまっていた和己だったが、

「だ、だってこれ……本当に僕一人で片づけるんですか？」

「当然でしょ。はい手袋とマスク」

「……これ、軍隊で使うヤツじゃないですか？」

　つまりそれが必要なほど酷ひどいのだろう。

　中を想像してますます怖くなったが、これは罰なのだ。仕方がない。

「わかりましたよ、やりますよ」

　手袋とマスクをはめる和己。どんなＢＣ兵器もかかってこい、という気持ちだ。やる気は十二分にあった。

「装置壊こわしたんだからね、そのくらいのことは当然よね」

「……もう」

　お姉さんだって、わかっていたくせに。

　だが、あの装置の価値を考えれば、倉庫の片づけはおつりが来るほど安い罰ばつだ。

　和己はとりあえず手近なものから片づけることにした。大きな段ボールに入っているものを倉庫の外に出そうと持ち上げる。しかし段ボール自体も傷いたんでおり、中のものが下からドサドサとこぼれ落ちてゆく。

　それで和己はキレた。

　もうなりふり構かまっていられない。物が落ちようが何だろうが、とりあえず倉庫の物を全部外に出す事から始める。気が遠くなりそうな作業だったが、小一時間もすれば三分の一が外に出せた。これなら終わりそうだ。

「ねえ、お姉さん」

「なぁに？」

　倉庫の外で折りたたみベンチに座っているお姉さんが、本から顔を上げた。

「双葉ちゃん、まだ気づいてないですよね」

「多分ね」

「…………」

「そんな目で見ないでよ。わたしだって、悪いことしたと思ってヘコんでるんだから」

「いや、そういうつもりじゃ」

「ただね、勘かん違ちがいしないで欲しいの」

　お姉さんは本を閉じ、椅い子すから立ち上がる。

　和己が抱えた段ボールに乗っている小箱を手に取り、中を開いた。

「イーハトーブ式交信装置も含めて、兎轉舎にある商品の全ては、みんなを幸せにするために発明された品物ばかりなのよ」

　小箱の中には一枚の写真が入っていた。

　お姉さんは色あせたその写真を、和己に見せた。

　セピア色に染まった兎轉舎。

　その前に立っているのは、兎轉舎のお姉さん。今と変わらない姿で、服装だけが昔のままで。その周りに集まっている子供たちは、みんな奇き怪かいな装置を手にしていたが、例外なく笑っていた。

「だから、双葉ちゃんもいつかきっと幸せになれるはず。そう信じましょう」

「……そうですね」

　写真の裏には「昭和九年高たか原はら家け前にて　子供達に幸さちあれ」とあった。

　割かつ烹ぽう着ぎを着た昔のお姉さんは、幸せそうに微笑ほほえんでいた。
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「どおりゃああああっ！」

　双葉の右足が、飛来したボールを蹴けり返す。

　放物線を描いて飛んでゆくボールを、四年一組の生徒達が追いかけてゆく。双葉は蹴った反動で足がもつれてその場に倒れた。まあいい。この１プレイは仲間に任せよう。汗ばんだ体操服を引っ張りながら、その場に座りこみ、空を見上げる。

「うあー……いい天気」

　蒼そう天てんの下方に、裏山が見える。

　バカな兄貴が装置を壊してしまったせいで、二度とハナ子と話せなくなってしまった。そう知った夜、双葉は兄と大ゲンカした。泣きながら殴りかかってくる兄と、あそこまで殴り合ったのは久しぶりだった。今でも許すつもりはない。

　しかし兎轉舎のお姉さんがそれほど怒っていなかったのが、気になるといえば気になる。

　ハナ子は今でも裏山にいるのだろう。双葉はそう信じている。

　一度だけ、裏山のハナ子の場所へ行った。

　しかしハナ子が咲いていた場所の周囲には、高く伸びる草が大量に生はえていて、双葉はハナ子を見つけることができなかった。まるで草たちがハナ子を隠しているかのようだった。

　だが、双葉は信じている。

　今日もハナ子の歌声が、御色町に響ひびき渡わたっていることを。

　約束したのだ。

　またね、と。

「あーっ、しまった！」

　空の片かた隅すみに、誰かが蹴り損そんじたボールが舞った。

　その軌き道どうの先には、花か壇だんがある。近くで生徒の縄なわ跳とびを見ていた筧かけい先生がボールに気づき、小さな悲ひ鳴めいをあげた。

「バカ！　何やってんだよ！」

　双葉は勢いよく立ち上がると、ボールを追って走りだす。

　植物にも命がある。

　それを肌で感じ取れただけでも、ハナ子に感謝すべきだ。

　今度会えたら、そのお礼を言おう。

　そして、もう一度、あの歌を聴くのだ。

「っしゃあ！」

　双葉は地を蹴り、ボールの前に勢いよく飛び出した。





おわり















　あとがき







　ちぃーッス！

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでございます。




　もう三巻が出ちゃいました。早いものですね。まだまだデビューしたてのヒヨッコですが、ヒヨッコなりにわかった点もありまして。

　俺は以前、舞ぶ台たい演えん劇げきをかじっていたことがあるんですが、それに当てはめると、作家が脚きやく本ほん家か＆演出家、イラストが舞台監かん督とく、編集が制作＆広報だと思うんですよね。役者はもちろん、小説のキャラクターですよ。劇場は……この場合、レーベルなのかな。

　裏うら方かたが必死になって役者を舞台に立たせる、という点では見事に一いつ致ちしております。それで役者が喝かつ采さいを受けると、俺達裏方は「よっしゃあ！」とガッツポーズを取れるわけでして。これぞ裏方冥みよう利りに尽きる、というヤツですな。

　演劇と違うのは、お客さんの反応がダイレクトに返ってこないという点ですね。「ちょっと盛り下がってるから、間まを詰めてテンション上げていくか」とか、リアルタイムで指示ができないんです。だからアンケートハガキやファンレター、友人やネットの評価を知る頃には、頭を抱かかえて後こう悔かいしている真っ最中だったり。

　でも、楽しんでくれたお客様の声を聞く喜びは、演劇も小説も変わりません。作品にお金を払ってくれたことに対する感謝の念は、絶対に忘れてはいけません。




　てなわけで担当Ｍ女史、イラスト日ひ向むかい悠ゆう二じさんをはじめ、この本の制作に関かかわる全すべての裏方さんに、皆様、盛大な拍はく手しゆを。ついでに俺にも拍手を。




　そしてこの本を手に取ってくれたお客様。

　本日は足をお運はこびいただきまして、誠に有あり難がとうございます。

　次回公演をお楽しみに。

　……うわ、鳥とり肌はだ立ってきた。カッコつけすぎたみたい。
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